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序章　建奏士マイスタージンガーの少年



「はあっ、はあっ、はっ――」

　木々の隙すき間まから月明かりの射さし込む、深い森の中。

　リンツ＝レンハイトは走っていた。

　十五歳。まだあどけなさの残る顔つきの、少年だ。

　傷だらけの腕は泥どろにまみれ、ほつれた黒髪には落ち葉や木の枝が絡まっている。

　その顔に浮かぶのは濃い焦あせりの色。獣皮をあてたブーツの靴底は剥はがれ、月明かりのみを頼りに森の中を進むその足どりは、ひどくおぼつかない。

　追っ手の数は、七、八人ほど。

　多勢ではあるものの、連中が戦術的な連携をとっている様子はない。おそらくは、訓練された兵士ではなく、報奨金目当てのごろつきのたぐいだろう――とはいえ、森の中では土地勘のある彼らのほうが、よりやっかいな追跡者であるともいえる。

　迫る足音と粗野な声を背後に聞きながら、リンツは必死に走った。

（……っ、こんなとこで捕まるわけには、いかないんだっ！）

　と。何かに足をとられたというわけではない。

　突然、糸が切れたように脚あしが言うことをきかなくなった。

　まさか足の腱けんが切れたのか――一瞬、そんな絶望的な思いが脳のう裏りをよぎるが、それにともなうはずの激痛はなく、ただ全身の筋肉が硬く締しまるような感覚があった。

　ガクン、と膝ひざが折れ曲がり、足先が地面に引っかかった。

　とっさに受け身をとることもできず、泥どろの中にぶざまに倒れこんだ。

　跳ねあがった泥が全身に降りかかる。

「くっ……」

　リンツはうめいた。痛みをごまかすため、唇を強く噛かみながら、膝をついて立ち上がろうとする。地面についた傷だらけの手が、疲労で小こ刻きざみに震ふるえていた。

　幼い頃ころから建築士の徒と弟ていとして修行してきたリンツは、その細身な体格に似合わず、体力には自信のあるほうだった。

　だが、この森に飛ばされてから、まる二日間、不眠不休で逃げ続けてきたのだ。しょせんは十五歳の少年でしかない彼の身体からだは、もはや限界だった。

（はやく……はやく、逃げないと……）

　動かない両りよう脚あしを叱しつ咤たし、ようやく半身を起こしかけたところで。

　ふいに、リンツは気づいた。

　さっきから、ずっと背後に聞こえていた、追っ手の足音。

　それが、いつのまにか消えていた。

（追跡を諦あきらめたのか？　いや、そんなはずは――）

　都合のいい考えを振り払い、後ろを振り返ろうとした、その瞬間。

「あぐっ……！」

　脇わき腹ばらに、槍やりの石突きをぶち込まれた。

「……っ、あっ、ぐぅっ……！」

　腹を貫通したかと錯覚するほどの激痛。

　呼吸が止まった。悲鳴を上げることさえできなかった。胃液が逆流し、喉のどを焼くような強烈な嘔おう吐と感かんがこみ上げる。

「おっ、えええええっ……」

　吐いた。地面にくずおれ、ぶざまにのたうちながら、激しく嘔え吐ずいた。刺激された涙るい腺せんから涙がとめどなくこぼれ、リンツの頬ほおを熱く濡ぬらした。

「ちっ、ガキが、手間かけさせやがって！」

　苦しみもがくその背中を、男の靴底が踏みつけた。男は不快そうにぺっとつばを吐くと、リンツの黒髪を乱暴に掴つかみ、泥まみれの顔を上げさせた。

　パチパチと松明たいまつの燃える音。

　うめきながら、リンツが目を開けると、薄くもやのかかった視界の隅に、汚らしい身なりをした大勢の男たちの姿が見えた。

「おい、殺すなよ。報奨金の条件は生け捕りだぜ」

「なに、引き渡す前に遊んでやるだけさ。手間をかけさせてくれたお礼にな。へっ、よく見りゃこいつ、女みてえな顔してるじゃねえか。ちょっと楽しませてもらおうか？」

　取り囲んだ男たちが下げ卑びた笑い声を上げる。やはりごろつきどものようだ。

「……っ、の、離せ……！」

　リンツは髪を掴つかまれたまま、起きあがろうと必死にもがくが、地面を這はう指先はむなしく泥どろを掴むだけだ。

　罠わなにかかった獲物をなぶるような残忍な笑い声が、森の中にこだまする。

（……っ、約束……したんだ……）

　朦もう朧ろうとする意識の中で、リンツの脳のう裏りに浮かんだのは、彼女の顔だった。

　あのとき、彼女は、いったいどんな表情をしていただろうか。

　泣いていた？

　叫んでいた？

　あるいは微笑ほほえんでいたかもしれない――それはとりとめもない考えではあったが、まどろみかけていたリンツの意識を目覚めさせるには十分だった。

（エリッセが……僕の助けを待ってるんだ！）

　リンツは、閉じかけていたまぶたを見開いた。

　倒れ伏したまま、最後の力を振り絞って、右腕を泥の中にもぐり込ませた。

　震ふるえる指先を地面に這わせ、構造物の構築に必要な建材を探し出す。

（……泥はだめだ。さすがに脆もろすぎる）

　伸ばした指の先に、なにかざらついた硬い感触があった。

　リンツはそれを強く握り締しめた。泥の下にもぐり込んだ木の根だった。

　この森に生える杉の木は、辺境領の特産品として近隣の都市に輸出されるほど上等のものだ。建材としては申しぶんない。

　あるいは、リンツがこれからすることを考えれば、上等すぎるともいえる。

「ん、どうしたこいつ？　急に動かなくなったぜ」

「まさか、くたばっちまったんじゃねえだろうな」

「なに、まだ息はあるさ。腕も震えて……うん？」

　リンツの髪を掴んでいた男が、いぶかしげに眉まゆをひそめた。

　どこからか、かすかな歌声が聴こえてきたからだ。

〈――汝なんじ、偉大なる建築士の王、四界の全すべてを測量し、設計した者よ――〉

　血のにじむ唇を震わせ、瀕ひん死しの少年が、歌っていた。

　いまにも消え入りそうな、かすれた声。

　だが、彼のその歌声は、静まりかえった夜の森に、たしかに響いていた。

〈――神殿の最さい奥おうに隠された秘技を盗みし、我ら石工の長おさたる者よ――〉

　激しく火花の散る音がした。

　リンツの右手の甲に刻きざまれた、建築士の刻印――偉大なる師匠マイスターより授さずけられた徒と弟ていの証あかしから、蒼あお白じろい雷らい火かがほとばしる。

「な、なんだっ、こいつ……!?」

　リンツを踏みつけていた男は、ひっと短い悲鳴を上げて後ずさった。

〈――汝なんじ、大いなる墳ふん墓ぼの頂いただきより、全すべてを見そなわす〈眼め〉也なり――〉

　ゆっくりと。旋律を奏かなでながら、リンツ＝レンハイトは身を起こした。

　胸の前に、火花を散らす右手をあて、静かに目を閉じる。

　脳のう裏りに、築き上げるべき構造物の理想形態を、強く、想像イメージする。

　理想は――夢想ではない。

　数理、物理、論理――この世界を統すべる〈理ことわり〉によって具象化された想念。

　それが、理想。

　そして、その理想を具象化するための技術が〈建けん奏そう術じゆつ〉。

　建築士ギルド〈石の兄弟団〉に伝承されてきた、秘ひ奥おうの技。

　生まれながらの才を持つ建築士が、修練と思索の果てに習得する、純粋なる技法アート。

　究極の建築術。

　それを、わずか十五歳の少年が使おうとしているのだった。

　製図。縄張り。構造計算。土台構築。骨組み構築――

　頭ず蓋がいの奥で激しい火花が散る。目の奥に灼やけるような痛みが走った。

　構想もまとまらないままに、未熟な設計図を組み上げる――いまはそれでいい。造るのは、そびえ立つ堅けん牢ろうな城じよう砦さいでもなければ、神を讃たたえる荘そう厳ごんな大聖堂でもない。

　必要なのは、ただこの窮地を切り抜け、道を切り開くための――単純な構造物。

「リンツ＝レンハイトが銘を刻む！　我はここに、天高くそびえ立つ塔を打ち立てん！」

　雷火ほとばしる掌てのひらを地面に叩たたきつけ、喉のどが裂けんばかりに、詠い上げた。

　刹せつ那な。

　ズン、と地響きのような音が鳴り響き――

　あたりの地面が突然、盛り上がった。

「な、なんだっ……！」「じ、地面が……う、うわあああっ！」

〈刻印〉から放たれた蒼白い雷火が地面を穿うがち、そこから、鋭い柱が何本も飛びだした。

〈建奏術〉によって再構築された建材が組み上がり、ひとつの構造物となって具象化する。

　――そして、あらわれたのは。夜空を貫つらぬくようにそびえ立つ、木造の見張り塔。

　敵の襲撃を察知するための、監視用の塔だ。

　見た目はそれなりに立派だが、少しでも建築の知識をかじっている者なら、バランスが悪いことがひと目でわかる。支柱となるべき柱が明らかに足りておらず、全体が斜めに歪ゆがんでいた。

（ひどい出来だ……）

　肩で荒あらい息をつきながら、リンツはうめく。

　だが、これは計算のうちだ。

　組み上がった〈見張り塔〉が構造物としての形を保っていられたのは、ほんの数秒。

　支柱の一点に極端な重圧のかかったそれは、重力に従って一気に崩ほう落らくする――

「く、崩れるぞっ！」「逃げろ、逃げろおっ！」「うわあああああああっ！」

　男たちの悲鳴が絶叫に変わり――そして、凄すさまじい轟ごう音おんにかき消えた。

「……」

　――目を開けると。

　無惨に崩れ落ちた木の柱が、男たちの上に積み重なっていた。

「……はあっ、はあっ、はっ……こんな使いかた、師匠にバレたら破門だな」

　地面に膝ひざをついたまま、リンツは口もとの血をぬぐった。

　肉の焦こげるいやな匂においが鼻をつく。右手の甲に刻きざまれた〈刻印〉が焼けただれ、ひどい火傷やけどになっていた。

　無む茶ちやな〈建けん奏そう術じゆつ〉を使ったせいだ。

　建材を利用して新たな構造物を組み上げる、第十二の韻律コード――〈再構築リ・ストラクシヨン〉は、リンツにはまだ使いこなせない。利き腕はしばらく使いものにならないだろう。

　痛みに顔をしかめながら、立ち上がろうとした、そのとき――

　ピィィィィィッ！

　どこかで、甲かん高だかい呼び笛の音が鳴り響いた。

　リンツはハッとして顔を上げた。

（……フランキスカ軍の呼び笛!?）

　戦せん慄りつが背筋を駆け抜けた。

　追っ手はいまの連中だけだと思っていた。まさか要よう塞さいの兵士が、建築士見習いの少年一人を捕らえるために、真夜中の森へ捜索に来ているとは思わなかったのだ。

　呼び笛の音はまだ遠い。だが、あれほど目立つ真ま似ねをしてしまったのだ。追っ手はすぐにここへやってくるに違いない。

　積み重なった柱の下から、下敷きにされた男たちのうめき声が聞こえた。瓦が礫れきの隙すき間まから血まみれの腕を突き出して、何人か、すでに起き上がろうとしている者さえいた。

「逃げないと……」

　絶望的な心ここ地ちで、リンツはつぶやいた。

　右手の〈刻印〉は赤く焼けただれ、しばらくは使いものにならない。もっとも、訓練された兵士相手にさっきのような方法は通用しないだろう。〈建けん奏そう術じゆつ〉は戦闘のための技術ではない。こんなものは、しょせん、足止め程度の役にしかたたない。

　リンツがあわてて身を起こしかけた、そのときだった。

「……？」

　喉のど元もとに、冷たい感触があった。

　月明かりに冴さえわたる怜れい悧りな刃やいばが、リンツの顎あごを持ち上げるようにあてがわれていた。

　リンツは、ゆっくりと、顔を上げた。

　否いな、上げさせられた。

（……え？）

　目の前に――



　城がそびえ立っていた。



　堅けん牢ろうな城壁と門を備そなえた、立派な城が。

　リンツは混乱した。

　なぜ、こんなところに〈城〉が建っているのか。

　そして、自分はなぜ、喉元に剣を突きつけられているのか。

　額ひたいに冷たい汗がしたたり落ちた。

「――ようやく、見つけた」

〈城〉が喋しやべった。

　その威圧的な外観にはまったく似つかわしくない、透き通った、少女のような声だった。

（……女の子？）

　ますます混乱する。……というか、そもそも城は喋しやべらない。

　リンツはさらに顔を上げた。

　堅牢な城門の上、美しくなだらかな稜りよう線せんを描えがく、ふたつの胸きよう壁へきがあった。

「ど、どこを見ているっ、不ふ埒らち者もの！」

〈城〉が、なんだか怒ったような声を上げた。

　喉元に突きつけられた剣けん尖せんが、さらにくいっと持ち上げられる。

　胸壁の上に見えたのは――城主マイスターの旗のひるがえる主しゆ尖せん塔とうではなかった。

　煌こう々こうと照る月明かりを背に、リンツを見下ろす――少女の顔、だった。

　一見して、リンツとそう歳としは変わらないように見える。

　白はく磁じのように白くなめらかな肌に、薄桃色の唇。

　形のよい柳りゆう眉びに縁ふち取どられた瞳ひとみは、澄すんだ湖のような静かな光をたたえている。

　腰まで伸ばした白銀の髪に混じるのは、冷たく燃える蒼そう焔えんの色。

　その幻想的な美しさに、リンツは剣を突きつけられているのも忘れ、思わず息を呑のんだ。

〈城〉ではなかった。

　どうして城などと思ってしまったのか。

　それはおそらく、少女の奇妙ないでたちのせいであったに違いない。

　甲かつ冑ちゆうの騎士、だった。

　降りそそぐ月明かりを浴びて立つ、白銀の騎士。

　あるいは、下から見上げれば、それはたしかに〈城〉のように見えたかもしれない。

　鋭い剣のような具ぐ足そく。風にひるがえるドレススカート。

　ゆるやかな曲線を描えがく胸あてには、精せい緻ちな紋もん様ようが彫刻されている。

　だが、なによりもリンツの目を惹ひいたのは――

　少女が、その華きや奢しやな双そう肩けんに背負った城壁だった。

　肩あて、と呼ぶにはあまりに重厚かつ巨大なものを、目の前の少女は装着していた。

　いかなる技術でバランスをとっているのか。

　薄うす闇やみの中で、それはまるで、宙に浮いて静止しているようにも見える。

　そして、無骨な籠手ガントレツトをはめた彼女の手には、白銀に輝く両刃の剣が握られていた。

　その奇妙な甲冑をまとった少女が、口を開いた。















「……驚いたな。伝説のマイスターが、まさかこんな少年だったとは」

「師匠を知っているのか!?」

　リンツは思わず、うわずった声を上げた。

「師匠……だと？」

　甲かつ冑ちゆうの少女は不思議そうに首を傾かしげ、訊きき返してきた。

「君の手に刻きざまれたその〈刻印〉――君が、マイスター・ストランゼンではないのか？」

「マイスター・ストランゼンは、僕の師匠だ」

　リンツは透き通った少女の瞳ひとみを、じっと見返した。

「君は、いったい、なんなんだ……？」

「……」

　少女は、しばし考え込むように沈黙し――

　やがて、ふっと静かに息を吐いた。

　リンツの喉のど元もとに突きつけていた剣を収め、告げてくる。

「私の銘は、シャトレア」

　どうやら、それが少女の名前らしい。

「――放浪の〈城姫ベルクフリート〉と、人はそう呼ぶ」

「……っ！」



　――城姫ベルクフリート。



　その言葉を耳にした途端。

　右手の刻印が、ひどく疼うずいた。

　それはいまや、リンツにとって、最も禍々しい意味を持つようになった言葉だった。

　――何故、こうも因いん縁ねんめいているのか。

　あの日の記憶が、堰せきを切ったように一気にあふれ出した。

　無意識のうちに封じ込めていた、二日前の悪夢の記憶が。

　赤い食卓。赤い礼拝堂。

　赤い、赤い、赤い――血にまみれた、最後の晩ばん餐さん。

　響きわたる鉄仮面の哄こう笑しよう。

　あの男の鷹たかのような眼め。

　そして、最後に聞いた、エリッセ＝イストバラドの声。

「あ、ああ、あ……うああああああああああっ！」



　喉の奥からほとばしる絶叫と共に。

　リンツ＝レンハイトの意識は、あの日に引き戻された――










第一章　饗宴



　――フランキスカ王国北部辺境領、リール要よう塞さい。



　突然の強風が吹きつけ、立っていた木組みの足場が大きく揺れた。

「うわあっ……と！」

　作業着を着た黒髪の少年――リンツ＝レンハイトは、あわてて窓の縁ふちに掴つかまり、ほっと安あん堵どの息をついた。

　ベルトにはいちおう命いのち綱づなを巻いてあるが、それだけではとても安心する材料にはならない。ロープが切れる危険性は常にあるし、場合によっては足場そのものが崩ほう落らくすることもある。実際、足場の崩れる事故は二ヶ月前にもあった。あのときはたしか、八人のレンガ積み職人が大おお怪け我がをしたと聞いている。

「おーい、リンツ、大丈夫か？」

　建物の下で作業を見守っていたゴルトン親方が、声をかけてきた。

　五十代後半の禿とく頭とうの男である。頑固な職人気質だが面倒見のよい性格で、職人からの人望は篤あつい。建築士見習いのリンツの面倒も、こうしてよくみてくれている。

「は、はいっ、気をつけます！」

　ふたたび足場での作業に戻りながら、リンツは大声で返事をした。

　リンツがいまやっているのは、砲弾を受けて破損した兵舎の壁の補修である。

「なあ、ゴルトンよ、あの少年か？　マイスター・ストランゼンの徒と弟ていってのは」

「ああ、そうだ。あの若さでたいしたもんだ。仕事は早いし腕もいい。なにより勉強熱心だ。将来、いい職人に育つぜ」

　ゴルトンをはじめ、兵舎の下で見守っていた男たちが腕組みしてうなずきあう。そんな彼らこそ、リンツなどおよびもつかない技術と経験を持った、熟練の技師たちだった。

（マイスター・ストランゼンの弟子、か）

　ゴルトン親方たちの賛辞の言葉に、しかし、リンツは内心でため息をつく。

（僕なんて、師匠の足もとにもおよばない……）

　マイスター・ストランゼン。

　大陸でその名を知らぬ者はいないという、伝説の建築士。

　そのただ一人の徒弟が、リンツ＝レンハイトだった。

　リンツは、北方の商都エーレンベルク近郊の農村で生まれた、孤児だった。

　両親が自分を捨てた理由はわからない。だが、貧しかった故郷の農村では、口減らしのために子供を手にかけたり、奴隷商人に売ることがごくあたりまえにおこなわれていた。

　それを考えれば、リンツをあたたかい毛布にくるみ、都市の門の前に捨ててくれた両親は、まだしも愛情があったほうなのだろう。

　リンツは、都市の同業者組合ギルドの経営する孤児院で五歳になるまで育ち、そして、あの放浪の建築士に拾われた。

　同じ孤児院で育った幼おさな馴な染じみの少女、エリッセ＝イストバラドと共に。

　孤高のマイスターが何を考え、二人の孤児を拾ったのかはわからない。彼は寡か黙もくで、ずっと一緒に旅をしてきたリンツでさえ、その考えを推おしはかることはできなかった。

　だが、リンツにとって、そんなことはどうでもよかった。

　彼の師となったマイスターは、大陸各地の都市を旅しながら、エリッセには生活の知識を、リンツには建築の技術を熱心に教え込んでくれたのだ。

　師として。義父として。そして一人の建築家として。リンツは偉大なマイスターを尊敬していた。いや、ほとんど崇すう拝はいしていたと言ってもいい。

　おとずれた先の都市で、幾人もの建築士や、芸術家と名乗る人物たちを見てきたが、リンツにとって、本物の天才と呼べるのは、マイスター・ストランゼンだけだった。彼の手がけた建築物は、完かん璧ぺきな機能美と崇すう高こうな芸術性にあふれていた。

　――師に近づきたい。一歩でも二歩でも。その背中に追いつきたい。その想おもいを叩たたきつけるように、リンツは日々、鎚つちを振るい、建築士になるための修行を積んできた。

　そのマイスターが、リンツたちの前から姿を消したのは、二年前の冬のことだ。



　――その夜、リンツはエリッセを先に寝かしつけ、いつものように、宿の一室で師の帰りを待っていた。新たに建設する城館の設計について、地元の領主と話し合ってくるということだったが、いまとなってはそれが本当だったのかも疑わしい。

　明け方近くになって、突然、部屋の扉が開かれた。

　まどろみかけていたリンツが、ハッと目を覚ますと、目の前に師が立っていた。

「師匠!?」

「リンツ、起きていたか」

　マイスターは震ふるえる手をリンツの肩にのせ、耳元で囁ささやいた。

「時間がない、一度だけ言う」

「え？」

「エリッセを連れて、いますぐこの街を発たて」

「な、なんで……!?」

　驚いて訊きき返すリンツを無視して、マイスターは続けた。

「――リンツ、エリッセを頼む」

　ただそれだけを告げて、マイスター・ストランゼンは、部屋を出ていった。

　それが、師の残した最後の言葉だった。



　あまりに突然の別れだった。

　理由はいまなお、わからない。

　残されたリンツとエリッセは、彼の手掛かりを求めて、各都市を歩き回った。

　だが、都市の同業者組合ギルドを訪ねても、師につながるような手掛かりは、なにひとつ得ることができなかった。

　そんな旅の途上、かつて師と旧知の間柄であったという技師将校、ヴォーバンの口利きで、このリール要よう塞さいの建設にたずさわるようになったのが、二ヶ月前のことだ。

　リンツは、ゴルトン親方のもとで修行を積みながら、師の失しつ踪そうに関かかわる情報を集めているのだった。

「――ねえ、リンツ、リンツってば！」

（……え？）

　そのとき。突然、目の前の兵舎の窓がバンッと開いた。

「うわっ!?」

「きゃっ、リンツ！」

　驚いて足を滑らせ、足場から転倒しかけたところを、窓から伸びてきた手に掴つかまれる。

「ぐええっ！」

　よりにもよって襟首だった。リンツの顔はみるみるうちに真っ赤になる。

「ど、どうしようっ、だ、誰だれかっ、リンツが落っこちる！」

「エ、エリッセ、手、放して……く、首がっ……絞まって……」

「リンツっ、しっかりして！　か、顔がどんどん青くなってる……！」

「だ、だから……手をっ……」

　パニックに陥おちいり、リンツの襟首をがくんがくん揺さぶる少女。このままでは死ぬ、と直感したリンツは、足場の支柱に足を引っかけ、少女の腕を両手で掴つかんだ。

「あ……！」

　きょとん、として、すぐに指を放す少女。リンツは激しく咳せき込みながら、窓から身を乗り出している彼女の顔を、恨めしげに見つめた。

「……エリッセ、死ぬかと思ったよ。しかも、転落死じゃなくて窒ちつ息そく死しのほうで」

　エリッセ＝イストバラド。

　リンツと同じ孤児院でマイスターに拾われた、ひとつ年下の幼おさな馴な染じみだ。

　淡く透き通った琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。ゆるくウェーヴのかかった蜂はち蜜みつ色いろの髪に、しぼりたてのミルクのような白い肌。小柄な身体からだに質素なデザインの給仕服がよく似合っている。彼女は兵舎の厨ちゆう房ぼうで働いているのだ。

「ご、ごめん、窓を叩たたいても、ぜんぜん気づいてくれなかったから……ひゃっ！」

　彼女は急に顔を赤くして、リンツに掴まれていた腕を、あわてて引っこめた。

「え、ええっと、いまのは不可抗力というか、リンツが落っこちそうになったから、つ、つい手が出ちゃっただけなんだからねっ」

　人差し指をもじもじと突きあわせ、しどろもどろに、よくわからない弁解をする彼女。

「いや、まあ、掴んでくれなかったら落っこちてたから、それは助かったけど」

　エリッセのおかしな言動に首を傾かしげながら、リンツは窓枠に手をついて立ち上がった。

「……で、どうしたんだよ、なにか用か？」

　すると、エリッセはむっと唇をとがらせた。

「お昼……」

「お昼？」

「た、たまには一緒にお昼ごはん、食べようって言ったじゃない！」

　びしっと額ひたいを小こ突づかれ、リンツは、あ……と思い出した。

　……そういえば。昨日、そんな約束をしていたような気がする。

「……悪い、忘れてた」

　リンツが正直に言うと、エリッセはため息まじりに肩を落とした。

「はあっ……だろうと思った。まあいいわ。ほら、感謝しなさいよ。厨房で作ってきてあげたんだから」

　いったん窓の奥に引っ込んだかと思うと、すぐにまた顔を出し、リンツの鼻先にバスケットのかごをずいっと突き出した。

「……っ！」

　香ばしい焼きたてのパンの匂においが鼻び孔こうをくすぐった。胃がきゅっと締しめつけられるような感覚に、空腹感が刺激される。

　リンツが思わず唾つばを呑のみこんだのを見て、エリッセは満足そうにうなずいた。

　ふふん、と腰に手をあて、バスケットのふたを開く。

　最初に目に飛びこんできたのは、うまそうな焦こげ目のついた胡桃くるみ入りのパンだった。新鮮な山や羊ぎのミルクとバターの入ったビン。木き苺いちごの実を煮詰めて作ったジャム。丁寧に殻を剥むいてあるゆで卵に、野菜を巻いたハムがひと切れ。

　簡素ではあるが、見た目に色鮮やかで、とても食欲をそそる内容だった。体力仕事で腹を空すかせていたリンツにはごちそうだ。

　エリッセのことだから、きっと栄養のバランスなんかも考えてあるのだろう。

「……すごい。おいしそうだ！」

「そ、そう？　あ、あまりもので作ったやつだよ？」

　リンツが素直な感想を述べると、エリッセは顔を赤らめて目を逸そらした。

「うおおっ、エリッセちゃんの手作りかよ！」「うらやましい奴やつめ！」「……こ、殺す！」

「……？」

　地の底からうめくような声に、リンツが振り向くと。

　兵舎の下で、ゴルトン親方と仲間の職人たちが地じ団だん駄だを踏んで悔しがっていた。

「ごめんなさーい、みんなのぶんはないのー」

　エリッセがにっこりと笑って窓から手を振ると、男たちは全員、悲嘆の涙に暮れた。



　　　　　　　◇



　見晴らしのよい塁るい壁へきの上に二人並んで座り、リンツはバスケットをひろげた。

　思えば、こうしてエリッセと一緒に昼食をとるのは、ずいぶんひさしぶりだった。

　要よう塞さいの建設も大詰めに差しかかっているいま、各施設の工事に駆け回っていたリンツは、厨ちゆう房ぼうで働いている彼女と満足に会話することもできなかったのだ。

　といって、いざこうしてみると、とくに話すことなどないのだが。

（建築の話なんてしても、興味ないだろうしな……）

　ちら、と横に目をやると、ちょうどパンをほおばっていたエリッセと目が合った。

「ん、どうしたの、リンツ？」

「あ、いや、なんでもないよ……」

　なんとなく意識してしまい、どぎまぎと目を逸そらす。

　……おかしい。五歳の頃ころからずっと、一緒に旅をしてきた幼おさな馴な染じみである。これまで、彼女のことを異性として意識することなんて、なかったはずなのだ。

　でも、こうしてあらためて見ると――

（なんていうか……ずいぶん、綺き麗れいになった……よな）

　パンをくわえたまま、きょとん、と首を傾かしげるしぐさに、不覚にもドキっとしてしまう。

「リンツ」

「ん？」

　目の前に、フォークに突き刺したゆで卵を差し出された。

「えーっと……エリッセ？」

「はい、あーん」

「え？　わ、ちょ、ちょっと！」

　リンツががあわててのけぞると、エリッセはお腹なかを抱かかえてくすくすと笑った。

「あはは。冗談だよ。……あれ、リンツってば、顔赤いよ？」

「……う、うるさいなっ」

　憮ぶ然ぜんとした顔で、ふいっと彼女から目を逸らす。















　吹きわたる風は少し肌寒い。厚手の上着をかき抱き、リンツは要よう塞さいの外壁を見わたした。

　リール要塞。その構造の美しさから〈城じよう砦さいの女王〉の異名を持つ稜りよう堡ほ式しき要塞だ。

　上空から見下ろせば、その形は五芒星ペンタグラムに見えるはずである。

　石積みの城壁で構築された中世の城砦とは、まったく異なる設計思想。土塁によって築かれた低い防壁は攻城砲の威力を減殺し、五方面に配置された〈稜堡〉と呼ばれる小砦は、攻め手側の軍に対して効率的に砲火を浴びせることができる。

　完成すれば、大陸で最も堅けん牢ろうな要塞になるだろうと謳うたわれていた。

（……とはいえ、あっちは完成を待ってはくれないだろうけどな）

　リンツは額ひたいに手をかざして、はるか遠い方角を見つめた。

　堀に囲われた塁るい壁へきのその向こう――平原の彼方かなたの丘きゆう陵りように〈諸侯同盟〉の軍が陣地を構築しているのが見える。

　建設中の城や要塞などは、格好の攻撃目標だ。事実、ほんの数日前まで、諸侯同盟軍とリールの守備兵とのあいだで、大規模な戦いが何度かあった。さっき、リンツが修復作業をしていた兵舎の破損は、そのときに撃ち込まれた投石機カタパルトの石弾によるものだ。

　ここ数日は、石弾が飛んでくることもないが、丘陵の上の本陣には数多くの攻城兵器が運び込まれ、工兵部隊の掘る塹ざん壕ごうは、日に日に規模を大きくしている。

　いずれ近いうちに、大規模な総攻撃があるのは明白だった。

「――諸侯同盟は、デルラント周辺の都市で傭よう兵へい団だんをかき集めているようだ」

　突然、背後から声をかけられた。

　威厳のあるその声に、二人が同時に振り向くと、将校服を着た長身の男が立っていた。

　歳としは五十代半なかばほど。精せい悍かんに切り揃そろえた黒髪に、口元にたくわえた短い髭ひげ。

　眼光鋭い、鷹たかのような灰色の眼め。

　威風堂々とした体たい躯くの偉い丈じよう夫ふであった。

「マ、マイスター・ヴォーバン……！」

　リンツの口から驚きの声が洩もれた。

　城砦建築の王と謳われた天才技師にして、リール要塞の現総監。

　セバスティアン・ル・プレストル・ド・ヴォーバン元帥が、そこにいた。

「失礼、二人の時間を邪魔してしまったかね？」

「……い、いえ、そんな！」「む、むぐぐ……！」

　リンツとエリッセは同時に声を上げ、あわてて立ち上がった。エリッセはパンを喉のどにつまらせたのか苦しそうに咳せき込んでいる。

　マイスター・ヴォーバンは苦笑しながら、こっちへ歩いてきた。

　リンツの師、マイスター・ストランゼンと旧知の間柄であったというヴォーバンは、二ヶ月前、失しつ踪そうした師の行方ゆくえを尋たずねてきたリンツたちに宿舎をあてがい、要塞での仕事を斡あつ旋せんしてくれた。そればかりか、二人が滞在しているあいだ、軍のつてを使って師を捜してくれると約束してくれたのだ。

　リンツにとっては恩人であり、また、師に次いで尊敬する偉大な建築士でもあった。

　ヴォーバンは二人の横に立つと、腕組みして、平原の彼方かなたを鋭く見つめた。

「マイスター、現場の視察ですか？」

「いや、諸侯同盟の動きを見にきた。本日付で、本国から新総監が着任されるからな」

「……新総監？　知りませんでした」

「ああ、君はそういったことにはまったく興味がないからな」

　ヴォーバンは肩をすくめて苦笑した。

「デルラント王国、ロンディニア群島国、北方商都連盟――我が国の周囲は敵だらけだ。北部防衛の要かなめであるリールを、いつまでも、私のような一介の建築士ふぜいには任せておけぬということなのだろうよ」

　ヴォーバンは、精せい悍かんに切り揃そろえた顎あご髭ひげを撫なでながら、自じ嘲ちよう気味に言った。

　ここ数年のあいだに、急速な領土拡張を続けてきたフランキスカ王国は、周辺諸国の反発を招いていた。そして半年前、大陸南部のイベリア王国を併合したことが発端となって、ついに、反フランキスカ王国を掲かかげる〈諸侯同盟〉との戦争が勃ぼつ発ぱつしたのだ。

「総攻撃の準備、でしょうか？」

「ああ。おそらく、そう遠くないうちにな。諸侯同盟には、この要よう塞さいを長期にわたって包囲するだけの補給路はないようだ。それに、戦いくさが長引けば、もともと強固とはいえない同盟にもほころびが見えてくるだろう。あるいは――」

　と、ヴォーバンはそこで言葉を切った。

　灰色の眼めで、リンツと、そしてエリッセをじっと見つめ――

「要塞に〈城姫ベルクフリート〉が宿るのを恐れているのかもしれんな」

「……〈城姫ベルクフリート〉？」

　リンツは首を傾かしげ、ヴォーバンを見上げた。



〈城姫ベルクフリート〉――それは崇すう高こうな建造物にのみ宿るという精霊。



　芸術的な〈美〉とも、宗教的な〈神聖〉とも違う――

〈崇高〉という概念を体現した建造物にのみ、それは宿ると言われている。

〈城しろ姫ひめ〉の加護を得た城じよ砦うさいは難攻不落。千の兵を薙なぎ払い、万の軍を打ち倒す。

　――と、なかば伝説のように語られている存在だった。

「……あの、〈城姫〉は、悠久の刻ときを経へてきた、歴史ある建造物にしか宿らないと聞きます。マイスター・ヴォーバンは、この要塞に〈城姫〉が宿ると？」

「ああ。たしかに、このリール要よう塞さいに〈城しろ姫ひめ〉が宿る可能性は低いだろう。だが、絶無というわけではない。もし、要塞に〈城姫〉が宿れば、あの程度の軍など簡単に退しりぞけることができる」

　ヴォーバンの口調は真剣だった。その表情を見て、まさか彼は本気で、そんなおとぎ話めいたものをあてにしているのだろうか――と、リンツは不安になった。

　そんな思いが顔に出ていたのか、ヴォーバンは肩をすくめて苦笑した。

「貧しい孤児だった私が建築士を目指したきっかけは、幼少の頃ころに、旅の吟遊詩人ミンネジンガーから〈城姫〉の伝承を聞いたからでね。崇すう高こうなる建造物の精神を体現した精霊――いつの日か、〈城姫〉を宿すような建造物を造り上げることが、私の生涯の願望だった」

「マイスター・ヴォーバンがロマンチストだとは知りませんでした」

「リンツ＝レンハイト、君はだんだん遠慮がなくなってきたな」

「す、すみません！」

　リンツはあわてて謝った。いくら師の旧友で、気さくに話しかけてくれるとはいえ、彼はリール要塞の総監なのだ。軽い口を利きすぎた、と反省する。

　だが、ヴォーバンの口元には、穏おだやかな微笑が浮かんでいた。

「あるいは、噂うわさに聞く〈放浪の城姫〉とやらを迎え入れることができれば、な」

「放浪の城姫？」

　リンツは訊きき返した。初めて聞く言葉だった。

　だが、その言葉を耳にした瞬間。なぜか、右手の〈刻印〉がちくりと疼うずいた。

「ああ。最近のことだ。〈城〉に宿らず、大陸中をさまよい歩く〈城姫〉がいると――そういう噂を聞いたことがある」

　ヴォーバンは、ひとりごちるような調子で続けた。

「〈城姫〉とは本来、〈城〉に宿る存も在の。それがその真の力を発揮するのは、〈城〉と一体化し、その機能を十全に使役できるときに限られる。〈放浪の城姫〉が何故、宿るべき〈城〉を捨て、大陸を放浪するようになったのか、それはわからん。だが、彼女が新たに宿るべき〈城〉を求めているというのならば、ぜひとも、この要塞に迎え入れたいものだ」

「あの……」

　と、パンを飲み下したエリッセが、遠慮がちに声を出した。

「なにかね、エリッセ＝イストバラド？」

　ヴォーバンは灰色の眼めでエリッセを見つめた。

「〈城姫〉っていうのは、いったい、どんな姿をしているんですか。絵画とかで、見たことはあるんですけど……ええっと、翼の生えた乙女とか、恐ろしい怪物みたいに描えがかれているものもあったし」

「さて、どうなのだろうな。私も実体化した〈城姫〉の姿を見たことはないので、なんとも言えないが。しかし、噂うわさによれば〈放浪の城しろ姫ひめ〉は、白銀の甲かつ冑ちゆうに身を包んだたいそう美しい姫君だそうだ。噂どおりならば、ぜひ、拝はい謁えつしてみたいものだな」

「甲冑のお姫様……か」

　リンツは想像する。白銀に輝く剣を手にした、気高く、崇すう高こうな戦姫の姿を。

　あるいは、それは昔、どこかの画廊で見かけた〈城姫〉とはまったく関係のない絵画か何かだったかもしれないが。

　なるほど、自分も建設にたずさわったこの要よう塞さいに〈城姫〉が宿るかもしれないというのは、建築士のはしくれとして、たしかに心躍る想像だった。

「ふーん。リンツってば、そういうお姫様っぽい子が好みなんだ」

　エリッセが、あからさまに不機嫌そうに唇をとがらせた。

　なぜか、リンツの足をぎゅーっと踏んでいる。

「いや、べつにそういうわけじゃ……」

　リンツがあわてて首を振った、そのときだった。

　ふいに、激しく鐘を打ち鳴らす音がした。

「ふむ、ずいぶん早かったな」

　ヴォーバンが顎あご髭ひげを撫なでてつぶやいた。

「なんですか？」

「総監殿が到着されたようだ。出迎える。君たちもついてきたまえ」

　ヴォーバンは、軍人らしいきびきびした動作で振り返ると、軍ぐん靴かの音を響かせながら階段を下りていく。

「ああ、それから――」

　と、急に彼は振り向いて、つけくわえた。

「総監殿は、要塞の建設に貢献した技師長らのために、ささやかな祝宴を設けてくださるそうだ。リンツ＝レンハイト、君も招かれている」

「僕がですか？」

　意外そうに首を傾かしげ、リンツは訊きき返した。

　リンツの身分は建築士の〈徒と弟てい〉である。そのような場に招かれる立場ではないはずだ。

「どうも君は自己評価が低すぎるようだな。かのマイスター・ストランゼンのただ一人の徒弟を名乗るからには、もっと自信を持ちたまえ」

「……はい」

　リンツは気まずい思いでうなずいた。

　マイスター・ストランゼンの徒弟。そう呼ばれることは、誇らしくもあるが、同時に、ひどく重荷でもあった。

（……なんで師匠が弟子にしてくれたのか、僕にだってわからないっていうのに）

　わずかに表情をこわばらせたリンツの肩を、エリッセがぽん、と叩たたいた。

「マイスター・ヴォーバンの言うとおりよ。リンツはいつか、大陸で一番すごい建築士になるんだから。うん、私が保証する」

　澄すんだ琥こ珀はく色いろの瞳ひとみで、リンツの目をまっすぐに見つめながら、言ってくる。

「う、うん……」

　リンツは顔をかすかに赤くして、どぎまぎと目を逸そらした。



　　　　　　　◇



　ヴォーバンについて歩いていくと――要よう塞さいの大広間に着いた。

　新総監を出迎えるため、将校や技師たちが一堂に集まっている。

　天井に設けられた採光用の窓は小さく、数も少ない。大広間は昼間でも薄暗かった。

　壁に沿って並ぶランプの明かりが、居並ぶ者たちの影を不気味に揺らしている。

　リンツとエリッセは、自分たちがなぜここに連れてこられたのか、よくわからないまま、列の背後に隠れるように立っていた。

「……お、リンツ？　おまえ、なんでこんなとこにいるんだ？」

　ふいに背後から声をかけられた。

　振り返ると、ちょっと小太りの禿とく頭とうの男がそこにいた。

　ゴルトン親方だった。

「えっと、マイスター・ヴォーバンが、ついてくるようにって」

「ふーん、そうか。まあ、マイスター・ストランゼンの徒と弟ていともなれば、特別扱いだな」

「……やめてくださいよ」

　リンツはうんざりした声で、ため息をつく。

「しかし、気に入らねえな」

　と、ゴルトンが舌打ちした。

「なにがですか？」

「本国の連中さ。新総監を派遣するくらいなら、援軍をよこせってんだ」

　フランキスカ王国は、併合したばかりのイベリア王国での叛はん乱らんに手を焼き、北部辺境領にまで兵を回す余裕はない。それはわかっていたが、居並ぶ将校たちも気持ちは同じようで、この技師の暴言をあえて注意する者はいなかった。

「――静かにしたまえ。総監閣下が来られる」

　ヴォーバンが低い声で言った。

　赤い絨じゆう毯たんに沿って整列した将校たちが、いっせいに大扉のほうを見た。

　重々しい、軋きしむような音をたてて、扉が開かれた。

　日の光が射さし込み、数人の衛兵を連れた人物があらわれた。

「……っ！」

　その瞬間。かすかなざわめきがわき起こった。

　硬質な鉄靴の足音が、赤い絨じゆう毯たんを叩たたいた。

　紺色のサーコートを羽は織おった長身の男。

　血のように赤い外がい套とう。肩口まで伸ばした金きん紗しやの髪。

　いや、それはとりたてて目を引くものではない。

　その場にいる者たちの視線は、ただ一点。

　――男の首から上に集まっていた。

（なんだ……あれは……？）

　リンツは息を呑のんだ。

　男は、顔全体を覆おおう、不気味な鉄仮面を装着していたのだ。

「諸君、静せい粛しゆくに！」

　ヴォーバンが一喝すると、広間はしんと静まりかえった。

　彼は胸に手をあて、鉄仮面の前で、深く一礼した。

「お待ちしていました、鉄仮面卿。これほど早くお着きになるとは」

「なに、たいしたことではありません」

　鉄仮面卿きよう――そう呼ばれた長身の男は、鷹おう揚ように手を振り、低い声で嗤った。

　仮面の奥から響くその声は、ひどくしわがれていた。といって、老人の声というわけではない。まるで焼けただれた喉のどから絞り出しているような声だった。

「私の玩具がようやく完成すると聞いて、いても立ってもいられなくてね」

「玩具だと？」

　リンツの頭上で、うめくような声が聞こえた。

　顔を上げると、ゴルトン親方が、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで鉄仮面の男を睨にらみつけていた。

　ゴルトン親方は軍に属する技術将校ではない。金で雇われた技師集団の長おさだ。雇い主とはいえ、必要以上に権力者を畏おそれるようなことはなかった。

　リール要よう塞さいの建設作業には、ゴルトンの技師団からも死傷者が出ている。塁るい壁へきの工事中に敵軍の石弾に当たって死んだのは、彼の徒と弟ていでもあった甥おいだった。

　それを玩具などと言われては、反感を覚えるのも当然だった。

　ゴルトンのつぶやきは、静まりかえったホールによく響いた。

　鉄仮面が、ゆっくりと、こちらを振り向いた。

　ゴルトンの背後にいたリンツとエリッセは、思わず身を硬くする。

「ああ、失礼、気を悪くしましたか？　私はこういう玩具には目がなくてね」

　鉄仮面卿が、硬質な鉄靴の足音を鳴らしながら、歩いてきた。

　ゴルトンの目の前で足を止め、なにか面白がるように嗤わらった。

　地の底から響くようなその声に、さしものゴルトンも、うっと口をつぐんだ。

　リンツは思わず息を呑のむ。エリッセをかばうように前に出た。

「――ほう？」

　と。鉄仮面の隙すき間まから、わずかに覗のぞく蒼あおい眼めが、リンツの姿をとらえた。

（……え？）

　目が合った――その瞬間。

　肌の粟あわ立だつような感覚が全身を駆け抜けた。

　絡みつく蛇のような視線。

　思わず、身を引こうとした、そのとき。

「……っ！」

　腕に走った激痛に顔をしかめ、リンツは小さく悲鳴を上げた。

　骨が砕けそうなほどの力で、右腕を掴つかまれていた。

　白い手袋をはめた総監の指が、リンツの手に刻きざまれた〈刻印〉をそっと撫なであげる。

　そのあまりにおぞましい感触に、全身の毛が逆立った。

「この刻印……そうか貴方あなたですか。かの〈偉大な親方グランド・マイスター〉のただ一人の徒と弟ていというのは」

（な、なんだ……なんで、僕や師匠のことを知っている!?）

　ギリギリと絞られるような激痛に耐えながら、リンツは胸中でうめいた。

　周囲がざわざわとざわめきだした。

　鉄仮面卿きようは愉快そうに嗤い、リンツの手をぱっと放した。

「くっ……！」

　鈍にぶい痛みに顔をしかめながら、リンツはあとずさる。

　つかまれていた腕が、指の形に、どす黒い痣あざになっていた。

「――さて」

　鉄仮面卿は顔を上げた。

　舌なめずりするように周囲を睨ねめ回しながら、言った。

「重要なのはお姫様のほうです。かのマイスターの遺産は、もう一人いるはずですが――」

（師匠の遺産？　いったい、なんのことだ……）

　痛む腕を押さえながら、リンツはいぶかしむ。

　鉄仮面卿は、数秒ほど、視線をさまよわせ――

　そして。リンツの背後に立つ、給仕服姿の少女に目を向けた。



　――見つけた。



　歓喜に満ちた声が聞こえた。

（……エリッセ!?）

　背筋に悪お寒かんが走った。さっきとは比べものにならないほどの。

　何故かは、わからない。

　だが、何故か――この男には。

　この男にだけは見つかってはならない。

　そんな予感めいた感覚が、脳のう裏りを駆け抜けたのだ。

　だが、もう遅かった。彼女は見つかってしまった。

　鉄仮面卿きようは、リンツの身体からだをぞんざいに押しのけると、エリッセの前に立った。

　そして。

「お会いできて光栄です――我が姫君」

　彼は信じられない行動をとった。

　厨ちゆう房ぼうで働く下働きにすぎない少女の前で、腰をかがめ、丁重な臣下の礼をとったのだ。

　居並ぶ将校たちがざわめいた。リンツも驚きに目を見開く。

「あ、あの、えっと……」

　エリッセは、唇を小こ刻きざみに震ふるわせて立ち尽くす。

「今こ宵よいは記念すべき日です。このリール要よう塞さいに、麗うるわしき姫君を迎えられるのですから」

　鉄仮面卿は優雅な所作で立ち上がると、さも愉快そうに嗤わらった。

「ヴォーバン卿、今宵の祝宴の準備は整っていますね？」

「は、閣下のために特別な葡ぶ萄どう酒しゆを用意しております」

　ヴォーバンは胸に手をあて神妙にうなずいた。

　その鷹たかのような灰色の眼めに、一瞬、ほの暗い光が灯ともった。

「特別な葡萄酒ですか。ハ、ハ、それはいい。楽しみにしていますよ」

　鉄仮面卿は赤い外がい套とうをひるがえすと、大広間の奥の扉へと歩いていった。

　硬質な鉄靴の音が、伽が藍らんの大広間に鳴り響く。

　ふと気づくと。エリッセがおびえた表情で、リンツの服の袖そでをぎゅっと掴つかんでいた。



　　　　　　　◇



（なんだろう……なにか、よくない胸騒ぎがする……）

　夕刻。その日の建設作業が終わり、要塞内の宿舎へ戻ったリンツは、硬い木のベッドに寝転び、疼うずきのとまらない〈刻印〉を睨にらんでいた。

　部屋は手狭だが、いちおうは個室だ。職人たちの宿舎が、要塞の外にあるリール市街に用意されているのに対し、リンツが施設の部屋をあたえられているのは、ひとえにマイスター・ヴォーバンの厚意によるものだった。

　昼間の作業でこわばった筋肉をほぐしながら、リンツは目をつむる。

　まぶたの裏に、あの男の姿が焼きついていた。

　リール要よう塞さいの新総監。蛇のような眼めをした、鉄仮面の男。

（顔に火傷やけどの痕あとでもあって、それを隠すため……なんだろうか？）

　あんな鉄仮面を装着する理由など、それくらいしか考えられないけれど――

　コンコン、と部屋のドアを叩たたく音がした。

「リンツ、いる？」

「エリッセ？」

　リンツはあわててベッドから起き上がった。

　ドアを開けると、私服姿に着替えたエリッセが立っていた。

「エリッセ、どうしたんだ？　厨ちゆう房ぼうの仕事は？」

「うん、今日は特別な祝宴があるから、いつもとはべつの仕事があるらしいの。だから、いまはいいって」

「ああ、そうなんだ。……あ、入りなよ」

「うん」

　エリッセを部屋の中に招くと、彼女は「ここ、座るよ？」と断ってから、ベッドの端に腰かけた。狭いし椅い子すなどもないので、リンツもわずかに距離をとって隣に座る。

　ギッ――ベッドの軋きしむ音。やわらかな彼女の髪先が手に触れて、思わずドキリとした。

「えっと、めずらしいよな。エリッセが部屋に来るのって」

「うん、ここに来てから、時間が合うことって、あんまりなかったもんね」

　細い指先を頬ほおに添え、エリッセはこくりとうなずいた。

　そんな彼女の横顔から、リンツはあいまいに視線を逸そらす。

　なぜだろう……同じ部屋にいるというだけで、このひとつ年下の幼おさな馴な染じみのことを妙に意識してしまうのは。

（……おかしいな。師匠と三人で旅をしていた頃ころは、こんなことなかったのに）

　少し疎遠になっているうちに、エリッセは、急に大人おとなびてきたような気がする。

　いつも一緒に過ごしてきた幼馴染みも、もう子供ではない、ということなんだろうか。

　エリッセは、指先でシーツのしわをのばしながら、小声でつぶやいた。

「あの鉄仮面の人……恐こわい。なんだか、とてもいやな感じがした」

　よほど恐ろしかったのだろう。エリッセの肩は小こ刻きざみに震ふるえていた。

　このお人ひと好よしな幼馴染みが、見かけや印象だけで人を判断することなど、まずないといっていい。リンツはそれを知っていた。あの鉄仮面の男は、数少ない例外なのだ。

　リンツは無言でうなずいた。

　さっきから疼うずきのとまらない右手をそっと、かかげてみせる。

　建築士の親方マイスターが、その徒と弟ていに刻きざむ〈刻印〉。

　マイスター・ストランゼンが謎なぞの失しつ踪そうを遂とげる、ほんの数日前に継承したものだった。

　建築士としてまだ未熟すぎるリンツに、師は、なぜ〈刻印〉を授さずけたのか。

　あのときは、嬉うれしさのあまり、そんな疑問さえ抱かなかったが。

「あの鉄仮面の男は、この〈刻印〉のことを知っていた。僕たちが、マイスター・ストランゼンに拾われた養子だっていうことも」

「それに、私たちのことを、遺産って――」

　言いながら、エリッセはシャツの胸元のボタンをひとつ、はずした。

「エ、エリッセ……!?」

　わずかに膨らんだ胸の谷間が目に入る。

　リンツは顔を赤くして、あわてて目を逸そらした。

「……この痣あざのことも、なにか知っているのかもしれない」

　幼い頃ころは、一緒に風ふ呂ろに入っていたこともある間柄だ。

　そこに何があるか、リンツは知っていた。

　彼女の胸元――鎖骨のちょうど左側に、火傷やけどの痕あとのような紋もん様ようがあった。



　――二重の五芒星ペンタグラム。



　リンツの〈刻印〉のように、建築士の証あかしとして刻まれたものではない。

　孤児院に引き取られる前。おそらくは、彼女が生まれたときから、それはあったという。

　孤児院の院長は、それを〈選ばれた者の証印〉と呼び、師はただ〈印〉と呼んだ。

　しかし、それが何を意味するのか、師は教えてはくれなかった。

　わずかに視線を逸らしたまま、リンツはうなずいた。

「師匠の知り合いなのか、それかあいつも〈石の兄弟団〉のメンバーなのかもしれない」

　石の兄弟団。

　マイスター・ストランゼンの所属していた建築士ギルドの一派だ。

　数ある職人ギルドの中でも、最も歴史の旧ふるい組織のひとつであり、その活動はギルドの枠を超えて多た岐きにわたっている。大陸の各都市に支部を置き、病院、銀行、救貧院、孤児院の経営、変わったところでは遺跡調査団なども組織している。二人が育ったのも〈石の兄弟団〉の経営する孤児院だった。

　――その一方で、組織の実体は謎に包まれてもいる。

　もっとも、同業者組合ギルドというものは、多かれ少なかれ、秘密結社的な性格を持つものだから、〈石の兄弟団〉がとりたてて秘密主義であるということはないのだろう。

　旅の途中、リンツは、師が〈石の兄弟団〉のメンバーと接触している姿を何度も見た。

　師が、ギルドの中でかなり高位の立場にいることは、そのときの様子で知れた。

　だが、それについてリンツが訊たずねても、師は何も教えてはくれなかった。

　語るべきことは語るべきときに語る――それが師の口癖だった。必要でないときに必要でないことを知ることは、無意味なばかりでなく有害ですらある、と。

　そんな師の口癖を思い出し、リンツは首を振った。

（……そうだな、考えてもしかたない、か。あの鉄仮面のことなんて）

　顔を上げると、エリッセと目が合った。彼女も同じことを考えていたらしい。わずかに顔を赤らめながら、胸元のボタンをかけなおすと、唐突に話題を変えてきた。

「あのさ、リンツはこの要よう塞さいが完成したら、どうするつもりなの？」

「ああ。これ以上、マイスター・ヴォーバンの世話になるわけにもいかないし、また、師匠を捜す旅に出るよ」

「えっと……じゃあ、また二人旅だね」

　エリッセが、かすかに顔をほころばせた。

　やわらかな蜂はち蜜みつ色いろの髪が、ベッドの上でふわりと舞う。

「……っ！」

　彼女の浮かべた魅力的な微笑に、リンツの胸はドキドキと高鳴った。















（……って、さっきからなんで緊張してるんだ僕は！　だって、だってエリッセだぞ！）

　エリッセが聞いたら、たぶん顔を真っ赤にして怒りそうなことを、胸中で叫ぶ。

　見慣れているはずの幼おさな馴な染じみが、ハッとするほど綺き麗れいに見えるのは、きっと小窓から射さし込む夕ゆう陽ひのせいだ。そうに決まってる。

「でも、リンツ――」

　と、こんどは少し憂うれいを含んだ表情になって、彼女は訊きいてきた。

「リンツは、お義と父う様さまを捜し出して……そしたら、どうするの？」

「……？」

　とっさに質問の意図をつかみかねた。

「どうするって……？　僕は、師匠に学ばなきゃならないことが、まだまだ、たくさんある。師匠のような偉大な建築家になるために、また教えを請いたいんだ」

　理由も告げずに、突然、姿を消した師匠。

　そのことへの怒りやとまどいは、もちろん、ないわけではない。

　それでも、マイスター・ストランゼンは、リンツにとって、たった一人の師匠だった。

　いつかその背中に届きたい。彼の隣に立ってその歴史に遺のこる仕事を手伝いたい。

　それが、建築士リンツ＝レンハイトの永遠の目標だった。

「……やっぱり、ね」

　それを聞いたエリッセは、小さくため息をついて、つぶやいた。

「リンツは、いつもお義父様の背中ばかり見てる」

「え？」

　非難するような彼女の口調に、リンツはとまどった。

　……それは、なにかいけないことなんだろうか？

「あ、あたりまえだろ。僕は師匠のことを尊敬してる。だから――」

「リンツはどうなの？」

　エリッセが強い口調でさえぎった。

　澄すんだ琥こ珀はく色いろの瞳ひとみで、リンツの目をまっすぐに覗のぞき込む。

「リンツの創りたいものはないの？」

「僕の、創つくりたいもの……？」

　リンツは、つぶやくように訊き返した。

　そんなことを訊かれたのは初めてだった。

　もちろん、まったく考えたことがない、というわけではない。

　だが、そんなことを考えてどうする――という思いがあった。

　目指すべき、完全にして完かん璧ぺきな目標がいるというのに。

「べつに、お説教とかそんなんじゃないよ。ただ、なんていうか、もったいないと思うんだ。だって、リンツはさ、私とちがっていろんなものを創つくることができるじゃない。それなのに、いつもお義と父う様さまの模も倣ほうをすることばかり考えてる」

「それは……」

　いまの未熟な技を上達させるには、師の作品を模倣することが、一番の近道だと思っているからだ。それについて彼女にとやかく言われる筋合いはない、と思う。

　けれど、エリッセの言葉に、胸に突き刺さるものがあるのも事実だった。

　創りたい作品がない――打ち立てるべき理想がない、というのは、建築士として恥ずべきことなのかもしれない、とも思う。

　エリッセはリンツの顔をじっと見つめている。非難するような目ではない。

　ただ、真剣に考えて答えなければならないと思った。

（僕自身が創りたいもの……か）

　リンツはしばらく考え込んだ。

　すると。唐突に、脳のう裏りにひらめいたものがあった。

　リンツはそれを口にした。

「……城だ」

「お城？」

　エリッセがきょとんとして訊きき返した。

「うん。静かな森の中に、壮そう麗れいにそびえ立つ、白はく亜あの城」

　軍事施設としての機能ではなく、ただ純粋に――芸術としての美を追求した、幻想の城。

　そういう城を建てたいと、思った。

「えっと、どう……かな？」

　おとぎの城なんて子供っぽい――そうからかわれるかと思ったが。

「ふーん、なかなか素敵じゃない」

　意外にも、エリッセは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「じゃあ、私の夢も決まった」

「え？」

　エリッセは、ひょい、とベッドから跳ねるように降りると、腰に手をあて、リンツをびしっと指差した。

「私、リンツの建てたそのお城のお姫様になる！」

「……は？」

　あっけにとられているリンツをよそに、彼女はドアのほうへ歩いていく。

　途中、髪をひるがえして振り返ると、

「――いい？　約束だよ。いつか、リンツの建てたお城を私に見せてね。そしたら、私がお姫様になってあげるから」

「……う、うん」

　――誰の？　という疑問が脳のう裏りに浮かんだが、リンツはあわててうなずいた。

　エリッセは、もう一度、穏おだやかな笑みを浮かべ、リンツに背を向けた。

　部屋のドアが静かに閉められた。

　――それが、リンツがエリッセを見た最後になった。



　　　　　　　◇



　祝宴は、いつもの大食堂とは違う、広大な地下の礼拝堂で開かれた。

　実用一辺倒の軍事施設とはいえ、神に祈るための礼拝堂だけは欠かせない。それは中世の城じよう砦さい建築からの伝統だった。

　礼拝堂の中央には、端から端まで、三十人ほどは座れそうな長大なテーブルが置かれ、清潔な白いテーブルクロスが敷しかれている。壁に吊つるされた獣じゆう脂しのランプ、テーブルの上の燭しよく台だいには火が灯ともり、並んだ料理を薄明かりで照らしていた。

　塩漬けのニシン、タラ、インゲン豆とカブのシチュー、ヤツメウナギのパイ、アーモンド・ミルクの甘いプディング、香辛料をたっぷりきかせた鹿しかの炙あぶり肉、蜂はち蜜みつとショウガを混ぜたワイン。並べられた料理は、貴族の食卓とまでは言わないにしても、たいそうなごちそうだった。

　宴うたげに招かれたのは九人。要よう塞さいの基礎部分を設計した技師たちだ。やはり年配の者が多い。

　それにしても――と、リンツはあたりを見回した。

（なんだろう、この違和感は……）

　薄暗い礼拝堂の席に着き、リンツはなんともいえない居い心ごこ地ちの悪さを感じていた。

　ちら、と入り口のほうに目をやると、総監の直属の部下であるらしい、顔を白い仮面で覆おおった衛兵が二人、影のように立っている。

　祝宴の主催者であるはずの鉄仮面卿きようや、ヴォーバンの姿は見あたらない。

「どうしたリンツ、食わないのか？　せっかくのごちそうだぜ」

　リンツの隣に座るゴルトン親方が、葡ぶ萄どう酒しゆのグラスを片手に上機嫌で言ってきた。すでに顔はかなり赤い。剛胆な彼は、この状況を何もおかしいと思っていないようだった。

　適当に相あい槌づちを打ちながら、リンツはフォークの先でパイを口に押し込んだ。

　扉の前に立つ、白い仮面の衛兵たちの見つめる中、礼拝堂には、カチャカチャと食器のこすれる音だけが、やけによく響いていた。

　ゴルトンのほかには、大声で喋しやべる者は誰だれもいなかった。たがいに目を交わし、ぼそぼそと小声でつぶやく程度だ。みな、この宴の異様さにとまどっているのだが、総監に招かれた宴を勝手に退席するわけにもいかない。

　と。そんな重苦しい雰ふん囲い気きに、ついに堪たえかねたのか、技師の一人がおもむろに立ち上がり、扉のほうへ歩いていった。

「どこへ行く？」

　白い仮面の衛兵が、陰いん鬱うつな声を上げた。

「……あ、あのう、用を足しに」

　年老いたその技師は引きつった声で言った。

「もうすぐ総監が来られる。それまで我慢しろ」

　衛兵にさえぎられた技師は、しかたなく食卓に戻ってきた。

　その様子を見たリンツの胸に、言いようもない不安がざわめいた。

　なにか、おかしい。だって、これはまるで――

（まるで、僕たちを閉じ込めようとしているような――）

　そのとき。

「諸君、お待たせしました。ようやくこちらの準備が整いました」

「……っ!?」

　礼拝堂の入り口に、全員の視線が向いた。

　重い鉄の扉が軋きしんだ音をたてて開き、鉄仮面卿きようが姿をあらわした。

　その背後には、腰に軍刀を提さげたマイスター・ヴォーバンが付き従っている。

　いつもリンツに見せているような温厚な表情ではない、冷徹な軍人の顔。鷹たかのような灰色の眼めが鋭い光を放ち、食卓についた技師たちをじろりと見回した。

　それから。白い仮面の衛兵たちが、要よう塞さいの大砲を移動させるための運搬車を運んできた。

　だが、そこに載せられているのは、大砲ではない。



　黒い棺だった。



　なんの装飾もない、つややかな光こう沢たくのある棺ひつぎ。

　その棺が、衛兵たちによって礼拝堂に運び込まれると、鉄の扉は厳おごそかに閉められた。

　しん、と耳の鳴るような静せい寂じやくがおとずれる。

　食卓についた一同は、ただ唖あ然ぜんとしていた。

（……なんだ、あの棺は？　それに準備って？）

　奇術かなにか、披ひ露ろうするつもりなのだろうか。

　リンツがいぶかしげに見つめていると、鉄仮面卿は愉快そうに両手を広げた。

「要塞完成のために貢献してくれた諸君、最後の晩餐は楽しめましたか？」

（え……？）

　その言葉に違和感を覚え、リンツは眉まゆをひそめた。

　……最後の晩ばん餐さん？

「ふん、なかなか上等の葡ぶ萄どう酒しゆですな。気前のいい総監殿に乾杯だ」

　酔っぱらったゴルトンが皮肉げに杯さかずきを掲かかげるが、誰だれも唱和しなかった。

　鉄仮面卿きようは低く嗤わらった。ゾッとするような声で。

「――さて、そんな諸君には、もうひとつ、為なしていただきたい仕事があります」

「……？」

　言葉の意味がわからずに、技師たちはたがいに顔を見合わせた。

「なに、それほど手間はかかりませんよ。貴方あなたがたの最後の仕事をもって、今こ宵よい、このリール要塞は完成するのです」

　鉄仮面卿は、硬質な鉄靴の足音をたてながら、食卓のほうへ歩いてきた。

「はん、仕事ってのはなんですかね。残念ながら、俺おれたちゃ宮廷道化師じゃありません。宴席で披ひ露ろうする芸なんざもっていませんぜ」

　ゴルトンが葡萄酒の杯をあおりながら、不ふ遜そんな態度で彼を見上げた。

　粗野ではあるが聡そう明めいなこの技師も、酔いの回った頭では、気づくことができなかった。

　白い手袋に覆おおわれた鉄仮面卿の手が、腰に差した軍刀の柄つかを握っていたことに。

「なに、気にすることはありません。貴方はこれから素晴らしい舞ぶ踏とうを見せてくれます」

「あ？」

「――舞え」

　刹せつ那な。銀ぎん閃せんがひらめいた。

　赤い血ち飛沫しぶきが散った。

　首から切り離されたゴルトンの頭が、シチュー壺つぼの中に、ごろんと転がった。



　――それが、地獄のはじまりを告げる合図だった。



「……なっ!?」

　最初に悲鳴を上げたのは、ゴルトンの真向かいに座っていた技師だった。

　あるいは彼は一番最初に状況を把握した者だったかもしれない。だが、それにたいした意味はなかった。ゴルトンの首から噴水のように噴きだした血を浴びて、パニックに陥おちいり椅い子すから転げ落ちたところを、背後に立っていた男に斬きり殺されたのだ。

　技師を斬ったのは、マイスター・ヴォーバンだった。

　まるで感情のない、冷徹な眼めで、刀身に付着した血をぴっと振り払う。

　ほとばしる血飛沫が、礼拝堂の床を、壁を、天井を――真っ赤に染め上げた。

「……よい。姫君の誕生を言祝ことほぐ、じつによい悲鳴だ」

　鉄仮面卿が、けたたましい嗤い声を上げながら椅子を蹴け飛とばした。

　首のないゴルトンの死体が、ゆっくりと床に転がった。

　赤く染まる視界。むせ返るような血の臭においが礼拝堂に充満する。

　ここにきて――ようやく、リンツの頭は動き出した。

（な、なんだ……なにが起こっている!?）

　戦せん慄りつの表情を浮かべ、椅い子すから転げ落ちるようにして立ち上がる。

　ほかの技師たちも続いて立ち上がろうとしたが、老齢の技師の中には、腰が抜けてそのまま倒れこんでしまった者もいた。

「そ、総監殿、い、いったい……いったいこれは、どういうことだっ！」

　最も年長の技師、建築士としてはヴォーバンに次つぐ地位にあった老人が大声で叫んだ。

　鉄仮面卿きようは、血にまみれた軍刀を床に突き立て、老人を一いち瞥べつした。

　首のないゴルトンの死体を踏みつけながら、愉快そうに嗤わらう。

「光栄に思いなさい。これは要よう塞さいに姫君を宿らせるための、重要な儀式なのですから」

「な、なにを言って……ぐっ！」

　突然、老人の腹から剣が生えた。

　背後から、ヴォーバンが軍刀で刺し貫つらぬいたのだ。

　耳を塞ふさぎたくなるような絶叫が上がった。どっと前のめりに倒れ、動かなくなったその死体を、ヴォーバンは眉まゆひとつ動かさずに見下ろした。

「マイスター・ヴォーバン……どうして……？」

　リンツはかすれた声でつぶやいた。がちがちと、恐怖で歯の根が噛かみ合わない。

　ヴォーバンが静かに振り向いた。

　鋭い灰色の眼めに射すくめられ、リンツはその場から動けなくなった。

　死体から抜き放った軍刀を手に、彼はゆっくりと、歩いてくる。

「リンツ＝レンハイト、君も建築士なら聞いたことくらいはあるだろう。旧ふるい城じよう砦さいの壁には、城の秘密を知る技師たちの死体が、人ひと柱ばしらとして塗り込められているという伝説を」

「う、うあああああああっ！」

　悲鳴を上げて逃げようとした一人が、血ち溜だまりに足をとられて転倒した。その背中を、ヴォーバンが素早く軍刀で斬きり裂いた。男はルネサンス期の教会建築に深い造ぞう詣けいを持った建築技師だった。あっけなく、死んだ。

「――つまりは、そういうことだ」

（なんだ……なんなんだよっ、こんな……こんなっ！）

　赤い血溜まりの床を、リンツは恐きよう慌こう状態で這はい回った。

　建築士の人柱伝説――そんな逸話を、たしかに聞いたことはあった。

　城砦の基幹設計にたずさわった技師は、城の抜け道や、構造の弱い部分を熟知している。

　だから、城の主あるじは口封じのために、技師たちを全員、生き埋めにした――という逸話だ。

（でも、そんなのは旧ふるい時代の話だっ、技師を皆殺しにするなんて……）

「信じられないという顔をしているな、リンツ＝レンハイト。何も殺さなくても、か？」

　ヴォーバンが、また一人、床に這はいつくばる技師を斬きり殺しながら言った。

「殺さつ戮りくしなくては意味がないのだ。それも凄せい惨さんに、むごたらしくな。リール要よう塞さいの贄にえとなるお前たちには、悲劇トラジエデイを演じてもらわねばならぬ。……おまえには聞こえるか？　棺ひつぎに眠る姫君の啜すすり泣く声が」

「……っ!?」

　リンツは、扉の前に置かれた、あの黒い棺に目をやった。

（姫君……なんのことだ？　それに、あの棺はいったい――）

　黒い棺は、かすかに震しん動どう――いや、鳴めい動どうしているようだった。

　まるで啜り泣くような、慟どう哭こくの悲鳴。

「エリッセ＝イストバラド。五ご芒ぼう星せいの〈証印〉を持つ適性者――この惨劇を供物として、彼女はリール要塞の〈城しろ姫ひめ〉となる」

　めまいがした。ヴォーバンが何を言っているのか、まったくわからなかった。

　何故、そこで彼女の名前が出てくるのか。

（エリッセが〈城姫〉だって……？）

「た、助けてくれっ、い、命だけはっ！」

　技師の一人が血ち溜だまりに膝ひざをついて土下座した。その頭部を、鉄仮面卿きようが嗤わらいながら、鉄靴の踵かかとで踏み砕いた。

「ハ、ハ、せいぜい命いのち乞ごいをして悲鳴を上げなさい。救いなき悲劇トラジエデイこそが〈城姫〉生誕の贄となるのですから」

　両腕を天高く差し伸べ、歓喜に満ちた哄こう笑しようを上げる、鉄仮面卿。

　黒い棺の慟哭は、いよいよ激しく、血に染まった礼拝堂に絶叫のように響きわたる。

「……っ！」

　リンツの右手に、鋭い火傷やけどのような痛みが走った。

　マイスター・ストランゼンの〈刻印〉が、熾おき火びのように赤く燃えていた。

「……ほう。〈刻印〉が共鳴しているか。エリッセ＝イストバラドとの絆きずなだな」

「あ、ああ、あ……」

　片手に軍刀を提さげたヴォーバンが、リンツの前に立っていた。

　信じられないほど冷たい眼めで、リンツを見下ろしている。

　足が完全にすくんでいた。いますぐ悲鳴を上げて逃げ出したかった。

　だが――

（――だめだ！）

　リンツは必死に首を振った。

〈刻印〉からあふれだす熱い血が、まるで彼女の流す涙のように感じられた。

（あの棺ひつぎの中に、エリッセがいるのか……!?）

　――いる。直感でそれを理解する。

　どういうことなのかはわからないが、エリッセは要よう塞さいの人ひと柱ばしらにされようとしているのだ。

（なら、助けなきゃ――）

　ゆっくりと。血ち溜だまりから立ち上がりながら、小こ刻きざみに震ふるえる拳こぶしを握り締しめた。

　恐怖のためではない。怒りに震えているのだと――そう、思い込む。



　――エリッセを頼む。



　あの日。失しつ踪そうした師が最後に語った言葉が、脳のう裏りに強くよみがえる。

　宴うたげに招かれていた技師たちは、すでに全員、皆殺しにされていた。

「……」

　リンツは、床に落ちていた肉切り用のナイフを手に取った。

「そのナイフで、私に立ち向かおうというのか、リンツ＝レンハイト？」

　ヴォーバンの声には、わずかな嘲あざけりの響きが含まれていた。

　勝てるわけがない。そんなことはわかっていた。

　それでも、リンツは震える手で、ナイフの切っ先を目の前の男に向けた。

　建築士として、人間として尊敬していた、信じていたはずの男に。

（刺し違えてでも、エリッセだけは助ける……）

　その誓いを胸に刻み、口の中で、素早く歌を詠えい唱しようした。

　マイスター・ストランゼンから継承した秘ひ奥おうの技。

〈建けん奏そう術じゆつ〉第三の韻律コード――〈強化リインフオース〉。

　手にした建材の強度を飛躍的に高める、〈建奏術〉の中では最も基本的なものだ。

〈刻印〉から放たれた蒼あお白じろい雷らい火かがナイフに宿る。

　ヴォーバンの灰色の眼めに、軽い驚きの色が浮かんだ。

「〈石の兄弟団〉の秘奥――あの男は、そこまで授さずけていたか」

「うあああああっ！」

　皮膚をかするだけで血が噴き出す、最硬の刃やいば――切れ味の強化されたナイフを手に、リンツは床を蹴けって斬きりかかる。ヴォーバンは軽く身をひねって躱かわすと、振り向きざま、リンツの背中に強烈な拳けん打だを叩たたき込んだ。

　その一撃で、小柄なリンツの身体からだは、壁際まで一気に吹き飛ばされた。

　背中をしたたかに打ちつけ、吐と瀉しや物ぶつを吐き、くずおれるように倒れこむ。

　握っていたナイフが、かん高い音をたてて床に転がった。

「かっ……はっ……！」

「君が〈建けん奏そう術じゆつ〉の使い手たる建奏士マイスタージンガーだったことは驚きだ。だが、未熟な徒と弟ていが使ったところで、しょせんは児じ戯ぎにすぎん」

　ヴォーバンは、リンツの髪を乱暴に掴つかみ、顔を上げさせた。

「くっ……」

「さて、エリッセ＝イストバラドと深い〈絆きずな〉を持つ者、リンツ＝レンハイト。君だけは特別だ。あそこに転がっている連中と同じようにはしない」

（……え？）

　告げるヴォーバンの声は、驚くほど穏おだやかだった。

　このとき。リンツは思いもかけず、期待してしまった。

　最も恥ずべき期待を抱いてしまったのだ。

　おまえだけは特別に生かしてやろう――おそらくは、そんな言葉を、無意識のうちにかもしれないが、期待してしまった。

　自分だけは見逃してもらえるのかもしれない――そう、思ってしまったのだ。

　だが。ヴォーバンは眉まゆひとつ動かさずに告げた。

「気の毒だが――姫君の目の前で、とくに念入りに殺させてもらう」

「……っ!?」

　ヴォーバンがゆっくりと、軍刀を振り上げた。

「まずは抵抗できぬように、その右腕を斬きり落とす」

「ハ、ハ、建奏士の少年は、どんなよい声で鳴くのでしょうね」

　棺ひつぎの前に立つ鉄仮面卿きようが、けたたましい声で嗤わらった。

「あ、ああ、ああ……」

「リンツ＝レンハイト、要よう塞さい完成の礎いしずえとなれることを誇りに思うがいい」

　リンツは絶望に目を閉じた。

　無力さに歯は噛がみする。

　死ぬ。――僕はここで死ぬのか。

　結局、師匠との約束も、エリッセとの約束も守ることができなかった。

　目の前で、仲間の技師たちが殺さつ戮りくされていくのを、ただ見ていることしかできなかった。

　いちばん大切な幼おさな馴な染じみの女の子を守ることさえ、できなかった。

　慟どう哭こくするように血を流す〈刻印〉を、震ふるえる指で、強く握り締しめる。

（師匠、助けて、助けてください、師匠――！）



〈――リンツ！〉



　――そのとき。

　彼女の声が、突然、頭の中に鳴り響いた。

（……え？）

　リンツは目を見開いた。軍刀を振り上げ、いままさに、リンツの右肩を斬きり落とそうとしていたヴォーバンが驚きよう愕がくの声を上げた。

「なっ……!?」

　地面が激しく揺れた。礼拝堂の壁に無数の断裂が走り、天井を支えていた支柱が数本、凄すさまじい音をたてて崩ほう落らくした。

「……っ、なにが起こっている!?」

　降りそそぐ瓦が礫れきから身をかばいながら、ヴォーバンが叫んだ。衛兵の一人が巨大な石の支柱に押しつぶされる。

　崩落する礼拝堂の中で、鉄仮面卿きようだけが、狂ったような哄こう笑しようを上げていた。

「ハ、ハ、素晴らしい、じつに素晴らしいですよ、マイスター・ストランゼンの用意した適性者は。いまだ〈城しろ姫ひめ〉として覚かく醒せいせぬうちに、この要よう塞さいと〈同調〉するとは！」

　激しく鳴めい動どうする礼拝堂の中で、リンツは呆ぼう然ぜんと座り込んでいた。

　いったい、なにが起きているのか、理解できずにいた。

　――と、そのとき。

　突然、リンツの身体からだがまばゆい閃せん光こうにつつまれた。

「……え!?」

　リンツは引きつった悲鳴を上げた。

　自分の手が、足が、指先から微細な光の粒りゆう子しとなって虚こ空くうへ消えていくのだ。

「な、なんだ、なんだこれ！　身体が、消えて――!?」

〈……リン……ツ……逃げ……て……〉

　聞き慣れた幼おさな馴な染じみの声が、頭の中で反響した。

　己の身を切り裂くような悲痛な声だ。

「エリッセ！　エリッセなのか？」

　リンツは叫んだ。慟どう哭こくする黒い棺ひつぎに向かって、消えゆく手を伸ばした。

「――これは〈城姫〉の力〈空間転移キヤスリング〉か！」

　ヴォーバンが驚きの声を上げる。

〈……リンツ……わた……し……もう……〉

「エリッセ、待ってろ、いま助けるから、エリッセ！」

　リンツは半狂乱になって叫び、立ち上がろうとした。だが、その首から下は、すでに光の粒子となって消えていた。

「……っ、エリッセ、必ず助けにくる！　だから待ってろ、絶対に、助けるからな！」

〈……うん……待って……る……から……〉

　叫ぶリンツの身体からだが、虚こ空くうに呑のみ込まれるように消失する。

　直後。礼拝堂の天井が一気に崩ほう落らくした。










第二章　放浪の城しろ姫ひめ



「はあっ、はあっ、はあっ……」

　真しん紅くの血に染まった礼拝堂。

　いまも脳のう裏りにこびりつく、殺さつ戮りくされた技師たちの悲鳴。

　おぞましい悪夢の記憶が、まぶたの裏で明めい滅めつを繰り返す。

　頭ず蓋がいの奥で反響する、鉄仮面の哄こう笑しよう。マイスター・ヴォーバンの冷酷な声。

　そして――棺ひつぎに閉じ込められたエリッセの悲痛な慟どう哭こく。

「……っ、あ……くっ……！」

　リンツは両耳をふさいだ。苦く悶もんの喘あえぎ声を上げながら、その場にへたり込む。

　全身の毛穴が開いていやな汗が噴きだし、地面にしたたり落ちた。

　エリッセの〈力〉によって、リンツはリール近郊の森に転送された。

　あれから二日間。リンツは要よう塞さいの追っ手から必死で逃げ続けてきたのだった。

「……どうしたというのだ、急に」

　そっと肩に手をのせられ、リンツははっと顔を上げた。

　目の前に、リンツを見つめる少女の顔があった。

　燃えさかる蒼そう焔えんを宿した、透き通った瞳ひとみ。

「……あ」

　少女の唇から洩もれた吐と息いきが、リンツの額ひたいにそっと触れる。

　剣を収めた少女は、膝ひざを曲げてかがみこみ、とまどったように眉まゆをひそめていた。

「その反応は失礼ではないか？　君が訊たずねたから、私は名乗ったのだがな」

　自らを〈放浪の城しろ姫ひめ〉と名乗った少女は、ちょっと拗すねたようにつぶやいた。

　そのしぐさが、まるであどけない普通の少女のようだったので、リンツは拍子抜けしてしまった。想像していた〈城姫〉のイメージとは、まったく違ったのだ。

（〈城姫〉……この女の子が？）

　胸の動どう悸きがおさまっていく。少女の美しい顔に見み惚ほれているうちに、リンツを責め苛さいなんでいた、あの赤い礼拝堂の記憶はしだいに薄らいでいった。

　ようやく、呼吸が落ち着いた。額の汗をぬぐい唾つばを呑のみ込む。

　そして。

「君が……〈放浪の城姫〉？」

　リンツは訊きいた。

「そうだ」

　と、甲かつ冑ちゆうの少女は、透き通った声で短くうなずいた。

　そこに一切の逡しゆん巡じゆんもなかった。

「崇すう高こうなる建造物にのみ宿るという、精霊……なのか？」

　確かめるように、もう一度、訊く。

〈城姫〉などというのは、なかば伝説上の存在にすぎない。

　他の建築士たちと同じように、リンツもまた、そう思っていた。

　――これまでは。

　地下の礼拝堂でおこなわれた、凄せい惨さんな殺さつ戮りくの儀式。

　設計の秘密を知る者への口封じのためだけではない。殺戮された技師たちは、リール要よう塞さいに〈城姫〉を宿らせるための贄にえだと、ヴォーバンはたしかに言っていた。

　事実、エリッセは〈城姫〉の力を使って、リンツをこの森に転送したのだ。

〈城姫〉が実在するということに、もはや疑いの余地はなかった。

　――だが、甲冑の少女は静かに首を横に振った。

「わからない」

「え？」

　あっさりとそう言われ、リンツは困惑する。肯定でも否定でもない。自らを〈城姫〉と名乗っておきながら、わからない、とはどういうことか。

　少女は、切せつ羽ぱ詰つまったような表情で、リンツを見つめた。

「私は〈城しろ姫ひめ〉としてこの世に生誕した。それは間違いない。しかし、じつのところ〈城姫〉とはいったいどのような存在なのか、何のために生まれたのか、私は何者なのか。私は、私自身のことを何も知らないのだ」

「そんな――」

　言いかけて、リンツは途中で言葉を呑のみ込んだ。

　少女が、あまりに苦しそう表情をしていたからだ。

「ひょっとして、記憶喪失……なのか？」

「そのようなものだ。たとえば、〈城姫〉である自分にはどんなことができるか、どんな力を持っているのか、そんな話をすることならできる。しかし、君の訊たずねた、私が精霊なのかどうかという問いには答えられない、ということだ。私という存在は何者なのか、それを知るためにこそ、私は大陸を放浪していたのだからな」

　少女の真剣な表情から、こちらの質問をはぐらかそうとしているのではなく、彼女なりに誠実に答えようとしているのだということはわかった。

　それに、どうやら完全に記憶を喪失している、というわけでもなさそうだ。

　そういえば。さっき、彼女は〈シャトレア〉と名乗っていた。

　シャトレア――とても、綺き麗れいな響きだと思う。

「あのさ、シャトレアは――」

　と、リンツはなにげなく少女の名前を呼んだ。

　その瞬間、彼女の耳がぴょこっと動いた。

　白はく磁じのような頬ほおがカアッと赤く染まる。

「う、わ、私の……名前っ……！」

「うん、綺麗な響きだと思って。ごめん、名前で呼ぶのはだめだった？」

「いや、だ、だめではない。他人から名前で呼ばれるのは、生まれて初めてだったから、その、多少、驚いただけだ」

　と、消え入りそうな声で囁ささやく彼女。

　なれなれしく呼ぶな、と怒られるかと思ったが、そういうわけではなさそうだ。

「シャトレアは、どうして師匠を知っていたんだ？」

「ああ、そのことか。それは――待て」

　鋭い声を上げ、双そう肩けんに背負った〈城〉ごと彼女は立ち上がった。

「そのことについては、また後ほど話そう。マイスター・ストランゼンの徒と弟てい、君は追われているな？」

「……っ!?」

　リンツはハッと顔を上げ、背後を振り返った。

　彼女の見つめる視線の先――森の奥から、複数の松明たいまつの明かりが近づいてくる。

　泥どろを跳ねる足音。月明かりに槍やりの穂先がきらめいている。

「要よう塞さいの追っ手だ……」

　リンツはゾッとしてつぶやいた。

　十数人はいる。松明たいまつの数でそれがわかった。

「立て、マイスター・ストランゼンの徒と弟てい。そして私の背後から一歩も離れるな」

　シャトレアが、銀の籠こ手てに覆おおわれた手をそっと差し伸べてきた。

　ためらいながらも、リンツはその手をとって、立ち上がった。

「……えっと、逃げないの？」

「逃げる？」

　シャトレアは眉まゆをひそめ、きょとん、と首を傾かしげた。

　リンツが何を言っているのか、本気でわからない――そんな表情だ。

「君はいま、難攻不落の〈城〉に籠城しているのだ。どうして逃げる必要がある？」

　剣を抜き放ちながら、堂々と言ってのける。

　あまりに自信に満ちたその態度に、リンツは口をつぐむしかなかった。

　松明の明かりがさらに近づいてくる。

〈放浪の城しろ姫ひめ〉――シャトレアは、胸の前に剣を構えた。

　冴さえ渡る銀光。柄つかに精せい緻ちな装飾の施ほどこされた、両刃の剣だ。

　白銀に蒼そう焔えんをまとわせた髪が微風に揺れ、白はく磁じの肌が月明かりにさらされる。堅けん牢ろうな〈城壁〉を双そう肩けんに背負ったその姿は、そびえ立つ壮そう麗れいな古城のようだ。

　凜りん、としたその横顔に、思わず見み惚ほれてしまった。

「いた、あそこだ！」「捕らえろ！」「待て、そばに誰だれかいるぞ！」

　軽装の革かわ鎧よろいに身を包んだ兵士たちが口々に叫ぶ。近づいてきた松明の明かりが、先刻、リンツが〈建けん奏そう術じゆつ〉で生み出した塔の残ざん骸がいを明々と照らし出した。

「……む？　な、なんだこれは！」

　ナマズのような髭ひげを生やした、隊長らしき男が絶句する。

「た、助けてくれ……」

　瓦が礫れきの下敷きになったごろつきどもが、うめき声を上げながら彼の靴を掴つかんだ。

　その手を嫌悪感もあらわに足あし蹴げにして、隊長はぺっと唾つばを吐いた。

「知るかっ、役立たずの犬どもめ。ガキを見つけたらすぐに知らせろと言ったはずだぞ。おおかた、俺おれたちに手柄をよこしたくなかったんだろうが」

　隊長は、足もとから視線を上げ、リンツたちのほうを睨にらみつけた。

　剣を構えた甲かつ冑ちゆう姿のシャトレアを見て、怪け訝げんそうに眉をひそめる。

「なんだ、あの妙な甲冑を着た女は……騎士？」

　つぶやいて、かたわらの部下に訊たずねた。

「おい、手配のガキに同行者はいたか？」

「いえ、脱走したのは、リンツ＝レンハイトという建築士の徒と弟ていが一人ですが――」

「私は騎士ではない」

　と。透き通った声が、夜の森に響きわたった。

「なに？」

「――私は〈城〉だ！」

　シャトレアは、白銀の髪を風になびかせながら、堂々と言い放った。

「……ああ？」

　なにを言っているのだこいつは――と、たがいに顔を見合わせる兵士たち。

（うわ、この子、頭悪い……）

　彼女の後ろで、リンツも頭を抱かかえていた。

「……」

　なんとなく、気まずい数秒間が過ぎて。

　隊長が、こほんと咳せき払ばらいした。

　腰の軍刀を抜き放ち、シャトレアに向かって突きつける。

「あー、妙な恰かつ好こうをした娘、その少年は、複数の技師らと共謀して、要よう塞さいの機密を手土産に敵軍に下ろうとした疑いがある。すみやかにこちらに引き渡したまえ」

　どうやら、そういうことになっているようだ。

　リンツは拳こぶしを強く握り締しめる。あの殺さつ戮りくのことを知っているのは、要塞の総監である鉄仮面卿きようと、ヴォーバン、それに直属の親衛隊だけだ。いまここで、この連中に真実を訴えたところで、リンツの言うことなど聞いてくれるはずもない。

「断る。この者を先に捕らえたのは私だからな」

　シャトレアは凜りん、と言い返した。

　軍刀の切っ先を見み据すえたまま、彼女の瞳ひとみは微み塵じんも揺るがない。

「……そうか。それではしかたないな」

　やれやれ、とため息をついて、隊長は部下の兵士たちに目配せした。

　きらめく槍やりの穂先が、いっせいに突きつけられる。

「隊長殿、貴族殺しは大罪です。騎士を手にかけるのはまずいのではありませんか？」

「なに、本物の貴族の騎士が、従者も連れずにこんな森をうろつくものか。だいたい、騎士はあんなわけのわからん甲冑を着たりはせんだろうが」

「まあ、それもそうですな」

　部下の兵士は、妙に納得したような表情でうなずいた。

　シャトレアが「むっ」と不機嫌そうな顔になる。

　隊長がさっと軍刀を振り上げた。ナマズ髭ひげの下に好色そうな笑みを浮かべ、

「二人とも生かして捕らえろ。女は俺おれが慰なぐさみものにしてやる」

　号令一下。槍やりを手にした男たちが走り込んでくる――

　ズンッ！

　刹せつ那な。足もとの地面が震しん動どうした。

　シャトレアが、剣の尖せん端たんを地面に突き立てたのだ。

「……っ!?」

　殺到していた兵士たちが、ぴたりと、いっせいに足を止めた。

　大気を震ふるわせるような裂れつ帛ぱくの気合いが、彼らの足を本能的にすくませたのだ。

　シャトレアの周囲に、かすかな旋せん風ぷうが生まれる。

　枯れ葉が舞い、木々がざわめく。

　そして――耳の痛くなるような静せい寂じやくが訪れた。

「君たち――」

　地面に剣を突き立てまま、シャトレアは静かに言った。

「ここから先は私の〈陣地〉だ。許可なく踏み込めば命の保証はない」

　肌に感じる威圧感。彼女の背後にいても感じる。

　あたかも、そこに本当に城が存在するかのような、圧倒的な気迫だった。

　腕に覚えのある兵士たちが、呑のまれていた。

　たった一人の年とし端はもいかぬ少女に、完全に気け圧おされていた。

「な、なにをしている、早く捕らえんか！」

　隊長の叱しつ咤たの声に、兵士たちはハッと我に返った。

「お、おおおおおっ！」

　先頭にいた大柄な男が、雄叫おたけびを上げながら、槍を大上段に振りかざして突進してきた。

　さすがに甲かつ冑ちゆうを貫つらぬく自信はないのだろう。突くのではなく、長い柄つかをしならせ、叩たたきつけるようにそれを振り下ろす――

　刹那。シャトレアが剣を引き抜いた。

　銀の剣けん閃せんが弧を描えがいてひらめき、兵士の革かわ鎧よろいをしたたかに打ちすえた。

　男は、喘あえぐように口をぱくぱくさせながら、どっと地面に倒れ込んだ。

「すごい……」

　リンツは思わずつぶやいた。とても甲冑を着込んでいるとは思えない剣さばきだった。

「君たち、城攻めには、最低でも城の戦力の五倍の兵をもってかかれというのが、兵法の常識だというぞ」

　月明かりに輝く白銀の髪をかきあげながら、シャトレアは、淡々と告げた。

「面倒だ。まとめてかかってこい」

「うぐっ……！」

　おそらく、彼女としてはただ事実を告げただけなのだろうが、それを兵士たちは挑発と受け取ったようだ。彼らの表情に鋭い殺気がみなぎった。無言で槍やりを構えなおす。

　とはいえ、シャトレアが決してあなどれない相手だということは、いまや彼らも十分に理解した。先程の男のように無む闇やみに突撃してくるようなことはせず、じりじりと包囲の輪を狭めてくる。

　シャトレアの剣では、槍の間合いに届かない。一般に、技量が互角ならば、剣で槍に勝つことは難しいといわれている。いかに彼女の剣の腕が優すぐれていようと、周囲を槍に包囲された状態では満足に剣を振るうこともできない。

「どうした、不安か？」

　シャトレアの背後に隠れたまま、リンツは無言でうなずいた。

「正直者だな。だが安心するがいい。いま、私は君の〈城〉なのだから」

　刹せつ那な。リンツとシャトレア、二人を取り囲んだ槍が、同時に突き込まれた。

　剣けん閃せんが弧を描えがいた。たった一振りの斬ざん撃げきで、槍の穂先はすべて切り飛ばされていた。

〈城〉が動いた。

　穂先の消失した槍の柄つかを掴つかみ、兵士の一人を引き寄せた。とっさに槍を手放せなかったのが男の運のつきだった。籠こ手てに覆おおわれたシャトレアの拳こぶしがその顎あごを粉砕する。男が地面に倒れるより先に――こんどは奪い取った槍の柄を逆さか手てで掴み、反対側にいた兵士の腹に容赦なく突き込んだ。

　槍を捨て、剣を両手に持ち替える。振り向きざま、軍刀で斬きりかかってきた兵士を肘ひじ鉄てつで叩たたき伏せる。勢いを殺さず、そのまま踏み込んだ。

　夜よる闇やみに激しい火花が散った。薙なぎ払うような斬撃が軍刀の刃やいばを斬り飛ばした。鋭い金属片が兵士の頬ほおをかすめ切る。相手がひるんだその隙すきに――シャトレアは懐ふところに飛び込み、剣の柄つか頭がしらを脇わき腹ばらに叩き込む。悲鳴を上げる間もなく昏こん倒とうする兵士には一いち瞥べつもくれず、振り返って背後の男を鉄靴で蹴けり倒す。蒼そう焔えんをまとう髪が地を舐なめる焔ほのおのように走る。勢いのまま彼女は踏み込み、最後の一人を剣の腹で叩き伏せた。

　……わずか、数秒の出来事だった。

　六人の屈くつ強きような兵士たちが、たった一人の少女に、手も足も出なかった。

（これが、〈城姫ベルクフリート〉……）

　リンツは感嘆のため息を洩もらした。

　その強さにではない。剣を振るう彼女の華麗な姿に、息を呑のんだ。

〈城〉のような甲かつ冑ちゆうを着込んであの動き。圧倒的な剣技。人間わざではありえない。

　しかも、彼女は息ひとつ切らしていないのだ。

　倒された連中の背後にひかえていた兵士が、絶句して固まっていた。

　難攻不落の城を前にした軍隊のように動かない。

　否いな、動けない。

「どうした、おまえたちはこないのか？」

　白銀の剣を地面に突き立て、シャトレアは静かに言った。

　浮遊する〈城壁〉が、ぐん、と回転する。

「……っ、ゆ、弓だっ、弓を放てえっ！」

　ナマズ髭ひげの隊長が大声をはり上げた。

　部下の兵士たちが、腰の弓筒からあわてて矢を抜いた。

「飛び道具か。無粋だな」

　と、つまらなそうにつぶやくシャトレア。

　兵士たちが、訓練された素早い動作で矢をつがえ、いっせいに放つ。

「――破っ！」

　気合一いつ閃せん。

　放たれた無数の矢を、シャトレアは、振り抜いた剣の風圧で薙なぎ払った。

「ば、ばかなっ……！」

　隊長の声が震ふるえていた。まるで化け物でも見るような目で、シャトレアを見つめている。

「ばかは君だ。そのような貧弱な弓矢で、〈城〉を攻め落とすことなどできるはずがないだろう。私を落とすつもりならば、攻城用の大弩バリスタでも持ってくるのだな」

　剣けん尖せんを相手にぴたりと突きつけ、こともなげに告げる彼女。

「それから、もうひとつ、これは兵法の初歩中の初歩だが――」

「な、なに？」

「兵の数に頼った城攻めは、最も下の策だ。よく覚えておくがいい」

　剣を突きつけたまま、一歩踏み込むと、兵士たちは狼ろう狽ばいしてあとずさった。

「……っ、ひ、退ひけ、退けえっ！」

「は、はいいっ！」「ひいいい！」「ば、化け物だ！」

　隊長の号令一下、倒れた仲間を見捨ててぶざまに逃げ去る兵士たち。

　松明たいまつの明かりが遠ざかり、あたりはふたたび薄うす闇やみに包まれた。

「……ふむ、引き際だけはみごとだな」

　敗走した彼らの背中をつまらなそうに見やりながら、シャトレアは剣を鞘さやに収めた。

「……こ、殺したのか？」

　地面に倒れた兵士たちに目をやりながら、リンツは訊きいた。

「いや、人を斬きるのは嫌いだ」

　と、シャトレアは首を振る。

「……」

　足もとに転がった兵士をよく見ると、たしかに、血は流れていなかった。

　かわりに顎あごや肋ろつ骨こつを砕かれ、四肢をひくひく痙けい攣れんさせてはいたが。

（一人も殺さずに無力化するなんて……）

　――それはいったい、どれほどの技量なのか。

　剣の心得のないリンツにはおよびもつかないが、尋じん常じようの技ではないはずだ。

〈城姫ベルクフリート〉――一騎にして千の軍にも勝る〈城〉の化身。

　その力を、まざまざと見せつけられた。

「とりあえず、ここは離れたほうがいいな。連中が仲間を連れてきたら面倒だ」

　シャトレアは告げると、ついてこい、と足を踏み出しかけて、

「ああ、そうだ――」

　と、リンツのほうを振り返る。

「まだ、君の名前を聞いていなかったな」

「リンツ＝レンハイト」

　リンツは名乗った。

「マイスター・ストランゼンの徒と弟ていだ」



　　　　　　　◇



　夜の森に、獣の遠とお吠ぼえが響きわたる。かろうじて人が通れる程度に切り開かれた山道を、リンツはシャトレアについて歩いていた。

　無言で歩き続けて、かれこれ半刻ほどになる。

　このあたりの森は、リンツの生まれ故郷である大陸北方の黒い森シユヴアルツバルトほどに深いというわけではないが、それでも、ときおり進んでいる方向を見失いそうになる。

　この森に〈転送〉されてから二日間、がむしゃらに逃げ回っていたリンツだが、これではどのみちどこかで野の垂たれ死んでいたかもしれない。リンツにあらゆる技術を教えてくれたマイスターも、森の中で生きる術すべまでは教えてくれなかった。

（いや……）

　と、前を歩く〈城しろ姫ひめ〉の背中を見やりながら、リンツは首を振る。

（結局のところ、師匠は教えてくれなかった。本当に肝心なことだけは、なにひとつ――）

　たとえば、エリッセの身体からだに刻きざまれた五ご芒ぼう星せいの〈印〉のこと。

　なぜ、二人を捨てて失しつ踪そうしたのか、その理由。

　そして――師のことを知っているという、この〈城姫〉だ。

「……」

　そんなリンツの視線を察したのか。

　シャトレアは急に立ち止まって、こっちを振り向いた。

「ああ、すまない、私の感覚で歩いてしまった。疲れたか？」

「いや、まだ大丈夫――」

「無理をするな。このあたりで休憩をとろう。明け方には森を出られるはずだ」

　二人は山道のわきの少しひらけた場所に腰を下ろした。

　シャトレアは鞘さやから剣を抜き、地面に突き立てた。

　すると。剣を中心に青白い光の円があらわれ、二人を取り囲んだ。

「これは……？」

「私の〈陣地〉だ。この中にいれば、餓うえた獣や妖よう魔まに襲われることはない」

　こともなげに言いながら、彼女は両手の籠こ手てをはずして地面に置いた。剣を握る者とはとても思えない、ほっそりとした可か憐れんな指先があらわれる。

　その人差し指を、突き立った剣の柄つか頭がしらにそっと添えた。

「――我は〈篝かがり火び〉也なり」

　シャトレアは小声で囁ささやいた。途端、柄頭に小さな炎球が出現した。

　揺らめく焔ほのおの明かりが、彼女の横顔をぼうっと照らしだす。

「……」

「話は、軽く食事をしながらするとしよう。君も空腹だろう？」

　と、こんどは胸元から、折りたたまれた白い布を取り出した。

「――我は〈貯蔵庫〉也」

　小声で唱となえ、パチン、と指を鳴らす。

　布の中から胡桃くるみの実がいくつか地面に転がり落ちた。さらに布を振ると、パン、チーズ、豚の炙あぶり肉、葡ぶ萄どう酒しゆのビンがあらわれる。

　コルクを抜いて葡萄酒の匂においを嗅かぐと、彼女はわずかに顔をしかめた。

「む、これはほとんど酢になってしまったようだな。残念だ」

「……」

「どうした、リンツ＝レンハイト？」

「いや、まるで魔法みたいだなって思って」

　リンツは唖あ然ぜんとして言った。

「ふむ、どうなのだろうな。あるいは魔法のようなものなのかもしれないが――正直なところ、この〈城しろ姫ひめ〉の力のことは、私自身、よくわかっていないのだ」

　あらわれた食物を布の上に並べながら、シャトレアは小さく肩をすくめる。

　その力の源が、なんらかの魔術なのか、神の秘ひ蹟せきなのか、あるいは――呪のろいなのか。それはわからないが、〈城姫〉は〈城〉の特性アビリテイを擬似的に再現することができるらしい。

　城はただの防衛施設ではない。平時においては〈支配の拠点〉であり〈権力の象徴〉であり〈避難所〉であり〈武器庫〉であり〈食糧庫〉であり〈兵舎〉であり〈練兵場〉であり〈医療施設〉であり〈牢ろう獄ごく〉であり〈礼拝堂〉であり〈司法の場〉でもあった。

　だから、〈城しろ姫ひめ〉は、そのような城の役割をひと通りこなすことができるようになっているのかもしれない――と、彼女は言った。

「剣の扱いも、こうした力の使い方も、目覚めたときからすでに知っていた。しかし、何故、なんのためにこのような力を与えられたのか――それが、わからない」

　シャトレアの可か憐れんな唇から、小さなため息がこぼれた。

「目覚めたとき……？」

「ああ。いまから二年ほど前の冬のことだ。大陸北部の深い森の中、湖のほとりに横たわった、黒い棺の中で、私は目覚めた」

「……二年前」

　リンツはハッとしてつぶやいた。

　マイスター・ストランゼンが失しつ踪そうしたのも、ちょうど二年前だ。

　意味のある符合だろうか――それとも、ただの偶然か。

　それに、黒い棺ひつぎというのは。

　エリッセが閉じ込められていたのと、同じもの……なのだろうか。

「私が目覚めたその棺には、七つの〈刻印〉が刻きざまれていた」

　唐突に、シャトレアは右腕の肌着をまくってみせた。

「……っ!?」

　夜よる闇やみに浮き上がる、きめの細かい白い肌。

　そこに刻まれたものを見て、リンツは息を呑のんだ。

「私の腕に刻まれた、これと同じ〈刻印〉が」

　ほっそりとした手首から、二の腕にかけて。



　七つの〈刻印〉が――刻まれていた。



　一見して、なにを表しているのかわからない、抽象的な幾き何か学がく紋もん様よう。

　その中で、見覚えのある紋様があった。



　――ひとつは、リンツの手に刻まれている、マイスター・ストランゼンの刻印。

　――ひとつは、エリッセの身体からだにあった、五芒星ペンタグラムの印。



　何故、二つの紋様が、この〈放浪の城姫〉の身体に刻まれているのか？

　リンツが唖あ然ぜんとしていると、シャトレアが静かに口を開いた。

「私は、私が〈城姫〉であるという、それ以外の記憶を失っていた。あるいは、そもそも他の記憶を持っていたのかどうかさえ、わからなかった。だから、腕に刻きざまれたこの〈刻印〉――これだけを手掛かりに、ずっと大陸中をさまよってきた。そして――」

　唐突に、シャトレアは〈刻印〉のあるリンツの右手を掴つかんだ。

（……っ！）

　冷たく、やわらかい手の感触に、心臓がドキッと跳ね上がる。

〈建けん奏そう術じゆつ〉を使ったことによる火傷やけどの痕あとは、もう治りかけていた。

「そして知ったのだ。この〈刻印〉が、マイスター・ストランゼンという建築士の印だということを」

「師匠の……」

　シャトレアの腕に刻まれたものと、自身の手に刻まれたもの。

　同じ紋もん様ようの〈刻印〉を交互に見つめながら、リンツはつぶやいた。

「さっき、君の姿を見たとき、〈刻印〉が共鳴するのを感じた。それで、私の存在の来歴を知るマイスターに、ようやく出会えたと思ったのだ」

　だが――と、彼女は残念そうに肩を落とした。

「君はマイスター・ストランゼンではなく、彼の弟子だったというわけだ」

　やわらかそうな唇を、きゅっと噛かみしめる。

　瞳ひとみに、軽い失望の色が浮かんでいた。

「……」

　記憶を失い、何もわからぬままに、〈城しろ姫ひめ〉としてこの世に生まれ落ちた彼女。

　自分のことがわからない、ということが――いったい、どれほど不安なことなのか。

　リンツには想像もできない。

　それが――どれほどの、孤独なのか。

「……ごめん。師匠の行方ゆくえは、僕にもわからないんだ」

　リンツは申しわけなさそうに、首を横に振った。

　すると、シャトレアはハッとしたように顔を上げ、

「あ、いや……そういうつもりではなかった。すまない」

　真しん摯しな口調で謝ってくる。

　そのしぐさが、さっき追っ手の兵士たちを軽々と薙なぎ倒した彼女の姿と、あまりにかけ離れていて、リンツは思わず、噴きだしてしまった。

　生き真面目まじめでクールだが、決して冷たいわけではない。

　そんな〈城姫〉の性格に、リンツは好感を持った。

「僕のほうこそ、ごめん。さっきから驚くことばかりで、ちゃんとしたお礼もまだだった。助けてくれて、ありがとう」

「いや、礼にはおよばない。君を救ったのは、私自身のためなのだからな」

　シャトレアはきっぱりと首を横に振り――

　こほん、と咳せき払ばらいして言った。

「さて、私の話はここまでだ。こんどは君の話を聞きたい。リンツ＝レンハイト、君はいったい、なぜ追われていたのだ？」

「……」

　リンツは唇を噛かみ、じっとうつむいた。

　剣の柄つかに灯ともる〈篝かがり火び〉の焔ほのおをじっと見つめ――

「僕は――」

　やがて、静かに口を開いた。

「僕は逃げてきたんだ。大切な幼おさな馴な染じみを、ひとり残して……」



　――リンツは、二日前に起きたあの出来事をすべて話した。

　恐ろしい鉄仮面の男、リンツたちを裏切ったマイスター・ヴォーバン、無惨に殺さつ戮りくされた建築士たち――その殺戮が、おそらくは、リール要よう塞さいに〈城しろ姫ひめ〉を宿らせるために必要な儀式だったということ。棺ひつぎの中で泣いていた、幼馴染みの少女のこと。

　言葉は、嗚お咽えつと共に、堰せきを切ったようにあふれだした。

　だれかに聞いてほしかったのかもしれない。

　ひとりで抱かかえ込んでいるのが怖かった。

　礼拝堂での殺戮のことを語るときは、吐き気と頭痛にさいなまれた。

　それでも、最後まで話すことができたのは、シャトレアが隣にいて、震ふるえる肩にそっと手を添えてくれていたからだ。

　すべてを話し終えたリンツは、喉のどから絞り出すようにうめいた。

「エリッセは、〈城姫〉の力を使って、僕を助けてくれたんだ……」

　嗚咽しながら、悔しさに拳こぶしを震わせる。あのとき、自分だけは助けてもらえるのかもしれない――一瞬でもそう思ったことを、許せなかった。

　ぶざまに森の中を逃げ回りながら、自分の無力さに絶望していた。

　必ず助ける――彼女にそう約束したはずなのに。

　ただ、おびえて逃げることしかできなかった――

「リンツ＝レンハイト」

　と、シャトレアが静かに名前を呼んだ。唇がかすかに震えていた。

「その話は、本当なのだな。君の幼馴染みの少女が、人の手によって〈城姫〉にされた――というのは」

「……うん」

　蒼あおく透き通ったシャトレアの瞳ひとみが、ひた、とリンツの目を見つめる。

　そして、なにかを確信したように、告げてきた。

「〈城しろ姫ひめ〉は、崇すう高こうな建造物に宿る精霊だと――そう伝承されてきた。だが、君の幼おさな馴な染じみ、エリッセ＝イストバラドは、人の手による儀式によって、要よう塞さいの〈城姫〉にさせられた。ならば、私もまた、もとは人間の少女であったのかもしれない……」

　シャトレアはしばらくのあいだ、もの思いに耽ふけるように黙り込んでいた。

　――それから、急に顔を上げると、

「それで、リンツ＝レンハイト、君はこれからどうするのだ？」

　と、リンツに訊きいてきた。

「――エリッセを取り戻す」

　リンツは、拳こぶしを握り締しめ、きっぱりと答えた。

　そのために、どうすればいいのか、それはまだわからない。

　だが、どんなことをしてでも彼女を救い出すという、それだけは決まっていた。

「そうか――」

　と、満足したように、シャトレアがうなずいた。

「ならば、君と私の利害は一致したな」

「え？」

　リンツはきょとん、として訊き返した。

「リンツ＝レンハイト、君の幼馴染みの少女を救うため、私が力を貸そう」

「……本当に？」

　リンツは顔を上げた。

　さっき垣かい間ま見みた〈城姫〉の圧倒的な力。

　彼女が力を貸してくれるというなら、これほど頼もしいことはないが。

「でも、どうして？　僕は君のためにできることなんて――」

「なに、力を貸すとは言ったが、べつに君のためというわけではない。私自身のためだ。人間の少女を〈城姫〉に造り替えるという、その鉄仮面の男――捕らえていろいろと聞き出したい。ようやく見つけた、私の存在を知る手掛かりだからな」

　それに――と、彼女は甲かつ冑ちゆうを鳴らして立ち上がりながら、言った。

「いたいけな少女が、悪漢に囚とらわれて苦しんでいる――そんな話を聞いて、放っておけるわけがないだろう」

「……」

　ああ、この少女は――と、リンツは思った。

（――騎士なんだ）

　名誉と誇りのために剣を振るい、虐しいたげられている者がいれば助けずにはいられない。

　いまでは、ほとんど見かけることもなくなってしまった、高潔な騎士道精神の持ち主。

　こほん、と照れたように、彼女は咳せき払ばらいした。

「そういうわけだ。よろしく頼む、リンツ＝レンハイト。協力関係にあるあいだ、君を私の城主マイスターとして迎えよう」

「……うん。こちらこそ、よろしく。シャトレア」

　シャトレアの差し出してきた手を、リンツは自然に握り返した。

（女の子の手だ……）

　やわらかい手の感触に、思わずドキッとしてしまう。

　無理もない。幼い頃ころから、師について旅をしてきたリンツは、異性と親しくなる機会などほとんどなく、エリッセのほかには、手を握ったことさえなかったのだ。

　……しかも、なんというか、こんなに綺き麗れいな女の子とは。

「どうした？　熱でもあるのか？」

「あ、いや……な、なんでもない！」

　きょとん、と首を傾かしげるシャトレアから、リンツはあわてて目を逸そらした。

「しかし、相手が一国の要よう塞さいともなると、さすがに単騎で乗り込んで救出というわけにはいかないな。小さな砦とりで程度なら、私だけで落とせなくもないが……さて、どうするか」

「……」

　砦なら一人で落とせる――というのが、彼女なりの冗談なのか、それともただ事実を告げただけなのか、リンツには判断がつかなかったが。

「とりあえず、この森を抜けて、アーレンダムへ向かおうと思う。〈諸侯同盟〉に加盟してる都市だから、軍の兵士は追ってこないし、情報も集められる」

「――そうか。わかった。では先を急ごう」

　シャトレアはうなずくと、〈篝かがり火び〉のついた剣を地面から引き抜いた。










第三章　土竜技師団マオルヴオルフ



　途中、何度か休憩を取りながら森の中を歩き続けていると、やがて明け方になった。

　街道わきの切り立った崖がけから下を眺めると、薄い朝もやの向こうに、円形の城壁に囲まれた石造りの街の姿が見える。

　交易都市アーレンダムだ。

　半円形の広場を中心に、赤レンガの建物がところ狭しと建ち並んでいる。広場の前には大きな鐘しよう楼ろうのついた教会。城壁の奥の一段高くなった丘には、ひときわ立派な城館がある。大通りに面して建つ青い屋根の建物は市庁舎だろうか。

　街の近くには、大陸有数の河川であるレント川が流れ、土を盛って造られた堤防の上には頑丈な石造りの橋が架かかっていた。

「ふむ、なかなか立派な城壁だな。街の周辺に宿営地が設けられているようだ」

　シャトレアが額ひたいに手をかざして言った。

　千里を見通す〈監視塔〉の機能アビリテイを使っているのだ。

〈城〉のような白銀の甲かつ冑ちゆうが、朝の陽ひを反射してきらめいた。

　そのまぶしさにリンツは目を細める。

　陽光の下で初めて見るシャトレアの横顔は、凜りんとして、息を呑のむほどに綺き麗れいだった。

「たぶん、〈諸侯連合〉に雇われた傭よう兵へい団だんの宿営地だと思う」

　どぎまぎと視線を逸そらしながら、リンツは言った。

　この時代、戦争の主役は君主の抱かかえる騎士団ではなく、金で雇われる傭兵に移り変わっていた。諸侯連合の拠点のひとつであるアーレンダム周辺には、各地方からかき集められた傭兵団がひしめいているのだ。

「リンツ、旗でどの傭兵団かわかるか？」

「ここからじゃ見えないよ」

「〈双頭の鰐わに〉、〈翼の生えた獅し子し〉、それから、爪の長いずんぐりした生き物だ」

「〈双頭の鰐〉はフリッツレン傭兵団、〈翼の獅子〉はゲオルニー傭兵団、爪つめの長いずんぐりした生き物？　……聞いたことがないな」

「ほう、なかなか詳しいではないか」

「師匠とずっと旅をしてたからね。有名どころの名前くらいは知ってるよ」

　フランキスカ王国辺境領とデルラント王国領の境さかいをまたぐ森を抜けると、目の前になだらかな平原が広がった。

　背の高い塔と堅けん牢ろうな城門によって守られた、立派な城壁都市の姿が遠目に見える。

　城壁には防御のための張り出し櫓やぐらがついていて、街が攻められた際には、そこに設けられた隙すき間まから、弓矢を放ったり、石を落としたりして、敵を撃退するのだ。

　城門の前には槍やりを持った衛兵が二人、立っていた。見張り塔には弓兵の姿も見える。

　城壁に近づいたところで、リンツはぴたっと足を止めた。

「……えっと、シャトレア、さ」

「どうした？」

「その恰かつ好こうのまま街に入るのは、さすがに、どうかと思う」

「む……」

　と、シャトレアは自分の姿を見下ろして――

「な、なにか、おかしいだろうか？」

「……」

　おかしい。というか、ありえない。

　シャトレアの甲かつ冑ちゆうは、肩に小規模な〈城〉を背負っているようなものだ。

　そもそも、戦場ならともかく、甲冑を着込んだ年とし端はもゆかない少女が、やかましい金属音をたてながら街中を闊かつ歩ぽしていたら、目立つなどというものではない。

「これまで、旅をしてたときも、ずっとその恰好？」

「ああ。基本的にはな。たしかに、道行く者がみな好奇の目で私を見るので、多少気にはなっていたのだが」

「……」

　やはり、〈城しろ姫ひめ〉はちょっと感覚がズレているようだ。

「だ、だめ……だろうか？」

　不安そうに訊きくシャトレアに、リンツは嘆たん息そくしてうなずいた。

「いまは追われてる身なんだ。その恰好じゃ目立ちすぎるよ」

「……そうか。城主マイスターがそう言うのならば、しかたあるまい。武装を解くということは、私にとって、城門を開け、跳ね橋を上げることに等しいのだが――」

　言うと。シャトレアは白銀の髪を梳すき上げ、甲冑に覆おおわれた胸元に手を添えた。

　静かに目を閉じて、小声で――

「〈城砦化解除デイス・フオートレーシヨン〉」

　囁ささやいた途端、彼女の周囲に一陣の旋せん風ぷうが巻き起こり、胸や腰、両腕や脚あしを覆っていた銀甲冑が、細かい光の粒りゆう子しとなって消え去った。

　蒼そう焔えんをまとった銀髪が舞い上がり、ふわり、と彼女の肩に落ちかかる。

　リンツの目の前で――シャトレアは、その装よそおいを一瞬にして変化させていた。

　白を基調とした薄手のベストに、黒の肌着。丈たけの短いスカートから覗のぞくすらりとした脚を紺のソックスが覆っている。

　履いているのは鋼鉄のブーツではなく、艶あでやかな光こう沢たくのある革製の靴。腰に吊つられているのは、鞘さやに収められたシンプルな柄つかごしらえの短剣だ。

「……」

　リンツが、ぽかん、と口を開いて見ていると。

　シャトレアはうなじを揉もみほぐしながら、肩の凝こりをとるように首を回した。

「言っておくが、〈城しろ姫ひめ〉は〈城砦化フオートレーシヨン〉を解いた状態では、力をほとんど発揮できない。暴漢の一人や二人程度ならどうということはないが、昨晩のように、武装した兵士を一方的に叩たたきのめすようなことはできないぞ」

　トントン、と靴の爪つま先さきで地面を叩きながら言う彼女。

「……しかし、この装よそおいは、どうにも苦手だな」

　くるっとその場で回転し、指先でドレスの端をつまむ。

「ちょ、ちょっと、シャトレア！」

　リンツは顔を真っ赤にして叫んだ。

「む？　どうした、リンツ？」

「……い、いや、なんでも……ない」

　きょとん、と首を傾かしげるシャトレアから、リンツはあわてて目を逸そらす。

（……黒、だったな）

　……レースのついた下着が見えたなんて、言えるはずがなかった。















　傭よう兵へい団だんの宿営地を横目に見ながら街道を歩いていき、アーレンダムの城門に近づいた。

　すぐに槍やりを持った衛兵に止められるが、右手に刻きざまれたマイスターの〈刻印〉――建築士の徒と弟ていの証あかしを見せると、あっさりと通してくれた。

　大陸北部の都市では総じて職人ギルドの力が強い。たとえ徒弟であっても、建築士という肩書きには相当な信用があった。

「君、ずいぶん可愛かわいい彼女を連れてるじゃないか。羨うらやましいね」

　年若い衛兵が、からかうように言った。

「そ、そんなんじゃありません！」「私はそのようなものではない」

　二人は揃そろって声を上げた。

「ん？　じゃあ、ひょっとして兄妹きようだいか？　あんまり似てないけどな」

「違う。リンツは私の城主マイスターで、私は彼の〈城〉だ！」

　シャトレアは胸に手をあて、誇らしげに言い放った。

「……はあ？」

　衛兵は口をぽかんと開け、怪け訝げんそうにシャトレアを見つめた。



　　　　　　　◇



　石畳の敷しかれたにぎやかな街の通りを、リンツとシャトレアは並んで歩く。

　はたから見る者がいれば、仲むつまじい恋人同士と映ったかもしれない。あるいは、姉と弟か、兄と妹のようにも見える。ようするに、なんだかよくわからない二人組だった。

　雲ひとつなく晴れあがった青空の下、通りに展開した市場には、野菜や果物、小麦粉、パン、肉の串くし焼やき、挽ひき肉にく入りのパイ、果実を搾しぼって作ったジュース、ビン詰めの薬草、そのほか細こま々ごまとした日用品雑貨など、さまざまなものが並んでいた。近くに傭兵団が宿営しているためだろう、刀剣類や保存食を並べている出店もかなりあった。

　大陸でも有数の交易都市とあって、通りには大勢の人があふれている。行商人や旅芸人、中でもやはり、傭兵の姿が目についた。

「……すごい！　城壁も立派だったけど、街並みもみごとだな」

　通りの両側に建つ建物をきょろきょろと見回しながら、リンツは感嘆の息を洩もらす。

　市場の商品やにぎやかな喧けん騒そうよりも、リンツの興味を惹ひいたのは、街の建築物だった。

　マイスター・ストランゼンに連れられて、幼い頃ころから大陸各地の都市を回ってきたリンツだったが、これほど整備された美しい街はめずらしい。

「ほら、あの石造りの教会、壁の継ぎ目がほとんど見えない。かなり腕の立つ石切り職人の仕事だよ。レント川の上流に、上質な石の採とれる採石場があるのかもしれないな」

　すこし残念なのは、落雷にでも遭あったのか、青い屋根の一部が欠けていることだった。

　おそらく、同じ色合いの石材を手に入れることができずに、放置されているのだろう。

「様式はたぶん、アーチの組み方からして、ロマネスクとゴシックの複合建築だと思うけど――ああ、石造天井には高度な交差ヴォールトの技術が使われてるな」

　周囲の建物を指差し、解説しながら――

　ふと気づいて、リンツは口をつぐんだ。

　隣を歩くシャトレアが、目をぱちくりさせていた。

「……あ。えっと、ご、ごめん、つい」

「いや、リンツの話は興味深い」

　シャトレアは穏おだやかに首を振って苦笑する。

「なにしろ、私は〈城〉だからな。建築の話には興味があるのだ」

「……そ、そう？」

　エリッセにこういう話をしたときは、いつも退屈だと怒られていたので、シャトレアの反応は純粋に嬉うれしかった。

「ああ、ところで、リンツ――」

　と、シャトレアはリンツの袖そでをつまんで、耳元に顔を寄せた。

「な、なに？」

　耳に吐と息いきがかかるほどの距離に近づかれ、頬ほおがカアッと熱くなる。

　二の腕にやわらかい胸の感触を感じて、心臓が激しく脈打った。

　甲かつ冑ちゆうを身に着けていたときは、気づかなかったが――

（シャトレアって、い、意外と胸……あるんだな）

　そこはリンツも思春期の健全な男の子である。未体験の感触に、いけないとは思いつつも、つい、そんなことを考えてしまう。

　シャトレアが不安そうな声で囁ささやいた。

「さ、先程から気になっていたのだが……やはり、私の恰かつ好こうは変なのだろうか」

「いや、そんなことないと思うけど……」

　答えながら、ふと、周囲に目をやると――

（……？）

　……なるほど。たしかに、すれ違う人々が、シャトレアにちらちらと視線を送っている。

　そのほとんどは男で、中にはリンツに恨めしげな目を向けている者もいた。

「君の言う通り甲冑を脱いだのに、なんだか不審がられているようではないか」

　と、居い心ごこ地ち悪そうに首をすくめる彼女。

「ああ、それは……」

　言いかけて、リンツは口をつぐんだ。

（シャトレアが美人だから、みんな振り返ってるんだと思う）

　とは、気恥ずかしくてさすがに言えなかった。

　視線を送るだけで、だれも声をかけてこようとしないのは、隣にリンツがいるからというよりは、彼女の身にまとう硬質な雰ふん囲い気きのせいだろう。

「女の子が剣を帯おびてるのが、めずらしいんじゃないかな」

　適当に言い繕つくろうと、シャトレアは「そ、そうか……？」と一応は納得したようだった。

　リンツから身を離し、こほん、と咳せき払ばらいする。

「それで、街には着いたわけだが、これからどうする？　なにか、君の幼おさな馴な染じみを救い出すための策はあるのか？」

「――うん」

　シャトレアの問いに、リンツは表情を引き締しめた。

「昨日、森の中を歩きながら考えてたんだけど。この街で、リール要よう塞さいの攻略に参戦する傭よう兵へい団だんに入ろうと思う」

「……なに？」

　リンツはうなずいて足を止め、自分の考えを話した。

　現在、要塞を包囲している〈諸侯連合〉の軍は、いずれ近いうちに総攻撃をしかけるはずだ。そのために各地から傭兵団をかき集めているのだと、ヴォーバンは言っていた。

　諸侯連合の軍が、あの難攻不落の要塞を陥かん落らくさせることができるかどうか、それはわからない。だが、戦乱に乗じて要塞に侵入し、囚とらわれているエリッセを救い出すことはできるかもしれない。

　正直、計画と呼ぶことさえはばかられる、無謀きわまりない策だ。

　だが、一騎にして〈城〉と同等の力を持つ〈城しろ姫ひめ〉――シャトレアと、要塞の内部構造を把握しているリンツが協力すれば、決して不可能ではないはずだ。

　どんなことをしてもエリッセを救い出すと誓った。考えつく限りの案を考え抜いた。その中で、一番マシだと思えるのが、この策だったのだ。

「……」

　話を聞いたシャトレアは、じっと、考え込むように人差し指を顎あごにあて――

　そして、告げた。

「リンツ、それは――あまりに危険すぎると、私は思う」

「……うん」

　……やはりだめか。リンツの表情がわずかに曇る。

　だが、その返答は予想していたことでもあった。自分だけではない、シャトレアの身も危険にさらすのだ。断られて当然の提案だった。

「とはいえ――」

　と、シャトレアは白銀の髪をかきあげ、小さくため息をついた。

「正面から斬きり込んで、お姫様を救出するよりかは、いくらかマシだな」

　その顔には軽い苦笑が浮かんでいる。

「シャトレア……」

「――わかった。我が城主マイスターよ、私は貴方あなたの提案に乗った」

「シャトレア、ありがとう」

「……む、言ったはずだぞ。君のためではない。私自身の来歴を知る手掛かりのために、君に協力するのだ」

「……ああ。それでも、ありがとう」

　リンツは、シャトレアの澄すんだ青い瞳ひとみを、しっかりと見つめて言った。

「む……」

　顔を赤らめ、ちょっと照れたように、あさってのほうを向く彼女。

　と、そのとき。

　……ぐー。

　なんだか可愛かわいらしい音が鳴った。

「……」

　シャトレアがこほん、と咳せき払ばらいする。妙に落ち着き払った声で、

「ところで、リンツは空腹ではないか？　これからの方針も決まったことだし、どこかで朝食をとろうと思うのだが」

「〈城しろ姫ひめ〉も、お腹なかが空すくんだ」

「……～っ、う、うるさいぞ。兵ひよう糧ろうなくして戦いくさはできぬというだろう」

　顔を真っ赤にして腕を組み、ふいっとそっぽを向くシャトレア。

　リンツは苦笑した。クールで、生き真面目まじめで、気高い騎士のような〈城姫〉。

　でも、こういうところは、なんだかとても……女の子なんだな、と思う。

「わかったよ、どこか食堂を見つけて……あ」

「どうした？」

「あ、いや、その……」

　リンツはチュニックのポケットを探りながら、困ったように頭をかいた。要よう塞さいから着の身着のままで森に〈転送〉されたのだ。銅貨の一枚も持っていなかった。

「シャトレアは？」

「〈城〉の〈金庫〉は空からっぽだ。〈貯蔵庫〉の食糧も、昨晩、食べてしまったからな」

　シャトレアは、なぜか偉そうに腕組みして言ってきた。

「……はあ。しかたない。宿に泊まるにもお金がいるし、僕が仕事するよ」

「……？　初めて来た街で、仕事のあてなどあるのか？」

「うん、まあね」

　うなずいて。リンツは、さっき通り過ぎた、屋根の壊れた教会を振り返った。



　　　　　　　◇



「……へえ、さすがは大陸有数の商都。すごい掘り出し物を見つけちゃった」

　大通りと交わる十字路の陰に――リンツたちを興味深げに見つめる者があった。

　あか抜けた都会の服装に身を包んだ、十六、七歳くらいの少女である。

　勝ち気そうな眉まゆに、好奇心の強そうな黒い瞳ひとみ。

　両端で結わえたツーテールの紅ぐ蓮れんの髪。

　やや大人おとなびた、猫のような雰ふん囲い気きの少女であった。

　雑ざつ踏とうの中で、紅蓮の髪をなびかせながら、少女は二人の背中を足早に追いかける。

（あの男の子、手に建築士の〈刻印〉があったわ。それもただの刻印じゃない。あの紋もん様ようは、まちがいなく――大陸最高峰の建築士、マイスター・ストランゼンのもの）

「……本物なら、ぜひ、うちに欲しいわね」

　薄紅色の唇をぺろっと舐なめ、猫のような少女は不敵につぶやいた。



　　　　　　　◇



「ふむ、君はずいぶんと若いようだが、本当に大丈夫かね？」

　頭の禿はげ上がったその神父は、やってきたリンツにうろんな目を向けた。

　無理もない。たった十五歳の少年が、落雷で破損した屋根の修理を一人で請うけ負おうというのだから。それも、建材の貴重な石材が手に入らず、どの職人に頼んでも、断られ続けてきた箇所の修理をだ。建築士の徒と弟ていの証あかしである〈刻印〉を見せなければ、即門前払いされているところだった。

「出来映えにご満足いただけないようなら報酬はいりませんが、どうでしょうか？」

「ふむ……」

　思案するように、神父は顎あごに手をやった。

「本当に修理できるのなら、銀貨五枚など安いものだが……しかし、君は見たところ大工道具も持っていないではないか。それに、この教会の屋根は、交易で遠い異国から取り寄せた貴重な石材を使っているのだぞ」

「ご安心ください、神父様。そこは建築士の腕の見せどころです」

　リンツは顧客を安心させるように、自信たっぷりにうなずいた。

「ふむ、そこまで言うのなら君に頼んでみるとしよう。言っておくが、出来映えに満足できなければ金は払わんぞ」

「はい、ありがとうございます」

　リンツはぺこりと丁寧に一礼し、

「ああ、それと――」

　ちょっと申しわけなさそうに頭をかいた。

「ん？」

「お腹なかを空すかせてる相あい方かたのために、軽くつまめるものを何か、頂いただけないでしょうか？」

　はしごを伝って教会の屋根に上ると、シャトレアが膝ひざをかかえて座っていた。

　さわやかな微風が、蒼そう焔えんをまとった白銀の髪を、もてあそぶように吹いている。

　穏おだやかな、優しい横顔で、彼女は眼下に広がる街の風景をながめていた。

「美しい街並みだ。私の宿る〈城〉も、このように美しいのだろうか」

　上ってきたリンツに気づいているのかいないのか。ひとりごちるように、つぶやいた。

「シャトレアの……〈城〉？」

　バスケットを片手に屋根の上に這はい上がり、リンツは彼女の隣に腰を下ろした。

　シャトレアは「ああ」と静かにうなずいた。

「〈城しろ姫ひめ〉は〈城〉に宿る存在。――だとすれば、この私にも、どこかに本拠となる〈城〉があるはずだと思わないか？」

「……あ」

　――そうか。〈城〉と〈城姫ベルクフリート〉は一心同体。

　エリッセが、リール要よう塞さいに宿る〈城姫〉とされたように。

　シャトレアもまた、どこかに、彼女自身の〈城〉を持っているのかもしれない。

「シャトレアが目覚めた森の中に、〈城〉はなかったの？」

「ああ。私が目覚めた森は、獣も足を踏み入れないようなひどい場所だったからな」

「……」

　気まずい沈黙がおとずれる。

　リンツはあわてて、手に持ったバスケットを差し出した。

「えっと、教会の神父様から焼き菓子をもらってきたから、一緒に食べよう」

「……そうか、ありがとう」

　シャトレアは顔をほころばせると、まるい形の焼き菓子をつまんでほおばった。

　ナッツ入りの甘いビスケットだ。教会のシスターが焼いたものらしい。よほどお腹が空いていたのか、ずいぶんお気に召めしたようで、ひょいひょいつまんで食べている。

　その様子がなんだかほほえましくて、リンツは思わず苦笑する。

　頬ほおに食べかすがついてることを指摘すると、

「……む」

　顔を逸そらして、恥ずかしそうにうつむいた。

　教会の屋根には、落雷によるものらしい、大きな穴が空あいていた。

　そこに使われている石材は、なるほど、大陸ではめったに手に入らない貴重な交易品だ。同じようなものを手に入れるのは、たしかに難しいかもしれない。

　ビスケットを飲み込んだシャトレアが、こほん、と咳せき払ばらいした。

「さて、マイスター・ストランゼンの徒と弟ていとやらの手並みを拝見させてもらおうか。熟練の建築士というのは、大工道具もなしに屋根を修復できるものなのか？」

「いや、どんなに腕のいい職人でも、それはさすがに無理だよ」

　リンツは苦笑して、あっさりと首を振った。

「なに？　では、この教会の神父を騙だましたのか？　リンツ、私はそういうのは嫌いだ」

　シャトレアが鋭く眉まゆを吊つり上げる。

「いや、騙したわけじゃない。仕事はちゃんとするよ。師匠にはみだりに使うなって言われてるけど……まあ、これくらいなら」

「む？」

　リンツはおもむろに立ち上がると、大穴の空いた縁ふちの部分に近づいた。

　つやのある紺こん碧ぺきの石材。そのひとつに、マイスターの〈刻印〉のある右手を添える。

　そして、透明な声で――詠いはじめた。

　あたりの空気が張りつめる。リンツの周囲を取り巻くように激しい風が起こる。

　目を閉じて、頭の中で――その完成形を想像イメージする。

〈建けん奏そう術じゆつ〉第八の韻律コード――〈修復レストレーシヨン〉は、建材を新たに再構築する第十二式〈再構築リ・ストラクシヨン〉に比べれば、難易度ははるかに低い。

　いまのリンツが満足に使えるのは、この第八式までだった。

　バヂッ――弾はじけるような音をたて、〈刻印〉から蒼あお白じろい雷らい火かがほとばしった。

「これは、あのときの……？」

　シャトレアが目を見開いてつぶやいた。

「リンツ＝レンハイトが銘を刻きざむ！　かつて在あったものよ、在りし日の姿を取り戻せ！」

　脳のう裏りに展開した構造式を叩たたき込みながら、リンツは高らかに叫ぶ。

〈刻印〉から、ひときわまばゆい雷火がひらめいて――

　そして、静せい寂じやくがおとずれた。

「ふう……」

　風が止やんだ。ひと息ついて、リンツは額ひたいの汗をぬぐう。

　屋根に空いていた大穴は、焦こげ痕あとひとつ残すことなく、完全に修復されていた。

「リンツ、これはいったい……？」

　シャトレアが唖あ然ぜんとして訊きいた。

「〈建奏術〉だよ」

「……？　なんだそれは？」

「師匠の所属してた建築士ギルドに伝わる秘ひ奥おうの技。最初に教わったのは九歳のときだ」

　生まれついての〈詠うたい手〉の才と、建築への本質的な理解を必要とする技。

〈神々の建築〉へと至るための技法アート。

　その使い手は〈建奏士マイスタージンガー〉の名で呼ばれている。

　マイスター・ストランゼンが、何故、建築士として未熟なリンツにそれを授さずけたのかはわからない。事実、師はこの秘奥をみだりに使ってはならないと教えていた。

〈建けん奏そう術じゆつ〉に頼るようになれば、建築士としての本来の腕が鈍にぶるから――というのがその理由だったが、はたしてそれだけだったのかどうか。

「……っ！」

　手に鋭い痛みを覚え、リンツは顔をしかめた。〈刻印〉が熱を発していた。もっとも、森で〈再構築リ・ストラクシヨン〉を使ったときのように、火傷やけどになるまでにはいたらなかったが。

「……まるで、奇跡のような力だな」

　シャトレアが感嘆の声を上げた。

「いや、そうでもない。まともにできるのは、せいぜい建物の補修くらいだよ。いつもうまくいくとは限らないし、師匠みたいに完かん璧ぺきに使いこなすことはとても――」

「――へえ、〈石の兄弟団〉の秘奥。この目で見るのは初めてだわ」

「……っ!?」

　突然、背後からかけられた声に驚いて――

「――リンツ！」

　あやうく転落しそうになったリンツの身体からだを、シャトレアがしっかりと抱きとめた。

「……わ、と……！」

「ま、まて、君はどこを触って――」

　屋根の上で、組み敷しかれた格好になったシャトレアが、うわずった悲鳴を上げた。

　リンツの掌てのひらに、弾力のあるやわらかい感触があった。

（……え？）

　まるで、ほどよく熟うれた果物のような。

（……って、これはシャトレアの!?）

　リンツは、自分の手が掴つかんでいるものの正体に気づいて、あわてて手をどけた。

「ち、ちが……ごめんっ……わざとじゃ――」

「い、いいから、早くその手をどけろ！」

　シャトレアが鋭い目でリンツを睨にらみつける。ちょっと涙目になっていた。

「――屋根の上でなんて大胆ね。もしかして、お邪魔だった？」

　と、そんな声が背後から聞こえてきた。

「……っ!?」

　リンツが振り向くと――

　教会の隣に建つ市庁舎の屋根に、一人の少女が立っていた。

　ツーテールの紅ぐ蓮れんの髪をかきあげ、半眼でこっちを見つめている。

　……なんだか、妙な誤解をされているようだ。

（――っていうか、誰だれ？）

　頭に疑問符を浮かべ、首を傾かしげていると――シャトレアが、リンツの身体からだを押しのけて素早く立ち上がった。

「……不覚、〈城砦化フオートレーシヨン〉した状態であれば〈監視塔〉の機能が自動オートで働いたのだが」

　腰の短剣を抜き放ち、あらわれた謎なぞの少女を鋭く睨にらみつける。

「――君は、何者だ」

　短剣の切っ先を向け、鋭く言った。

　普通の人間なら、それだけで身がすくんでしまいそうなほどの気迫だった。

　だが、紅蓮の髪の少女はまったく動じた様子がない。

　肩をすくめ、余裕の表情で受けながした。

「怪しい者じゃないわ。あなたたちの後をつけさせてもらっただけよ」

「それを怪しいというのではないか！」















　シャトレアが厳しい声で言い返した。

　少女にペースを乱されて、めずらしく苛いら々いらしているようだ。

「そうカリカリしないでよ。せっかく可愛かわいい顔してるのにもったいない」

「か、可愛いとはなんだ……私は可愛くなどない！」

「いや、シャトレアは可愛いと思う――」

「リ、リンツ、君までなにを言っているのだ!?」

　シャトレアは顔を真っ赤にして、あたふたとわめいた。

「ふふっ、面白いわね、あなたたち」

　その隙すきに――少女は紅あかい髪をひるがえし、軽やかな動作で、こっちの屋根に飛び移ってきた。まるで猫のような身のこなし。落ちれば骨折どころでは済まない高さなのに、たいした度胸だった。

　シャトレアが、リンツを守るように前に立ち、短剣を構えた。

　だが、紅い髪の少女はまったく動じない。不敵な笑みを浮かべ、

「あなたの右手にある、その〈刻印〉――」

　と、リンツに向かって人差し指を突きつけた。

「大陸最高の建築士、マイスター・ストランゼンのものでしょう？」

「……」

　――そう驚くほどのことではない。マイスター・ストランゼンは、大陸で最も有名な建築家のひとりだ。その〈刻印〉のデザイン――測量器コンパスをモチーフにした幾き何か学がく紋もん様ようは、同業者のあいだなどではそれなりに知れわたっている。

　知っていてもおかしくはない――が。

〈石の兄弟団〉の秘ひ奥おう、〈建けん奏そう術じゆつ〉に関して、それを知る者は多くないはずだ。

　――この少女は、いったい何者なのか？

「僕に、なんの用だ？」

　声に警戒の色をにじませ、リンツは訊きいた。

　紅ぐ蓮れんの髪の少女は肩をすくめると、両手をぱたぱたと振ってみせた。

「そう睨にらまないでよ。あたしも同業者みたいなものだから、そのあたりのことについては、ちょっと詳しいの」

「同業者？」

「ま、あたしはどちらかっていうと〈壊し〉専門なんだけどね」

　少女は片かた眼めをつむり、優雅に微笑ほほえんでみせた。

「あたしは、レティーツィア＝エーデルガルト。技師傭よう兵へい団だん〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の団長よ」



　　　　　　　◇



〈土竜技師団マオルヴオルフ〉――戦場に轟とどろくその名は、リンツも聞いたことがあった。

　城じよう砦さいの破壊、陣地構築、野戦築城、架か橋きよう、掘くつ削さく、攻城兵器の組み立てなど――戦場での土木工作を一手に引き受ける、工兵の傭よう兵へい団だんである。

　大規模な攻城戦にはこういった工兵の存在が不可欠であり、たいていの軍には専門の部隊が組織されていたが、土木技師で構成された傭兵団というのはめずらしい。

〈土竜技師団〉は、ツーラン砦とりで包囲戦、トラキア城攻略戦、第二次ドーバル城攻略戦など、名だたる攻城戦に参戦し、難攻不落といわれた城砦をことごとく陥かん落らくさせてきた。

　その団旗に描えがかれた紋章は、地の底を這はうモグラである。それは、彼らが〈モグラ掘り〉と呼ばれる城攻めの戦法を得意としたことに由来した。

　木製の支柱で天井を支えながら、敵の城壁の下まで地下トンネルを掘り進める。そして、城壁の真下まできたところで支柱を一気に焼き払うと、土盛りの上に築かれた城壁はいとも簡単に倒とう壊かいするのである。聞けば単純そうに思えるが、実際には高度な工作技術を必要とする危険な戦法だ。

（シャトレアの言ってた「爪つめの長いずんぐりした生き物」の旗っていうのは、〈土竜技師団〉の旗だったんだな……）

　ぼんやりと、そんなことを思いながら――

　リンツは、向かいに座る端たん麗れいな顔立ちの少女を見つめていた。

　レティーツィア＝エーデルガルト。十七歳。

　こんな年とし端はもいかない少女が、噂うわさに名高い傭兵団の団長だとは、にわかに信じられない。

　教会の神父から報酬を受け取ったあと、リンツたちは、レティーツィアにうながされ、なかば強引に街の食堂へと連れてこられた。

　油の匂においの充満する食堂のテーブルには、唐辛子をたっぷりきかせた豆料理、鶏肉と野菜の炒いため物、砂糖をまぶして揚げたパン、パスタ、オニオングラタンのスープなど、なかなか豪勢な食事がところ狭しと並んでいる。すべてレティーツィアのおごりだった。

「ほらほら、君も遠慮しないで。ここは炒め物が美お味いしいのよ」

「……」

　リンツの〈城〉たるシャトレアは、さっきから、ほとんど無言で料理を口に運んでいる。

　べつに怒っているとかそういうわけではない。ただ食べるのに夢中なのだ。

　最初は、この猫のような少女を警戒していたシャトレアも、彼女に料理をふるまわれ、すっかり籠ろう絡らくされてしまっていた。それを見たリンツはなんとなく、兵ひよう糧ろう攻めにされた城の兵が、豚の丸焼きの匂いに我慢できなくなって城門を開け放ち、その城はあっさり陥落してしまった――という戦場の故事を思い出したが、なにも言わなかった。

（シャトレアって、力攻めにはめっぽう強いけど、搦からめ手には弱い気がするな……）

　人知れずため息をつく。実際、古今の難攻不落を謳うたわれた城じよう砦さいも、そんなことであっさり陥かん落らくしてしまった例は多いのだ。

　――僕がしっかりしなくちゃ、とリンツは思う。

「それで――」

　と、リンツは料理には手をつけずに切り出した。

「高名な〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の団長が、僕になんの用ですか？」

　レティーツィア＝エーデルガルトは、にっこりと微笑ほほえんだ。

「単刀直入に言うわ。君、うちの傭よう兵へい団だんにこない？」

「え？」

　リンツは訊きき返した。シャトレアもクリームパスタの皿から顔を上げた。

「あたしはこの街でスカウトをしていたの。優秀な技師を迎え入れるためにね」

　レティーツィアの目が、ついと〈刻印〉の刻きざまれたリンツの右手に向けられた。

「僕は優秀な技師なんかじゃない。師匠がすごいだけだ」

「なに言ってるの？　大陸最高峰の建築士、マイスター・ストランゼンの〈刻印〉を受け継いだ、ただ一人の徒と弟てい――優秀でないとは言わせないわ」

「師匠は、僕に才能があるから弟子にしたわけじゃない」

「……？　じゃあ、どうして？」

「それは……」

　わからない、とリンツは首を横に振った。

　マイスター・ストランゼンが何故、とるに足らない孤児に過ぎなかったリンツとエリッセを拾い、育ててくれたのか――それを師に訊たずねたことはなかった。

　どうしてか、その答えを聞くのが怖かったのだ。

「この〈刻印〉だって、本当は、受け継ぐ資格なんてなかったんだ。建築士としてまだまだ未熟だっていうのに、師匠はどうして僕に――」

「だからなに？」

（――え？）

　レティーツィアはにっこりと笑っていた。だが、その瞳ひとみの奥は笑っていない。

　挑発とか、そういう感じではなかった。なぜか、少女は本気で怒っているように見えた。

「〈刻印〉を受け継ぐ資格がどうとか、そんなことは関係ないわ。きっかけはどうあれ、与えられた力をどう使うか、それを決めるのは君でしょ？」

「……」

　レティーツィアは、ふっとため息をつくと、紅ぐ蓮れんの髪をかきあげた。その手に、楔くさびの形をあしらった、紅あかい〈刻印〉が刻まれているのにリンツは気がついた。

「あたしが、マイスター・アルベルティから〈刻印〉を授さずかったのは、十四歳のときよ」

　と、彼女は言った。

　マイスター・アルベルティといえば、聖堂建築の巨匠とされる高名な建築士だ。

　その徒と弟ていの証あかしである〈刻印〉を、十四歳という若さで継承した――？

「あたしは力が欲しかった。だから、血のにじむような努力をして、この〈刻印〉を継承した。でも、それが目的だったわけじゃない。その力で成し遂とげたいことがあった」

　燃えるような紅ぐ蓮れんの髪。凛りんとした黒い瞳ひとみが、リンツの目を見つめた。

「リンツ＝レンハイト、君のその力で、あたしの野ゆ望めに手を貸してくれない？」

「……」

　リンツは、自身の手に刻きざまれた〈刻印〉をじっと見つめた。

　マイスター・ストランゼンから授さずかった秘ひ奥おうの技――〈建けん奏そう術じゆつ〉。

　この力を、何かに役立てることなんて、できるのだろうか。

　いや、何かに――ではない。

　いまのリンツには、はっきりとした目的があった。

　絶対になしとげなくてはならない、目的が。

（そうだ。この手でエリッセを救い出すために、僕は、どんなことでもすると誓ったんだ）

　なら――と、リンツは強く拳こぶしを握り締しめる。

「ひとつ、確認してもいいか？」

「うん？」

　レティーツィアは、リンツの表情が変わったことに気がついた。

「団長の君がこの街にいるっていうことは、〈土竜技師団マオルヴオルフ〉は諸侯同盟の工兵部隊として、リール要よう塞さい攻略に参戦するつもりなんだな？」

「当然。大陸最高峰の城じよう砦さい技師、マイスター・ヴォーバンの手がけた要塞――陥かん落らくさせれば〈土竜技師団〉の名声はさらに高まるわ。相手にとって不足はない。最強の技師傭よう兵へい団だんの誇りにかけて、絶対に落としてみせる」

　少女は不敵に笑った。その黒い瞳は自信に満ちていた。

「――わかった」

　リンツはうなずいた。

「レティーツィア＝エーデルガルト、僕を〈土竜技師団〉に雇ってくれ」

「ありがとう。歓迎するわ。リンツ＝レンハイト」

　レティーツィアの差し出してきた手を、リンツは固く握り返した。

　それから、横で静観していた彼の〈城〉へと向きなおる。

「シャトレア、いいか？」

「かまわない。私は君の〈城〉だからな」

　シャトレアは穏おだやかな表情でうなずいた。

「……ふーん。その娘こは剣士なのね。本当は技師が欲しいところだけど、ま、いいわ。まとめて面倒みてあげる。攻城兵器の護衛も必要だしね」

「私は剣士ではない」

　シャトレアはちょっとむっとした声で言った。

「私はリンツの〈城〉だ」



　　　　　　　◇



　その夜。レティーツィア＝エーデルガルト率ひきいる〈土竜技師団マオルヴオルフ〉に雇われたリンツは、湯気の立つ露ろ天てん風ぶ呂ろに身体からだを沈め、頭上に広がる星空をながめていた。

「……ふう。生き返る」

　熱い湯でぱしゃぱしゃと顔を洗い、爪つま先さきからくーっと背を伸ばすと、全身の筋肉がぎしぎしと悲鳴を上げる。たまっていた疲労が一気に押し寄せてきた。

　アーレンダム名物の温泉である。近隣にある火山の熱で温められた温泉は、鉱物ミネラルが豊富に含まれており、旅の疲れを癒いやしてくれる。アーレンダムには同じような温泉宿がいくつもあるが、この浴場は〈土竜技師団〉の貸し切りだった。

　この街に滞在しているあいだ、レティーツィアが湯ゆ浴あみに使うためらしい。

（……ひょっとしたら、彼女、ものすごいお嬢様なのかもしれないな）

　そんなことを思いながら、石造りの湯船に頭をもたせかける。

　師匠とエリッセと、三人で旅をしていた頃ころ、たまに浴場を使う機会があった。

　大陸の各都市にいまも遺のこる、古代ロムルス帝国時代に造られた浴場の修復作業を、都市の市長から依頼されることがあったのだ。

　明日はどこへ行くともわからない、放浪の旅だった。

　それでも、あのときは楽しかったなと、思う。

「……」

　ふいに、エリッセと交わした約束を思い出した。

　――いつか、リンツの建てたお城を私に見せてね。

　――そしたら、私がお姫様になってあげるから。

　それは〈城しろ姫ひめ〉にされる前の彼女と、最後に交わした言葉だった。

　師匠に、エリッセを守ってくれと頼まれた。

　それなのに、彼女を守ることができなかった。

　守るべきはずの彼女に守られてしまった。

　悔恨。爪つめが食い込むほどに拳こぶしを握り締しめる。

（……でも、師匠はどうして、あんなことを言い残したんだろう？）

　彼が突然、失しつ踪そうしたことと、何か関係があるのだろうか。

　あの不気味な鉄仮面の男。そして、師の旧友だったという、マイスター・ヴォーバンは、エリッセを〈城しろ姫ひめ〉の適性者だと言っていた。ヴォーバンは最初から、彼女を要よう塞さいの〈城姫〉にするつもりで、リンツたちを迎え入れたのだろう。

　……師匠は、エリッセが狙われることを知っていたのか？

　エリッセの胸元にあった五芒星ペンタグラムの印。

　シャトレアの腕に刻きざまれた七つの〈刻印〉の中にも、同じ紋もん様ようがあった。

　シャトレアもまた、師匠を捜していた。

　彼女自身の来歴を――〈城姫〉として生まれてきた意味を知るために。

（……マイスター・ストランゼン、いったい、あなたは何をしているんですか？）

　月のかかる夜空を見上げながら、胸中でひとりごちる。

　彼は、いまもこの同じ星空の下にいるのだろうか。

　それとも――

「……」

　考えまいとするように、リンツはかぶりを振った。

（……だめだ。強くならないと。たとえ師匠がいなくても）

　大切なものを、自分の力で守れるくらい――

　ちゃぷ。

（……ん？）

　ふいに、近くでそんな音がした。

　リンツは顔を上げ、ごしごしと目をこすった。

（……っ!?）

　思わず、悲鳴を上げそうになる。

　湯気のむこうに、うっすらと、長い髪を垂らした小柄なシルエットが浮かんでいた。

　蒼そう焔えんをまとう白銀の髪に、なめらかな白い肌。おしげもなくさらけだされた裸身が、ハッと息を呑のむほど艶なまめかしい曲線を描えがいている。

　シャトレアだった。

（……っ、ちょ、嘘うそだろっ……っていうか、ここって混浴だったか!?）

　いや、そんなはずはない。たしか宿の前に看板が出ていたはずだ。

（……って、いまはそれどころじゃない！　と、とにかく隠れないと！）

　あわててきょろきょろあたりを見回すが、隠れることのできる場所なんてどこにもない。

　一瞬、〈建けん奏そう術じゆつ〉を使って壁を造ろうかと本気で考えかけたが、そんなことをしたらすぐに見つかるに決まっている。すっかり気が動転してしまっていた。

　ちゃぱあっ。

「……」

　ゆっくりと、リンツは振り向いた。

　湯船に入ってきた彼女と、目が合った。

　――そして、絶句する。

　蒼あお白じろい月光が、濡ぬれた彼女の裸身をくっきりと照らし出していた。

　リンツの目は、一瞬、この危機的状況も完全に忘れて、彼女に釘くぎ付づけになった。

　いや。決して、いやらしい気持ちとか、そういうわけではない……と思う。

　およそ建築や美術に関かかわる者なら、誰だれだって、目を離せなくなるはずだ。

　美の女神が自らの手で彫刻をほどこしたような、美しいその肢し体たい。

「……」

　綺き麗れい、だった。

　思わず、息を呑のむほどに。

「きゃあっ！」

　シャトレアが、ふだんの彼女からはとても想像できない、女の子っぽい声を上げた。

　リンツはハッとして現実に引き戻される。

「あ、うあ、う……リ、リンツ、な、なぜ……!?」

　意外に豊かな胸をバッと隠し、彼女は喘あえぐようにうめいた。

　カァァァッと、その全身が真っ赤に染まる。

　透き通った蒼あおい瞳ひとみに、うっすらと涙が浮かんでいた。

「ち、ちが……ちがうんだ、シャトレア！」

　もはやなにが違うのかもわからなかったが、リンツは必死になって首を振る。

「っていうか、なんでシャトレアが……？」

「わ、私は、レティから、いま浴場には誰もいないと聞いて――」

（レティか……くそっ、謀はかられた……！）

　湯船の中で、リンツは頭をかかえた。

　紅あかい髪の少女のくすくす笑う顔が、いまにも見えるようだ。

「と、とにかくごめん！　いますぐ出てくから――」

「ま、待て、リンツが出ていくことはない。確認しなかった私が悪いのだ」

「いや、僕が――」

　リンツはザバアッと立ち上がる。

「リ、リンツ、なにを!?」

　シャトレアが両手で目を覆おおった。

「え？　……わ、ご、ごめん！」

　リンツはあわてて湯船に浸つかりなおした。

「……」

「……」

　数秒間。気まずい沈黙がおとずれる。

　ちゃぷん。わずかに距離をとって、シャトレアも湯の中に身体からだを沈めた。

「……えっと、シャトレア、怒ってる？」

「べつに、怒っては……いない。いまのは不可抗力だったのだしな」

　シャトレアはこほん、と咳せき払ばらいして顔を赤らめた。

「だが、いまリンツがこっちに顔を向けたら……」

「向けたら？」

「私の〈城〉の機能の一つ、〈地下拷問室〉を解放することになる」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

〈城砦化フオートレーシヨン〉もしていないのに、ものすごい重圧感だった。

　……っていうか、そんな機能もあるのか〈城しろ姫ひめ〉は。

　リンツが戦せん慄りつに身を震ふるわせていると。

　シャトレアが、くーっと猫のように背を伸ばしながら、つぶやいた。

「しかし、温泉というものには初めて入ったが、これはとても気持ちいいものだな」

　夜よる闇やみに浮かびあがる、白いうなじが艶なまめかしい。

　顔を向けると〈地下拷問室〉らしいので、リンツはドキドキしながら、水面に映った彼女の裸身にちらっと目をやった。

　リンツも年とし頃ごろの男の子である。どうしたって魅力的な異性の裸には興味がある。

　月明かりを反射してきらめく白銀の髪。

　凜りん、と強い光を放つ、透明な蒼あおい瞳ひとみ。高潔な魂を宿すかのような、白はく磁じの肌。

　ぼんやりと、水みな面もに映る彼女の横顔を見つめているうちに――

　ある鮮明なイメージが、リンツの脳のう裏りに閃せん光こうのようにひらめいた。



　――森の中に、ひっそりとそびえ立つ、美しい白はく亜あの城。



　その光景が、まるで目の前に存在するかのように、あざやかに思い浮かんだ。

　天てん啓けいのようにひらめいたその着想は、熱い創作意欲となって脳裏を駆けめぐる。

　それは、リンツがかつて感じたこともないような、不思議な感覚だった。

「あ……」

「……？　どうした、リンツ？」

　突然、声を上げたリンツに、シャトレアが胸元を隠しながら訊きいてきた。

「あ、いや、えっと、その……」

　リンツは、彼女の映り込んだ水面からあわてて目を逸そらす。

「突然、頭の中にイメージが湧わいたんだ」

「イメージ？」

　ちゃぷ、と身を乗り出すシャトレア。

　リンツは、じっと自分の手を見つめながら、こくりとうなずいた。

「……うん。なんていうかさ、建築士として恥ずかしい話だけど、僕はこれまで、自分の創りたいものなんてなかったんだ。ずっと、師匠の背中を追いかけて、師匠の技術を模も倣ほうするばかりだった。それでいいと思ってた。――だから、こんなこと、初めてなんだ」

　真しん摯しな情熱を語るリンツの横顔を、シャトレアは、ちょっと驚いたように見つめた。

「ふむ、それで、どのようなものをイメージしたのだ？」

「……」

「どうした？」

「……えっと、その……シャトレアを」

「……私、だと？」

　きょとん、とした表情で目をぱちくりさせる彼女。

「ああ。僕は、シャトレアをモチーフにした〈城〉を創りたい」

　リンツはきっぱりと言った。それは、リンツが偉大なマイスターの下で建築士としての修行をはじめてから初めて抱いた、純粋な創作意欲だった。

　――あの日、エリッセに見せてやると約束した、リンツの〈城〉。

　その構想にふさわしいモチーフを、ここに見つけたのだ。

（……エリッセ。かならず助け出して、僕の創つくった〈城〉を見せてやるからな）

　その思いを、強く胸に刻きざみ込む。

　ひらいた掌てのひらをじっと見つめ――そして、

「――シャトレア、頼みがある」

「なんだ？」

「僕に、剣を教えてほしいんだ」

「剣を？」

「ああ。この手で大切なものを守れるくらい、強くなりたいから――」

　リンツは顔を上げ、静かに拳こぶしを握り締しめた。



　　　　　　　◇



「――諸侯同盟が傭よう兵へいをかき集めているようです。総攻撃の準備でしょう」

　総監の執務室に呼ばれた、リール要よう塞さいの技術将校、セバスティアン・ル・プレストル・ド・ヴォーバンは、直立したまま、部下から上がってきた報告書を読み上げた。

　執務机の前には、要よう塞さいの現総監である鉄仮面卿きようが座している。報告を聞いているのかいないのか、羽根ペンでどこかへ宛あてた手紙を書いているようだ。

　ヴォーバンは、じっと彼を観察しながら、胸中でつぶやいた。

（……実際のところ、いったい何者なのだろうな。この男は）

　それは、これまでヴォーバンが幾度となく繰り返してきた問いだった。

　彼が調査したところ、この鉄仮面の男は、王室に叛はん逆ぎやくした政治犯として、二年前まで監獄島の異名を持つ〈イフ城じよう砦さい〉に投獄されていたという。それが、釈放されてからほんの半年ほどで中央に返り咲き、リール要塞の総監に任じられた。

　過去の経歴は一切不明。罪状の詳細も不明。イフ城砦に収監された時期さえ不明であった。そもそも、王室叛逆罪という大罪を犯し、死刑にならないどころか、釈放されたということが、まずもって信じがたい。少なくとも、王室に所縁のある者か――いや、王室叛逆罪は母后や王弟でさえ、決して赦ゆるされることのない罪状だ。

　そして、なによりも不可解なのが――

　この男が、建築士ギルド〈石の兄弟団〉の最高の階位にいることだった。



　第十二階位――〈巌がん窟くつ王おうのダンテス〉



　第七階位のヴォーバンより高位に座する者の存在を、彼はほかに二人しか知らない。

　一人は、ギルドの頂点に君臨する〈眼オクルス〉と呼ばれる存在。

　一人は、大陸最高峰の建築技師、第十階位〈城じよう砦さい王おうのストランゼン〉――もっとも、彼は二年前に〈石の兄弟団〉を追放されていたが。

（第十階位へ上り詰めた者は〈城しろ姫ひめ〉の秘技に手が届く、と言われているが……）

〈城姫〉――ヴォーバンが長年渇望してきた、神の秘蹟アルカナに。

　報告を読み終えたヴォーバンが黙していると――

「それで？」

　と、鉄仮面卿が静かに顔を上げた。どこか面白がるような声。

「あれから三日が経たちました。率直にお聞きしたい。〈城姫〉、エリッセ＝イストバラドは宿るのですか、このリール要塞に？」

「さて、どうでしょうね。お姫様はあれ以来、たいそう機嫌を損そこねてしまったようです。城主マイスターであるはずの私を拒絶して、いまだに眠り続けている」

　鉄仮面卿はしわがれた声を震ふるわせ、くっくっ、と愉快そうに嗤わらった。

　ヴォーバンは内心にわきたつ苛いら立だちを抑えながら、なおも言いつのる。

「笑いごとではありません。〈城姫〉が宿らなければ、このリール要塞は陥かん落らくするかもしれないのですよ」

「べつに構わないのでは？」

「は？」

　意味がわからずに、ヴォーバンは訊きき返した。

「……ああ、冗談ですよ。どうか気になさらず。それにしても、大陸最高の城じよう砦さい技師、ヴォーバンともあろうものが、ずいぶんと自信のないことですね」

「笑えぬ冗談です。この要よう塞さいに〈城しろ姫ひめ〉を宿すのがあなたの役目だ。その任を果たせなかったときは、本国から相応の処分が下されるとお考えください」

　ヴォーバンは、こんどは苛いら立だちを隠そうともせず、そう告げた。

　失しつ踪そうした師の行方ゆくえを捜し求め、ヴォーバンを訊たずねてきた二人の子供。

　その片割れ、エリッセ＝イストバラドに〈城姫〉の適性者としての資質を見み出いだし、それを中央に報告したのはヴォーバンだ。そして、要塞に〈城姫〉を宿らせるための儀式を執りおこなうため、派遣されたのが、この鉄仮面の男だった。

　すべては祖国のためだ――と、ヴォーバンは自身に言い聞かせる。要塞に〈城姫〉が宿れば、王国北部の守りは鉄壁となり、諸侯同盟も戦争を継続することができなくなる。

　そのために、一人の少女が犠牲になるのはやむをえない。

　フランキスカ王国に仕つかえる軍人として、彼はそう考えた。

　――いや。本当にそれだけか？

　軍人ではない。建築士としてのヴォーバンが問いかける。

　みずからの手がけた建造物に〈城姫〉を宿らせる――幼い頃ころからあこがれ続けてきた、それが彼の見果てぬ夢だった。その妄もう執しゆうといってもいいほどの願望のために、彼は技術将校として、数多くの城砦建築を手がけてきた。

〈城姫〉は崇すう高こうな建造物にのみ宿る――という、その伝承を信じて。

　その〈城姫〉がついに、自身の最高傑作である要塞に宿るというのだ。

　それを知ったとき、ヴォーバンの心は、自身でも驚くほどの歓喜に満たされた。

　故ゆえにこそ、宿るはずだった〈城姫〉が、いまだ彼の〈城〉を拒んでいる――というこの状況が歯がゆくてしかたがない。

「〈城姫〉を完全な形で宿らせるには、なんとしても、エリッセ＝イストバラドに最も近しい者、リンツ＝レンハイトを捕らえなければならない、ということですか」

「ああ、その件についてですが、今朝、私の部下から面白い報告が上がってきましたよ」

「追っ手の兵士たちが、森の中で彼を取り逃がしたという報告ですか？」

　ヴォーバンも部下からその報告は聞いていた。なんでも、十数人いた兵士が、通りすがりの女騎士にあえなく撃退されたというのだ。

　にわかには信じられない話だったが。

「その女騎士――どうやら、〈放浪の城しろ姫ひめ〉のようです」

「まさか……!?」

　放浪の城姫。

　自らの〈城〉に君臨せずに、大陸を放浪し続ける――謎なぞに満ちた〈城姫〉。

　それが、リンツ＝レンハイトと一緒にいる？

（――いったい、何故？）

　いや、あの少年はあのマイスター・ストランゼンの徒と弟ていだ。なにか〈城姫〉を惹ひきつけるものを持っていたとしても、おかしくはない。

「リンツ＝レンハイトと共に行動しているのが、本当に〈放浪の城姫〉なのだとしたら、彼を捕らえることは困難ですな。それこそ兵士の一個大隊が必要になる」

「一個大隊程度では返り討ちですよ。なにしろ相手は〈城〉ですからね」

　鉄仮面卿きようは肩をすくめ、インクが乾いたばかりの手紙を投げてよこした。

「これは？」

「〈騎士団〉への要請状です。至急届けさせてください」

「テンプル騎士団、ですか？」

　ヴォーバンは怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。宛あて名なに書かれていたのは、聖せい遺い物ぶつの探索を使命とする、歴史は旧ふるいが、たいした兵力を持っているわけではない、小規模な騎士団の名前だったからだ。

「しかし、この規模の騎士団では、〈城姫〉を捕らえることなど――」

「もちろん、騎士はお目付役に過ぎません」

　鉄仮面の奥で歪ゆがんだ笑いが生まれた。

「――〈城姫〉を狩るのは〈城姫〉ですよ」










第四章　水獄の城



　リンツが、レティーツィアの率ひきいる〈土竜技師団マオルヴオルフ〉に雇われてから二日が経たった。

　アーレンダムに宿営する技師団は、リール攻略戦のはじまる日に備そなえて、着々と戦いくさの準備を整えていた。

　夕刻。空が赤く染まりかけた頃ころ。

「踏み込みが甘い！」

　城壁の外、宿営地から少し離れた場所で、かん高い剣けん戟げきの音が響いていた。

「くっ……！」

「リンツ、目が泳いでいるぞ。相手の腰の動きをよく見ろ」

　シャトレアの剣が、リンツの脇わき腹ばらをえぐるように突き出される。とっさにかわしたものの、体勢を立て直す前に、横よこ薙なぎの斬ざん撃げきを打ち込まれていた。

　スパァンッ！

　鋭い音。シャトレアの剣がしたたかに胴を打った。あばらが折れたかと思うほどの衝撃に、声にならない悲鳴を上げながら、リンツは草の生えた地面に転がった。

「……っ、あ、く……」

「胴ががら空あきだ。あるいは、よけずに前に突き込んでくれば勝機はあったものを」

　やれやれ、と肩をすくめながら、シャトレアは地面に剣を突き刺した。

　訓練用の木剣である。おまけにリンツは革かわ鎧よろいを着込んでいる。それでもこの激痛だ。本物の剣を持っていたら――きっと、胴体ごと真まっ二ぷたつにされていただろう。

「あの、さ、シャトレア……もうちょっと、手加減してほしいんだけど」

　ようやく息ができるようになったリンツは、地面に膝ひざをつきながら、うめいた。

「む、これ以上は手加減のしようがない」

　微風になびく白銀の髪をかきあげながら、彼女はにべもない。

　リンツはその場にがっくりとうなだれた。〈城砦化フオートレーシヨン〉もしておらず、片腕一本、おまけにせいいっぱい手加減しているらしいシャトレアに、まったく歯が立たない。

「まあ、剣の筋は悪くない。〈練兵場〉の機能を持つ私と訓練を積めば、それなりのものにはなるだろう。しかし、君の剣にはまだ覚悟が足りない。いいか、いかに技量があろうと、覚悟のない甘い剣は、いざというとき役にたたないぞ」

「……っ！」

　覚悟。

（僕には……まだ覚悟が足りないっていうのか）

　シャトレアの言葉に、萎なえかかっていた心が、再び熱を帯おびはじめる。

　エリッセをこの手に取り戻す。そのためには何だってする。

　その覚悟。

（……あのとき、僕は、何もできなかった）

　技師たちの血にまみれた礼拝堂。狂ったような哄こう笑しようを上げる鉄仮面の男。

　冷酷な表情でリンツを見下ろし、軍刀を振り上げる、マイスター・ヴォーバン。

　思い返すだけで、身体からだの芯しんから恐怖がよみがえる。

（……でも、もう逃げない）

　拳こぶしを開き、木剣を握り締しめる。

　この訓練は、剣の技量を上げることが目的じゃない。そんなものは一朝一夕では身につかない。これは、一度、逃げてしまった弱い心を断つ――そのための訓練だ。

「……もう一度だ。シャトレア」

「それでこそ、私の城主マイスターだ」

　シャトレアがふっと微笑した。

「うあああっ！」

　リンツは立ち上がった。木剣を両手に構え全力で突っ込んでいった。

「――甘い」

　あっさりと、剣をはね飛ばされた。

　指先から腕にかけて痺しびれるような痛みが走る。

「まだまだっ！」

　リンツは再び剣を握ると、こんどは片手で突きかかっていった。

「――覇気はいい。だが動きが単調だ」

「どうかなっ」

　叫び、リンツは〈建けん奏そう術じゆつ〉の詠えい唱しようを解きはなった。右手の〈刻印〉から蒼あお白じろい火花がほとばしり、なにもないはずの空間から、七、八本の剣が出現した。

　実在の剣があらわれたわけではない。

　それは、イメージを投影しただけの、まやかしの剣。

　最も単純な詠唱で使うことのできる〈建奏術〉第一の韻律コード――〈構想イメージ〉。

　シャトレアの顔に驚きよう愕がくの色が浮かんだ。

「もらった！」

　そのまま、リンツは勢いよく突きかかった。

　捉とらえた――と思った瞬間、彼女の姿が眼前からかき消えた。

「……っ！」

　刹せつ那な。横腹に強烈な膝ひざ蹴げりを喰くらい、リンツの身体は放物線を描えがいて吹っ飛んだ。



　……リンツが意識を取り戻したのは、それから数分後だった。

「――ンツっ、リンツっ、大丈夫か！」

　目を開けると、心配そうに見下ろすシャトレアの顔があった。

　やわらかい白銀の髪先が頬ほおに落ちかかり、くすぐったい。

　苦痛のうめき声を上げながら、リンツはゆっくりと身を起こした。

「……すまない、やりすぎた」

「いや、いいよ。まさか膝ひざ蹴げりが来るとは思わなかったけど」

　だが、実戦とはそういうものなのだろう。彼女はそれを教えてくれたのだ。

「シャトレア、もう一回頼む」

「その意気はたいしたものだ。だが、痛みが引くまでもう少し休んだほうがいい」

　シャトレアはリンツの肩にそっと手を添えた。

「……休んでるわけにはいかないよ。エリッセが待ってるんだ」

　リンツはその手を振り払い、木剣を杖つえ代わりにして、よろよろと立ち上がった。

　両りよう脚あしをわずかに開き、真正面に構える。

「君の気持ちはよくわかった」

　シャトレアは、ため息まじりに肩をすくめ――

　それから、ふと思いついたように、言ってきた。

「さっきの〈建けん奏そう術じゆつ〉を組み合わせた攻撃は悪くないな。私も不意をつかれた」

「うん。とっさに考えついて、やってみたんだけど……」

「……そうだな。剣技のほうは、いくつかの決まった型を繰り返し修練して、それを確実に使いこなせるようにする。そして単調になりがちな剣の筋を〈建奏術〉で意表をつくことによってカバーする、というのがいいと私は思う」

（……〈建奏術〉を戦闘の技術として使う、か）

　たしかに、できないことはないと思う。

　実際、師匠がそういう使い方をするのを、見たこともあった。

　昔、リンツたちを乗せた馬車が山賊に襲われたときのことだ。マイスターは馬車を一瞬で、大おお鎌がまのついた戦車チヤリオツトに造りかえ、山賊どもを蹴け散ちらしたのだった。

「でも、師匠には〈建奏術〉を、そういうことに使うなって言われてるんだよな……」

「リンツ＝レンハイト、君は、どんなことをしても、君の幼おさな馴な染じみを助け出すという覚悟で、私と協力関係を結んだのではなかったか？」

　シャトレアの厳しい口調に、リンツはハッとなった。

（――彼女の言う通りだ。いまはそんなことを言ってる状況じゃない）

　手の甲に刻きざまれた〈刻印〉をじっと見つめる。

（この力を、エリッセを取り戻すために、使うことができるなら――）

　一切のためらいもなく、使うべきなんだ。

「……わかった。やってみるよ」

「よし。では訓練を再開するぞ」

　シャトレアが木剣を手にとり――

　くんくん。目をとじて鼻をひくつかせる。

　宿営地のほうから、うまそうな夕飯の匂においがただよってきた。

「……ふむ。今日は兎うさぎ肉を煮込んだシチューか」

　ぽつり、とシャトレアがつぶやいた。

「ひとまず食事にしよう。腹が減っては訓練にならないからな」

　わずかに顔を赤らめる彼女を見て、リンツはやれやれ、と苦笑した。



　　　　　　　◇



　――わずかに欠けた月が、夕ゆう闇やみの空に浮かんでいる。

　レント川にかかる石橋の上。奇妙な二人組が、川かわ面もに映る月を見下ろしていた。

「今こ宵よいは満月に近い。君の力を使うにはおあつらえむきじゃないか、なあ、ミシェル」

　フード付きの白いローブに身を包んだ男が言った。

　若い、少年とも思える声だ。フードの端から、わずかに銀の髪が覗のぞいている。

　腰には、ナックル・ガードのついた細身の剣と、まだ一般には出回っていない武装――華美な金細工の装飾を施ほどこされた短銃が吊つるされていた。

　ノイン＝ギャラハム。

　大陸各地に眠る聖せい遺い物ぶつの回収を任務とする〈テンプル騎士団〉の騎士シユヴアリエ。

　彼は騎士団長から〈放浪の城しろ姫ひめ〉回収の命を受け、この地に派遣されていた。

「はい。本拠地からこれほど離れて力を行使するのは初めてですが、月が満ちていれば、稼働に問題はありません」

　彼のかたわらに立つ、ミシェルと呼ばれた少女が、感情のない声でうなずいた。

　年齢は十五歳ほどだろうか。

　夕闇に映える、プラチナブロンドの髪。

　濃いダークブラウンの瞳ひとみに、幽ゆう玄げんめいた白い肌。

　黒い修道服を身にまとった、氷のような美び貌ぼうの少女である。

　祈るように両手を絡め、夕闇の空にかかる月を見上げている。

「ミシェル、相手は〈城姫〉だ。あまり舐なめてかからないほうがいいぞ」

「〈城〉のない〈城姫〉など、この私の敵ではありません」

　言って、修道服の少女――ミシェルは、川の水面に手をかざした。

　その手には〈水竜〉を象かたどった紋もん様ようが刻きざまれている。

「――〈城砦化フオートレーシヨン〉」

　つぶやくと、その身にまとっていた修道服が闇やみに溶けるように消失する。

　リボンで結ばれた髪がはらりとほどけ、プラチナブロンドの髪が扇のように広がった。

　あたりの闇が、黒革の戦いくさ装しよう束ぞくとなって、少女の裸身をきつく縛り上げていく。

　騎士の甲かつ冑ちゆうではない。それは――まるで死神のような漆しつ黒こくのドレスだった。

　鈍にぶく輝く銀の錫しやく杖じようが、少女の手中にあらわれる。

　一瞬にして姿を変化させた少女は、凍いてつくような声で告げた。

「百年戦争の際、愚おろかにも私を攻め立てたロンディニア軍は、海の底に沈みました」

　水面に映った、満月に近い月。それをすくいとるように手をかかげる。

「〈放浪の城しろ姫ひめ〉もまた、同じ運命をたどることになるでしょう」

「……む!?」

　刹せつ那な。レント川の水面を眺めていたノインは、驚きよう愕がくに目を見開いた。

　ゆっくりと。静かに。

　だが、確実に。

　水の勢いが増していく。

　そして――

「さあ、〈城姫〉狩りをはじめましょう、城主マイスター」

　水が、堤つつみを破ってあふれ出した。



　　　　　　　◇



　疲れた脚あしを引きずりながら、城壁の外にある〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の宿営地へ戻ると、レティーツィアと技師たちが、荷馬車で運び込まれた建材を梱こん包ぽうしているところだった。

「……これは？」

　と、リンツが訊たずねると、レティーツィアは腰に手をあてて微笑ほほえんだ。

「これまで数多くの城壁に穴をぶちあけてきた〈土竜技師団〉攻城兵器よ。バラしたパーツを戦場で組み立てるの」

　ぽんぽん、と梱包された腕木を自慢げに叩たたく彼女は、いつもの策士のような不敵な笑みではなく、ずいぶんと無防備な笑顔を浮かべている。

　こういう表情もあるんだな――と、リンツはちょっとドキッとした。かなり大人おとなびてはいるが、レティーツィアだってしょせんはまだ十七歳の女の子なのだ。

「どうしたの、リンツ？　あたしの無邪気な笑顔に見み惚ほれたりなんかして」

（……前言撤回）

　リンツは胸中でため息をつく。

「へへ、リール要よう塞さいの門を、おれのでっかいこいつでぶち開けてやるんだ！」

「おう、そいつはいいな！」

　破は城じよう槌ついを梱こん包ぽうしていた技師の下品な冗談に、男たちがげははと声をたてて笑った。

「あんたたち、ちょっとは自重しなさいよ。いまは年とし頃ごろの女の子がいるんだからね」

「いやあ、すまんすまん……可愛かわいい女の子がいると、つい、な」

　技師はまったく反省していない様子でからからと笑う。

「シャトレアちゃんが反応してくれるのが楽しくてなあ」

「そうそう、昔は団長も可愛い反応してたのに、いまじゃすっかり動じなくなっちまって」

「寂さびしいもんだよなあ。あの頃ころの初うい々ういしい団長が、俺おれたちゃ忘れられないぜ」

　レティーツィアはにっこり笑い、

「死になさい。この変態ども」

　部下の技師たちの尻しりを順繰りに蹴け飛とばす。

「おうっ！」「はうっ！」「ああっ！」

　蹴飛ばされた男たちは、なぜか、ちょっと嬉うれしそうな顔で悲鳴を上げた。

　ぱんぱん、と手をはらい、彼女はシャトレアのほうを振り返る。

「ごめんね。うちの団員、デリカシーのない連中ばかりで」

「ど、どうということはない。私をうぶな小娘といっしょにするな」

　シャトレアの顔は、ちょっと赤くなっていた。

「ところで、レティ、これは、もしかして〈トレビュシェット〉か？」

　と、シャトレアが荷馬車に載った巨大な腕木を睨にらみつけながら言った。

「……？　ええ、そうだけど。すごいわね。腕木のパーツだけでわかるなんて」

　レティーツィアは意外そうな目をシャトレアに向けた。

「……これが、トレビュシェット？」

　リンツは荷馬車に積み込まれた腕木をまじまじと見つめた。

　破城投石機トレビユシエツト。投石機カタパルトとは異なる原理で設計された、大型攻城兵器である。柱のような腕木に平へい衡こう錘すいを取りつけ、旋回軸を使って石砲を発射する仕組みで、小型の投石機よりもはるかに遠く、威力のある弾を飛ばすことができるという。

「ま、威力が大きいぶん欠点もあるのよね」

「欠点？」

「ええ。車輪を取りつけられる投石機と違って、こいつには機動性がまったくないの。あとめちゃくちゃ重いし。百年戦争中、フランキスカ軍が海の向こうのロンディニア群島国を攻めようとしたとき、こいつを積んだ船があまりの重さに転てん覆ぷくしたってばかな話もあるくらいよ。だから、こうやって分解して現地で組み立てるしかないのよね」

　肩に落ちかかる紅ぐ蓮れんの髪をはらい、肩をすくめるレティーツィア。

　と。シャトレアがなにやら不機嫌そうな顔で、荷馬車の周りをぐるぐる回っていた。

「シャトレア、なにやってるんだ？」

「うむ、なぜだろうな。これを見ていると、なんだか無性に腹が立ってくるのだ」

「はあ……」

　……なるほど。〈城〉だけに、攻城兵器の類たぐいは本能的に嫌いなのだろうか。

　ふーっと猫のように息を荒あららげている。

　宿営地には、投石機カタパルト、破は城じよう槌つい、攻城塔などのパーツがつぎつぎと運び込まれてくる。

「大砲はないの？」

　ふと気になって、リンツはレティーツィアに訊きいた。

　命中精度が低く、暴発の危険性は高いものの、戦場における大砲の活躍の場は、ここ十数年のあいだに飛躍的に増していた。大砲を使った異教徒の軍隊によって、難攻不落の城壁都市、コンスタンティノポリスが攻め落とされたことがそのきっかけだ。

　もっとも、それで従来の攻城兵器が廃すたれてしまったというわけではない。投石機も破城鎚も、いまだ城に対して有効な兵器であることに変わりはなかった。

　しかし、名高い技師傭よう兵へい団だんが、大砲を使わないというのもおかしな話ではある。

　レティーツィアは、ええ、と短くうなずいた。

「結局のところ、火薬の調合の秘密って、いまだに〈砲術師ギルド〉が独占してる状態なのよ。あたしたちには手が出せない。それに条件さえ整えば、破城投石機トレビユシエツトの威力は大砲とほぼ同等だし、暴発の危険もない。投石機なら、石弾だけじゃなくて、火ひ壺つぼや油あぶら壺つぼも飛ばせるし、井戸に動物の死し骸がいを投げ込めば、水を飲めなくさせることもできるから」

　腰に手をあて、さらっとエグいことを言う彼女に、リンツは思わず身じろぎする。

　可か憐れんな十七歳の少女に見えても、やはり彼女は傭兵団の長おさなのだ。

（……でも、どうして彼女は傭兵団を率ひきいたりしてるんだろう）

　レティーツィアの横顔をながめながら、胸中でひとりごちる。

　戦場なんて、彼女にはぜんぜん似合わない。むしろ、綺き麗れいなドレスで着飾って、舞ぶ踏とう会かいにでも出ていたほうが、よほどしっくりくるような気がした。

　この紅蓮の髪の少女と知り合ってから、まだ日は浅い。だが、彼女の身にまとう、洗練された雰ふん囲い気き。高貴な者特有の優雅な立ち居振る舞いに、リンツは気づいていた。

　マイスターについて旅をしていた頃ころは、大貴族の支援者パトロンの城館をおとずれることがよくあったが、このレティーツィア＝エーデルガルトほどに優雅な物腰を身につけた淑女レデイなど、ほとんどいなかったように思う。

「あのさ――」

「うん？」

　と、レティーツィアが振り向いた。夕ゆう陽ひの映り込んだ、綺き麗れいな瞳ひとみ。

「レティは、どうして〈土竜技師団マオルヴオルフ〉を率ひきいるようになったんだ？」

「……聞きたい？　そう愉快な話でもないと思うけど。まあ、気になるわよね」

　紅あかい髪をかきあげ、唐突に、彼女は唇をリンツの耳元に近づけた。

「なら今晩、あたしの部屋に来て。ゆっくり教えてあげるわ」

「……なっ、レ、レティ、なに言って――」

「冗談よ」

　ふっ、と吐と息いきを吹きかけ、くすりと笑う彼女。

「……」

　顔を真っ赤にしたリンツがなにか言い返そうとした、そのとき。

　――最初に気づいたのは、シャトレアだった。

「この音は、なんだ？」

「え？」

　リンツとレティーツィアも気づいて、アーレンダムの城壁を振り返った。

　城壁の塔に詰めていた衛兵たちが、にわかに騒然となった。

「……水？」

　シャトレアが眉まゆをひそめ、つぶやいた。瞬間。

　凄すさまじい轟ごう音おんと共に、開け放たれた城門から大量の水が押し出された。
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　怒ど濤とうのようにあふれ出した水流が、城壁の外に設営された傭よう兵へい団だんの宿営地を一気に押し流した。幕舎テントの骨組みはバラバラになって砕け、荷車は積荷を投げ出して横転した。

「これは……」

　城壁に上ったリンツたちは、水みず浸びたしになったアーレンダムの街並みを見下ろして愕がく然ぜんとした。塔の上で焚たかれた篝かがり火びが、市街の惨状を明々と照らしだしていた。

　水位は大人おとなの膝ひざ丈たけほど。いまや水路と化した商店街の街路を、瓦が礫れきや材木など様々なものが流されている。教会の鐘がけたたましく打ち鳴らされ、市民は狂乱の叫びを上げて逃げまどう。

「レント川の堤防が決壊したんですか？」

　あわてふためく衛兵の一人をつかまえて、リンツは訊きいた。

「ああ、そうだ。西の堤防が突然切れたらしい」

「そんな……雨も降っていないのに？」

　レント川の上流に水門があるというわけでもない。川が理由もなしに突然、氾はん濫らんするなど、そんなことがありえるのだろうか。

「リンツ……この水は、なんだかいやな感じがする」

　シャトレアが厳しい表情でつぶやいた。

「どういうことだ？」

「わからない……が、しかし」

　シャトレアはふと、薄うす闇やみのかかる空を見上げた。

　満月に近い――わずかに欠けた月が、街を見下ろすように輝いている。

　また水位が上がった。にわかに勢いを増した水が瓦が礫れきを押し流していく。

「くっ……」

　リンツは唇を噛かみ締しめた。このままでは街が水に呑のみ込まれてしまう。

「堤防を修復しに行く――」

　走り出そうとしたリンツの腕を、とっさにレティーツィアが掴つかんだ。

「待ちなさい。なにばかなこと考えてるの」

「でも、僕がやらなきゃ――」

「氾はん濫らんしてる川の堤防を修復するなんて、正気の沙さ汰たじゃないわ。だいたい、人手もないのにそんな大工事できるわけないでしょう？」

「〈建けん奏そう術じゆつ〉を使う」

　リンツは、レティーツィアの目をまっすぐに見つめ、右手に刻きざまれたマイスター・ストランゼンの〈刻印〉を見せた。

「……」

　レティーツィアは、無言でリンツの目を見つめ返す。

　考え込むように数秒ほど――対たい峙じして。

　それから、あきらめたように肩をすくめた。

「できるのね？」

「……たぶん」

「こういうときは、できなくても『できる』って答えるの。あたしはそういう男の子が好みよ。覚えておきなさい」

「……う、うん」

「じゃ、いくわよ」

　レティーティアはリンツの手をとった。

　堤防のある、西の城門へ走り出そうとして――

「――待て！」

「……シャトレア？」

　振り向くと、シャトレアが鋭い目つきで空を睨にらんでいた。

　そして。

「――〈城砦化フオートレーシヨン〉」

　つぶやきと同時に、彼女の全身が、まばゆい光輝に包まれた。

　まぶしさに目を閉じたリンツが、ふたたび目を開けたとき。

　あの〈城〉のような甲かつ冑ちゆうを装着したシャトレアの姿がそこにあった。

　無骨な籠こ手てで覆おおわれた両手に、装飾の施ほどこされた長剣を握っている。

「……!?」

　レティーツィアが驚きに目を見開く。

　そういえば、彼女にはシャトレアが〈城しろ姫ひめ〉であることを話していなかった。

　だが、いまはそれどころではなさそうだ。

「シャトレア、どうしたんだ？」

「……来る！」

　刹せつ那な。シャトレアはリンツの首根っこを掴つかみ、城壁を蹴けって跳躍した。

　と。一瞬前までリンツの立っていたその場所に、槍やりのようなものが飛来した。

　キィィィィィン！

　かん高い、硝子ガラスの砕けるような音がして――

　頑丈な石造りの城壁が粉々に破壊されていた。

「……っ!?」

　レティーツィアが、砕け散った城壁のそばで悲鳴を上げた。

（な、なんだ……!?）

　シャトレアはリンツを掴つかんだまま、建物の屋根にたっと降り立った。

　リンツを下ろすと、凜りん、とした声で叫ぶ。

「何者だっ！」

「へえ、さすがは〈城姫〉、よく避よけた」

　涼やかな声と共に、拍手の音が聞こえてきた。

「……っ！」

　振り向いて、キッと睨にらみつけた視線の先――教会の尖せん塔とうに、白いマントを羽は織おった青年が立っていた。蒼あお白じろい月を背景に、抜きはなった細身の剣をこちらに突きつけている。

「訊きかれりゃ名乗るぜ。俺おれの名は――ノイン＝ギャラハム」

　ややくせのある銀髪をきざったらしく撫なでつけ、青年は優雅に一礼した。

「君たちを捕らえにきた」

（要よう塞さいの追っ手か……？）

　屋根に手をつき、立ち上がりながら、リンツは息を呑のんだ。

（しかも、シャトレアのことを知っている……？）

「愚おろかな。騎士風情が、〈城〉たる私をどうにかできると思ったかっ！」

　身体からだの芯しんが震ふるえるような剣気を放ちながら、シャトレアは剣を構えた。

　周囲への警戒は解かない。前方の青年に注意を払いつつ、あたりに視線をめぐらせる。

　さっきの一撃は、あの青年の放ったものではない――それくらいは、リンツにもわかった。どこかに、もう一人の敵がいるはずだった。

　白衣の騎士――ノイン＝ギャラハムが、にっと笑った。

「はは、さすがに気づいているか。そうさ、残念ながら、君とダンスの相手をするのは俺おれじゃない……ミシェル！」

　ノインがさっと手を振り上げた――瞬間。

　轟ごう々ごうと流れる水の中から、黒い何かがあらわれる！

「……っ！」

　キィン――

　甲かん高だかい金属音が鳴り響く。

　頭上から振り下ろされた斬ざん撃げきを、シャトレアは、かろうじて剣の腹で受け止めていた。

「無銘の〈城〉にしては、よい動きです。私の攻撃を二度もかわすとは」

「おまえはっ……！」

　シャトレアが目を見開いた。

　それは――黒衣の死神だった。

　月明かりに輝くプラチナブロンドの髪がふわりと舞う。ドレスのような黒衣に身を包んだ少女が、自身の背丈の何倍もある大おお鎌がまを手に、宙に踊っていた。

　精せい緻ちな彫刻のほどこされた銀の錫しやく杖じよう。

　その尖せん端たんに、透き通った硝子ガラスのようなブレードが装着されていた。

「まさか、〈城姫ベルクフリート〉……！」

　大鎌の刃やいばを剣で受けながら、シャトレアは驚きよう愕がくの声を上げた。

「なんだって？」

　――シャトレアを捕らえるために、〈城しろ姫ひめ〉を送り込んできた？

（じゃあ、この洪水は、あの少女の力だっていうのか！）

　リンツは戦せん慄りつした。

　剣の腕が立つとか、篝かがり火びが作り出せるとか、そういうレベルじゃない。

（これが、〈城姫〉の本当の力……!?）

「――はあっ！」

　裂れつ帛ぱくの剣気を発し、シャトレアは跳躍した。

　横よこ薙なぎに振るわれる水刃の大鎌デスサイス。それを間かん一いつ髪ぱつでかわしざま――大振りで隙すきのできた脇わき腹ばらに刺突を放つ。必殺のその斬撃を、しかし黒衣の少女はあっさりと受けながした。

　少女は無表情。攻撃をかわしたことを、誇るでも、驕おごるでもなく、淡々と次の動作に移っている。片手をさっと振り上げる。途端、鋭い〈水の槍やり〉が水中から出現し、シャトレアめがけて襲いかかる。

「くっ……！」

　二本はかわした。一本は剣で弾はじいた。だが、わずかにタイミングをずらして放たれた最後の一本が、甲かつ冑ちゆうごと彼女の胸を刺し貫つらぬく――

「……っぁ！」

「シャトレア！」

　リンツは駆けよって、シャトレアの背中を抱きかかえた。

　片かた膝ひざをついたシャトレアは、額ひたいにびっしりと玉のような汗を浮かべ、苦く悶もんの表情でうめいている。甲冑の隙すき間まから覗のぞく純白の服が、じわりと赤く染まっていた。

「シャトレア――」

「……リンツ、私は初めて、自分の血を見たぞ」

　喘あえぐように声を上げながら、シャトレアは建物の屋根に剣を突き立て、よろよろと立ち上がった。彼女の胸を貫いていた槍が、ふっと細かい霧になって消失する。

「〈城しろ姫ひめ〉も、やはり血は赤いのだな……」

　宙に浮かぶ黒衣の少女を睨にらみ据すえながら、凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

　チャッ、と鍔つばを鳴らし、剣を構えなおす。

「無銘の〈城姫〉――貴方あなたは、私に勝てません」

　月明かりにきらめくプラチナブロンドの髪を揺らし、〈城姫〉の少女が口を開いた。

　不定形の水の塊が、彼女の周囲を取り巻くように旋回する。

「私を無銘の城と呼ぶからには、君はさぞかし名のある〈城〉なのだろうな」

　言い返すシャトレアに、



「――モン＝サン＝ミシェル」



　少女は淡々と名乗った。

「モン＝サン＝ミシェル!?」

「リンツ、知っているのか？」

「……ああ。大陸じゃ、五歳の子供だって知ってるよ」

　リンツは額に汗を浮かべながら、うなずいた。

　――モン＝サン＝ミシェル。

　フランキスカ王国、ノルマンディ地方沿岸。大陸で最も潮しおの満ち引きが激しいと言われるサン・マロ湾に浮かぶ、難攻不落の修道院要よう塞さい。

　岩塊の小島の上に建てられたその修道院は、ひとたび潮しおが満ちると陸路が完全に消失し、四方を海に囲まれた鉄壁の城じよう砦さいとなる。百年戦争の際には最前線の要よう塞さいとして機能し、ロンディニア軍の激しい攻撃に耐え抜いた。百年戦争の後には、政治犯を収監するための監獄として名を馳はせ、そのとき、つけられた二つ名が――

「海のバスティーユ……」

　リンツは、うめくようにつぶやいた。

「今こ宵よいの月は、満月に近い」

　その〈水の城しろ姫ひめ〉――モン＝サン＝ミシェルが、ゆっくりと、手を振り上げた。

　水柱が立ち上がり、こんどは、数十本の〈水の槍ジヤベリン〉が宙にあらわれる。

「――ここはすでに私の〈陣地〉です。モン＝サン＝ミシェルは水の加護を抱く城。貴方あなたは、決して私に勝つことはできない」

　そう静かに語る彼女の瞳ひとみは、どこまでも深い、海の底のようだった。

　こんな状況でなければ、可か憐れんとさえ思える少女の顔には、敵意も、憎しみも、嘲あざけりも、憐あわれみも、どんな感情も浮かんではいなかった。

　無慈悲な女王――そんな言葉が似つかわしい。

「……っ！」

　リンツは唇を噛かみ締しめた。正直、シャトレアに勝ち目があるとは思えなかった。















　シャトレアが、どんな城の〈城しろ姫ひめ〉なのか、それはわからない。

　だが、モン＝サン＝ミシェルを凌しのぐほどの城となると、大陸にも数えるほどしかない。

　しかも、敵は戦闘に有利な〈陣地〉を構築するために、街に水を引き込んでいるのだ。

　だが――

「なるほど。モン＝サン＝ミシェルとは、それほどまでに高名な〈城〉か」

　シャトレアが、口元の血をぬぐい、不敵な笑みを浮かべた。

「ならば、相手にとって不足はない」

「シャトレア、傷は……？」

「大丈夫だ。ここは私にまかせて、リンツは援護をしてくれ」

　シャトレアは、ちらっと合図するように、リンツに目をやった。

　瞬時に、リンツはその意図を理解した。

（シャトレアの援護……）

　彼女が期待しているのは、共に剣を振るい戦うことでは、無論、ない。

　そんなことをしたところで、足手まといになるだけだ。

　こくり、と二人は無言でうなずき合った。

　そこに一瞬のためらいもない。

　シャトレアは城主マイスターを信頼し、リンツは彼の〈城〉を信頼した。

　シャトレアが――リンツの〈城〉が、水攻めに遭あって苦戦している。

　ならば、いま、リンツ＝レンハイトのやるべきことは、ただひとつ。

　タッ、とリンツは屋根の上を駆けだした。

　市街の周囲をめぐる城壁めがけて、必死に走り抜ける。

「逃がしません――」

　モン＝サン＝ミシェルがさっと手を振り上げた。

「……っ、私の城主には指一本触れさせないっ！」

　刹せつ那な。

　リンツに向かって放たれた〈水の槍ジヤベリン〉を、シャトレアがことごとく斬きり払った。

　勢いのまま、リンツは屋根をまたぎ越え、強く踏み込んだ。

　全身を投げ出すようにして城壁へ飛び移る。

　同時に、レティーツィアも走り出していた。聡そう明めいな彼女は、状況もよく呑のみ込めぬままに、しかし、やるべきことは理解していた。

　跳躍したリンツは、胸きよう壁へきに背中を激しく打ちつけた。痺しびれるような衝撃が全身を叩たたく。

　よろめきながら立ち上がり、ふたたび走り出した。

　目指すのは――決壊した堤防のある、西の城門だ。

　堤防を修復し、街に流れ込む水の奔流を止めさえすれば――

　モン＝サン＝ミシェルの構築した〈陣地〉を崩すことができるはずだ。

「レティ、西の城門だ。堤防を修復する」

「わかったわ。なんだか面白そうなことになってるじゃない」

　走りながら、レティーツィアは不敵に微笑ほほえんだ。

「逃がすかよ。ミシェル、俺おれはあの少年を追うぜ」

　とうっ、とノイン＝ギャラハムが尖せん塔とうから飛び降りた。

「追わせるものか！」

　シャトレアがすかさず走り込む。

　白衣の騎士の足を狙ねらって放った剣の一撃を――

「無銘の〈城しろ姫ひめ〉――貴方あなたの相手は私です」

　甲かん高だかい音を響かせて、水の大おお鎌がまが受け止めた。

「……っ！」

　シャトレアが歯は噛がみした。ぎりぎりと刃やいばがこすれあう。

　その隙すきに、ノイン＝ギャラハムはリンツを追って、城壁のほうへ走り込んでいた。
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「――それにしても、まさかシャトレアが〈城姫〉だったなんて、ね」

　息を切らし、街の外周を囲む城壁の上を駆けながら、レティーツィアが言ってきた。

　責めるような口調ではないが、やや拗すねたような感じではあった。

「ごめん。隠すつもりは――」

「あったでしょ？」

　レティーツィアが半眼で唇をとがらせる。

「えっと、それは……」

　口ごもるリンツに、紅ぐ蓮れんの髪の少女はやれやれと肩をすくめ、

「ま、いいわ。話はあとでたっぷり聞かせてもらうから。ほら、来たわよ」

「え？」

　リンツが振り向いた、そのとき。

「逃がさないぜ――とうっ！」

　白衣の騎士――ノイン＝ギャラハムが、建物の屋根から助走をつけて跳んできた。

　いや、飛んできた。

　馬車三台分ほどの幅を一気に、である。

（う、嘘うそだろ……！）

　リンツは声にならない悲鳴を上げた。

　ノイン＝ギャラハムは城壁の上に軽やかに降り立つと、ふぁさっと髪をかきあげた。

「幅跳びは得意なんだ」

　刺突用の細身の剣――レイピアを構え、本人としてはかっこいいと思っているのであろう、よくわからないポーズをとる。

「ひと言で言って、気持ち悪いわね」

　そんなレティーツィアのつぶやきが聞こえたのか、ノインの頬ほおがぴくっとひきつった。

「はは、ずいぶん手厳しいな。可愛かわいらしいお嬢さんフロイライン」

「そう？　素直な感想を言っただけよ」

　白衣の騎士の表情が今度こそ凍りついた。

「レ、レティ、わざわざ怒らせなくても……」

「怒らせる？　どうして？」

　きょとん、として訊きいてくる紅ぐ蓮れんの髪の少女。

　これがシャトレアなら、本気で言っているのだと思うとこだが。

（ぜったいわざとだろ……）

　リンツは胸中でため息をついた。案の定、彼女は小さく舌を出している。

　騎士はレイピアを構えたまま、無造作に距離を詰めてきた。

「殺すつもりはない。悪いけど、おとなしく捕まってくれないか」

「……いやです」

　リンツは、レティーツィアをかばうように前に出た。

「リンツ？」

「こいつの狙ねらいは僕だ。レティは下がってて」

「……え？　う、うん、わかった」

　レティーツィアが、ドキッとしたように、かすかに顔を赤らめた。

　ノイン＝ギャラハムが口元に酷薄そうな笑みを浮かべた。

「ほう、かっこつけるじゃないか。一応、殺すなとは言われているが、手足の自由を奪うのはかまわないんだぜっ――」

　言うや、踏み込みと同時に、鋭い突きを放ってきた。

　風を切る音がして、ぱっと血しぶきが舞った。

　頬に鋭い痛みが走る。

　剣けん閃せんがまったく見えない。何をされたのかさえ、わからなかった。

　ノイン＝ギャラハム。ふざけた奴やつだが、騎士シユヴアリエの称号は伊だ達てではないということか。

「どうした、威勢がいいのは最初だけか？」

　ノインが踏み込んだ。連続する風切りの音。

　赤い血華が咲き、耳たぶが切り裂かれた。リンツはなんとか反撃の糸口を見つけようとするが、その場でたたらを踏むことしかできない。完全に遊ばれていた。

「……あ……ぐっ！」

　鋭い痛みに声が洩もれる。

　たちまち、城壁の壁へじりじりと追い込まれ――

　ぴたり、と剣けん尖せんを突きつけられた。

「遊びはここまでだ。つぎは肩を串くし刺ざしにする」

「……っ！」

　壁際に背中がついた。リンツは目の端で城壁の下を見た。氾はん濫らんした水が轟ごう々ごうと流れている。ここから身を投げれば、とりあえず、この場から逃げることはできるだろう。

　リンツは拳こぶしを強く握り締しめた。

（――だれが逃げるか）

　かん高い剣けん戟げきの音が聞こえてくる。彼女が――リンツの〈城〉が〈水の城しろ姫ひめ〉と戦っている。たった一人で戦っている彼女を残して、逃げられるわけがない。

　それに――

（……エリッセを助け出すんだ。こんなところで、負けるわけにはいかない）

　顔を上げ、視線をまっすぐに、ノイン＝ギャラハムへと向けた。

「覚悟は決まったか？」

「そんなの、とっくに決まってるさ。ノイン＝ギャラハム」

　リンツは、初めて相手の名を呼んだ。

　頬ほおの血をぬぐい、眼前の伊だ達て男おとこに対たい峙じする。

　ノインは、ほう、と目を見開いた。

「いい目だ。俺おれはそういう目をした男は好きだぜ。あー……」

「リンツ＝レンハイトだ」

　リンツは右の拳を握り締め、名乗った。

　マイスター・ストランゼンの〈刻印〉が鈍にぶく疼うずく。

　シャトレアとの剣の訓練を思い出す。

〈構想イメージ〉を頭の中で高速展開――できるはずだ。単純な建造物なら。

（これで奇襲をかける……チャンスは一度きりだ）

　石造りの壁に手をつき、材質を把握。

「……？　貴様、何をして――」

（第十二の韻律コード――〈再構築リ・ストラクシヨン〉！）

　右手から蒼あお白じろい雷らい火かがほとばしる。焼けつくような痛みが全身を駆けめぐった。

　指の先で壁をえぐりながら――一気に踏み込み、白衣の騎士に向かって突進する。

「うあああああああっ！」

「ちいっ、自や棄けかよ――」

　ノインが身を引き、レイピアの切っ先を繰り出した。

　刹せつ那な。リンツは屈かがみ込み、掌てのひらを地面に叩たたきつける。

「……なっ――がっ！」

　地面から出現した石柱に顎あごを殴おう打だされ、ノインは流れる川へ落ちていった。



　　　　　　　◇



　ギィンッ――

　振り下ろされた大鎌デスサイスの斬ざん撃げきを剣の刃やいばで跳ね上げながら、シャトレアは後方へ跳んだ。

　攻守共に精妙な動きをする剣にくらべ、モン＝サン＝ミシェルの振るう水の大おお鎌がまは、動きが大振りだった。読むのはたやすい。自惚うぬぼれではなく、剣技の冴さえでは自分のほうに分がある――そう感じた。水の〈ジャベリン〉はやっかいな攻撃だが、放つ前に大きな隙すきができる。近接戦イン・フアイトに持ち込めば、使うことはできないはずだった。

　――とはいえ、むろん、気を抜いて倒せるような相手ではない。

　横よこ薙なぎに振るわれた大鎌の斬撃が、市庁舎の塔を真まっ二ぷたつに両断する。巨大な石の塊が、凄すさまじい崩ほう落らく音をたてて水の中へ落ちていった。あんなものを食らえば、たとえ〈城壁〉を装着していてもただではすまない。試す気にもならないが。

　それに、シャトレアの足場は屋根だけだが、モン＝サン＝ミシェルは水の上を歩くことができる。彼女の〈陣地〉の中とあって、地の利は圧倒的に向こうにあった。

「はあああっ！」

　シャトレアが上段から斬きりつけた。モン＝サン＝ミシェルはそれを大鎌の柄つかで受け止める。水のブレードが砕け散った。シャトレアはたたみかけるように剣けん戟げきを繰り出す――が、錫しやく杖じように水が渦うずを巻くように集まり、即座に新たなブレードを形成した。

「……なっ！」

　シャトレアが驚きよ愕うがくの声を上げる。その隙を、モン＝サン＝ミシェルは見逃さなかった。

　水の大鎌を反転させ、白銀の胸当てをえぐるように薙いだ。

「この水の〈陣地〉がある限り、あなたは私に勝てない」

「……っ！」

　その一撃を、かろうじて受け止めたものの、シャトレアはじりじりと押されていた。

　彼女の〈陣地〉の中で単純な力比べをしてもかなわない。歯を食いしばって耐える。

　――彼女の城主マイスターを信じて。

「――モン＝サン＝ミシェル、〈水の城しろ姫ひめ〉よ！」

　踏み込んで、大鎌の刃を押し返しながら、シャトレアは叫んだ。

「私たち〈城しろ姫ひめ〉とは、いったいなんなのだ！」

「……」

　少女は答えない。ダークブラウンの瞳ひとみで、じっとシャトレアを見つめ返す。

「私は、私自身のことが知りたいんだ！」

「無銘の〈城姫〉――貴方あなたは、何を言っているのですか？」

　刃やいばを合わせながら、モン＝サン＝ミシェルはいぶかしげに訊きき返した。

　それは、この〈水の城姫〉が初めて見せた、感情らしい感情だったかもしれない。

　あえて言うならば、苛いら立だち、だろうか。

「私が何故、なんのために生まれたのか――その意味を、理由を知りたい！」

　モン＝サン＝ミシェルが後方へ跳躍した。

　漆しつ黒こくの衣をたなびかせ、水の上を、跳ねるように移動する。

（……しまった、距離を！）

　瞬時に、立ち上った水柱が螺ら旋せんを描えがいて収束――

　無数の〈ジャベリン〉となってシャトレアに襲いかかる。

　かわしきれなかった一本が肩口をえぐった。

　熱い。焼けつくような激痛に、思わず悲鳴じみた声が洩もれる。

（モン＝サン＝ミシェルは遠距離型の〈城姫ベルクフリート〉――距離を詰めなければ、やられる！）

　鋼のブーツが建物の屋根を蹴ける。砕け散ったレンガが音をたてて落下した。

　跳躍した勢いのまま――城壁を水平に蹴り上げ、一気に距離を詰める。

「……っ！」

　モン＝サン＝ミシェルが目を見開いた。

　突き込んだ剣けん尖せんが、漆黒の衣を斬きり裂く手て応ごたえを感じる。さらに一歩、踏み込んだ。

　不意をつかれながらも、〈水の城姫〉は反応していた。とっさに腕を前に突き出し、心臓をかばう。剣を握る手に、刃が肉に沈み込む感触があった。

　引き抜くと赤い血が激しくほとばしった。少女は悲鳴を上げなかった。表情にも変化はない。まさか、痛みを感じていないというわけでもないだろうが。

　肩を負傷していなければ、繰り出した刺突は、腕を貫通していたはずだった。

　シャトレアが再度、剣を振り上げる。

　刹せつ那な。眼前に鋭い水の槍やりが出現した。

（……っ、至近距離で〈ジャベリン〉を!?）

　とっさの判断で、シャトレアは後方へ跳んだ。

　屋根の上に降り立ち、剣を構えなおす。頬ほおを、水の槍の穂先がかすめていった。

　利き腕を負傷したモン＝サン＝ミシェルが、水の大おお鎌がまを左手に持ちかえた。

　淡々と告げてくる。

「〈城姫ベルクフリート〉は〈城〉を守るための戦争兵器。それ以外の何ものでもありません」

「……」

　先刻の問いへの返答だと気づくのに、数秒を要した。

　戦争兵器――あまりに明快な、その答え。

　だが、理にかなってはいる。〈城〉は戦争のために造られる施設だ。だとすれば、それに宿る〈城しろ姫ひめ〉もまた、戦争兵器にほかならない。

　だが――

　認めたくない。そんなことは。

〈城姫〉が、戦いのためにのみ生み出された戦争兵器だとするなら。

（なぜ、私たちには、意思などというものがあるのだ！）

　自分は、だだをこねる子供のようだ、と思う。

　だが、それでも――叫ばずにはいられない。

　自分が〈城姫〉として存在することに、何か意味があるはずだと、信じたい。

「城を守る〈城姫〉としての存在を、否定するというのですか」

「私に守るべき城などない。私が守るのは、私を信頼してくれる城主マイスターだ！」

「……無銘の〈城姫〉、貴方あなたの存在は、とても目め障ざわりです」

　皮肉でも、嘲ちよう笑しようでもなく――ただ事実を告げるように、少女は告げてきた。

　苛いら立だちが、憎しみに変化する。

　表情こそ変わらなかったが、シャトレアには、それがわかった。

　彼女は、静かに、大おお鎌がまを振り上げた。

　水のブレードが音もなく消失し、そして、不気味な静せい寂じやくがあたりにたちこめた。

（なんだ……？）

　街の中を流れる水が、轟ごう々ごうと渦うずを巻き、モン＝サン＝ミシェルの周囲を取り巻いた。

　そして。彼女の背後に、ひときわ巨大な水柱が立ちのぼる。

〈ジャベリン〉ではない。それは――猛たけり狂う、巨大な水の竜巻だった。

「〈固有兵装〉解放レリーズ――」

「な……に――？」

　痛みにうずく肩を押さえながら、シャトレアはうめいた。

　大気が震しん動どうするのを肌で感じる。

　巨大な水の竜巻が、圧倒的な暴虐の気配を放ちながら、しだいにその形を為なしていく。「〈城姫〉は、本拠となる〈城〉固有の能力を備そなえています――それが〈固有兵装〉。守るべき城を持たない貴方が私に勝てない理由」

　とぐろを巻いた巨大な水竜が、夜空を切り裂くように、咆ほう哮こうした。



「――眼前の〈城〉を破壊せよ、〈水竜王の咆哮リヴアイアサン〉！」



　響きわたった言葉と共に――

　水竜は、螺ら旋せんを描えがきながら空へと駆け上り、シャトレアに向かって一気に突進する。

　この技は、かわせない――シャトレアは本能的に理解した。

（耐えきるしか、ないっ……！）

　解き放たれた圧倒的な質量の水塊が、シャトレアの全身を呑のみ込んだ。

　衝撃、などというなまやさしいものではない。彼女の全身を覆おおう〈城壁〉が、砲撃を受けたように剥はがれ落ち、粉々に砕け散った。

　存在そのものが削り取られていくかのような激痛に、意識を失いかける。

　全身の骨が軋きしむ音がした。歯を食いしばって――耐える。

「……くっ、あ、ぐ……ああああああっ！」

　永遠に続く責め苦のようにも、刹せつ那なのことのようにも思われた。

　解き放たれた水竜が消え去ったとき。

　進路上に建っていた建物は一直線上にえぐられ、城壁は瓦が礫れきと化していた。

　シャトレアの身体からだが、ぐらりと傾かしいで――

　ゆっくりと、水面に落下した。



　　　　　　　◇



「――リンツ、こっちよ。足下に注意して」

　レティーツィアが、篝かがり火びから取った松明たいまつを手に駆けていく。

　城壁から見下ろすと、レント川の堤防の一部が破れ、水が流れ込んでいるのが見える。

　だが、氾はん濫らんしている、という感じではない。あたかも水が意志を持っているかのように、アーレンダムの街へ向かってひたひたと押し寄せているのだ。

　西の城門から、丘きゆう陵りようを下るように延びている、石造りの道。

　その先は――レント川にかかる頑丈な石橋へと続いていた。

　息を切らしながら駆け降りて、川の上にかかる石橋へたどり着く。

「〈建奏士マイスタージンガー〉リンツ＝レンハイト。団長として、あなたの実力を見せてもらうわよ」

「ああ」

　うなずいて、リンツは欄らん干かんの上に跳び乗った。

　土塁を積み上げただけの堤防の構造は、街の建築物に比べれば、ずっと単純だ。

〈建けん奏そう術じゆつ〉第八の韻律コード――〈修復レストレーシヨン〉

　意識を集中し、頭の中に構造式を組み上げる――

　と、そのとき。遠くから、橋の上を駆けてくる者があった。

「……っ!?」

　リンツは構成を中断して振り返った。

　響きわたる軍ぐん靴かの音。夜よる闇やみに白い外がい套とうがひるがえる。

「ノイン＝ギャラハム!?　うそだろ……水の中に落ちたはずなのに！」

「水泳は得意なんだ！」

　叫び、白衣の騎士は、欄らん干かんの上に立つリンツめがけて鋭い刺突を放つ。

　リンツの反応は素早かった。シャトレアとの訓練で、身をかわす動作だけは身についていたのか、なりふりかまわず身をひねり、橋の下へ跳び込んだ。

　崩れかけた堤防の上に背中から転がり、川に落ちる前になんとか踏みとどまる。

　全身泥どろまみれになりながら、橋の上を睨にらみつけた。

「なかなかいい反応だ。だがつぎはないぜ」

「……っ！」

　手に鋭い痛みが走った。ノインのレイピアが親指をかすめていたのだ。

　ノイン＝ギャラハムは欄干に飛び乗ると、土手を這はうリンツを見下ろし、ぴたりとレイピアの切っ先を向けた。

　そこへ――

「ねえ、伊だ達て男おとこ、あたしを無視しないでくれるかしら？」

　背後から声をかけたのは、紅ぐ蓮れんの髪の少女、レティーツィア＝エーデルガルトだった。

　燃える松明たいまつを橋の上に転がし、かわりに、手には一振りの短剣を握っている。

　ただの短剣ではない。その柄つかには金属製の複雑な機構が装着されていた。

　拳銃付き短剣フリント・ロツク・ダガー――弾を一発だけ装そう填てんできる、剣と銃の複合武器だ。実用的な武器ではない。ほとんど貴族の好こう事ず家かのために造られたような一品だった。

「レティ、逃げて！」

　崩れかかった土手から、リンツは叫んだ。

　ノイン＝ギャラハムは騎士だ。

　短剣一本で立ち向かったところで、勝てるわけがない。

　それに、彼女は無関係なのだ。巻き込むわけにはいかない。

「彼の言うとおりだ、お嬢さん。俺おれは女性は傷つけない主義でね」

「お気遣いは無用よ。これでも歴戦の傭よう兵へい団だんの団長なの。舐なめないで」

　言うや、レティーツィアが短剣を手に踏み込んだ。まるで猫のような身のこなし。

　ギィンッ――と、石壁を叩たたく、かん高い音が鳴り響く。

「ほう……！」

　ノイン＝ギャラハムが驚きよう愕がくの声を上げ、橋の上に降り立った。

　白衣の騎士が体勢を崩したその隙すきに、レティーツィアはふたたび容赦なく斬きり込んだ。

「やるな、女！」

　短剣の刃やいばをナックル・ガードで受け止めながら、ノインが言った。

「見直してくれた？」

「ああ。剣筋に気品がある。伝統ある貴族の剣だ」

「――あら、よくわかったわね」

　ノイン＝ギャラハムが素早く身を引いた。

　レティーツィアは、彼の外がい套とうを地面に縫い止めるように短剣を振り下ろす。ノインはとっさに身をひねった。短剣の切っ先が、石橋に跳ね返って硬い音をたてた。

「リンツ、はやく堤防を――」

「……っ、わかった！」

　橋の下から叫び返して、リンツは立ち上がった。

　滑りやすい土手を必死に這はい上がる。目を閉じて〈建けん奏そう術じゆつ〉の詠えい唱しように集中する。

　橋の上では、激しく刃の打ち合う音が響いている。

　いますぐにでも、レティーツィアに加勢したかった。

（……だめだ。集中しろ。いまは僕のやるべきことをやるんだ！）

　爪つめが食い込むほどに、強く、拳こぶしを握り締しめる。

　第八の韻律コード――〈修復レストレーシヨン〉。その構造式を編み上げる。

「リンツ＝レンハイトが銘を刻きざむ――」

　マイスターの〈刻印〉から蒼あお白じろい雷らい火かがほとばしった。

　土砂混じりの急流の中に半身を沈め込み、泥どろを呑のみながら、詠うたい続けた。

　急な水の流れに身体からだが持っていかれそうになる。歯を食いしばって懸命に耐える。

　ノインに刺された右手から赤い血が流れだし、水の中へ溶けていく。激痛が駆けめぐる。

　全身の毛穴から噴き出す冷たい汗。喉のどをからさんばかりに――詠った。

「ああああああああああああああっ！」

（シャトレアが、レティが戦ってるんだ。やりとげて見せろ、あの人の弟子ならっ！）

　放たれた蒼白い雷火が水面にあたって乱反射する――

　橋の上のノイン＝ギャラハムが舌打ちした。

「そろそろダンスもおしまいにしようか、お嬢さん」

「そうね。貴方あなた、ステップが下へ手たなんだもの」

「はっ、可愛かわいげのない女だ！」

　ノインがレイピアを払った。レティーツィアの髪留めがほどけ、紅ぐ蓮れんの髪が散った。

　レティーツィアは押されていた。いや、遊ばれているといってよかった。白衣の騎士は、その気になれば、いつでもとどめを刺せるのだろうが、女を傷つけない主義というのは、どうやら本当らしい。

「……っ！」

　レティーツィアの放った一撃は、大きく逸それ、石橋にあたって弾はじかれた。

「おいおい、どこを狙ねらってる？」

　ノインが肩をすくめて嘲ちよう笑しようする。

「貴方の足下よ」

「……なに？」

　レティーツィアが、拳銃付き短剣フリント・ロツク・ダガーの引き金に指をかけ――静かに、告げた。

「土竜技師団マオルヴオルフは〈壊し〉の専門家集団。対人戦よりも対建築物のほうが得意なの」

「……？　なにを言って――」

「ま、さすがに、これだけ頑丈な橋だと時間かかっちゃったけど」

　刹せつ那な。

　彼女の右手に刻きざまれた〈刻印〉から、真紅の雷火がほとばしる。

「――崩壊せよツエアシユテールング！」

　両手で引き金を引いた。銃口が火を噴いた。

　弾丸にやどった真しん紅くの雷らい火かがジグザグに放たれ、石橋の数ヶ所を穿うがつ。

「……っ!?」















　ピシ――

　瞬間。硬質な音をたてて、石橋に亀き裂れつが走った。

　亀裂は、幾いく筋すじもの稲妻のように広がっていき、そして――

　ドオオオオオオオオオオオンッ！

　橋の中心部が、轟ごう音おんをたてて一気に崩ほう落らくした。

　砕け散った巨石の塊が、高い水柱を上げてレント川へなだれ落ちる。

「ぬあっ……おあああああああっ！」

　白衣の騎士、ノイン＝ギャラハムは、悲鳴を上げながら川の流れに呑のみ込まれていった。

「さよなら、騎士さん」

　白煙の立ち上る短剣を腰に収め、レティーツィアが橋の上から軽やかに飛び降りた。鮮やかな紅ぐ蓮れんの髪が夜よる闇やみにひるがえる。

　泥どろまみれのリンツが、土手の上で唖あ然ぜんとして座り込んでいた。

「レティ、いまのは、いったい……？」

「〈崩破の緋シヤルラハロート〉。これが、あたしみたいな小娘が、最強の技師傭よう兵へい団だんを率ひきいてる理由」

　彼女の手に刻きざまれた〈刻印〉が、いまだ熾おき火びのように赤々と輝いていた。

「まさか――!?」

〈崩破の緋シヤルラハロート〉――師匠から聞いたことがあった。

　崩壊点に不可視の楔くさびを打ち込み、構造物を崩壊させる。

〈建けん奏そう術じゆつ〉と同じ、建築士ギルドに伝わる秘ひ奥おうの技。

　なるほど。こんな能力を持っていたら、破壊を専門とする技師団の長おさにもなれるはずだ。

「すごい……」

　きれいに崩れ落ちた橋を見て、リンツは感嘆の声を上げた。

「あのね、君の〈建奏術〉のほうがよっぽどすごいと思うけど？」

　レティーツィアは苦笑して、呆あきれたように肩をすくめた。

　彼女の視線の先――土塁を積み上げた立派な堤防が完成していた。



　　　　　　　◇



「な……！」

　モン＝サン＝ミシェルが、驚きよ愕うがくの声を上げた。無銘の〈城しろ姫ひめ〉を水の〈陣地〉に叩たたき落とし、脱出不可能の水獄に閉じ込める――そのはずだった。

　だが。シャトレアは立っていた。

　水の中に片かた膝ひざをつきながら、剣を手に、その瞳ひとみは戦意を失っていなかった。

「固有兵装に力を使いすぎた……いや、これは――私の〈陣地〉が崩された!?」

　愕がく然ぜんと、川のほうを振り返る。

　水の流れは、もはや明白に勢いを失い、目に見えて水位が下がりはじめていた。

「……リンツ＝レンハイト、さすがは私の城主マイスターだ」

　剣を地面に突き立て、不敵な微笑を浮かべながら、シャトレアは立ち上がった。

　燃えさかる蒼そう焔えんを宿した瞳ひとみに、誇らしげな光が灯ともっている。

　剣を構えなおした。口元の血をぬぐい、〈水の城しろ姫ひめ〉を睨にらみすえた。

「……っ！」

　モン＝サン＝ミシェルが錫しやく杖じようを振り上げる。瞬時に、水の大おお鎌がまがあらわれた。

　地面に降り立ち、大鎌の刃やいばをシャトレアに突きつける。

「先程の技で力を使いきったようだな、〈水の城姫〉よ」

「貴方あなたを倒す程度の力はまだ残っています。無銘の〈城姫〉」

　対たい峙じする二騎の〈城姫ベルクフリート〉。その視線が交錯する。

「はああっ！」

　先に動いたのは、シャトレアだった。

　地面の水を跳ね上げながら、眼前の〈城姫〉に向かって疾しつ駆くする。

　石畳を蹴けって踏み込み、勢いのまま、大振りの一撃を叩たたきつけた。

　華麗な騎士の剣技ではない。なりふり構わず、無我夢中で剣を振るった。

　かん高い金属音が連続して鳴り響き、火花を散らして打ち合った。

　先程までの動きとは比べものにならない、拙つたない身のこなし。単調な剣筋。だが、気迫だけで繰り出される、その獣のような斬ざん撃げきを、〈水の城姫〉は受けきれずにいた。

　技量ではない。満まん身しん創そう痍いであるにもかかわらず、シャトレアの剣は、いっそう冴さえを増していた。胸が熱く鼓動する。期待に応こたえてみせた、リンツ＝レンハイトの想おもいに、彼の〈城〉として応えたかった。

「モン＝サン＝ミシェル、守るべき〈城〉を持たぬ私は、君に勝てぬと言ったな！」

　ギィンッ――剣を受け止めた水の大鎌を、シャトレアは力任せに粉砕する。

　月明かりにきらめき舞う水刃の破片。頬ほおをかすめ切っていくそれを意にも介さず、シャトレアはふたたび剣を振り上げた。

「だが、私には、守るべき城主マイスターがいるっ！」

「……な――に！」

〈水の城姫〉の顔に、初めて恐怖の色が浮かんだ。

　とっさに手を突き出し〈水の盾〉を展開する。

　瞬時に水柱が立ち上り、三重の障壁がシャトレアの前に出現する。

　シャトレアはかまわず踏み込んだ。突き込んだ剣けん尖せんが〈水の盾〉との摩擦で火花を散らす。硝子ガラスの擦れるような耳障りな音が響きわたる。

　シャトレアは止まらない。凄すさまじい剣気を発しながら、ただ力任せに剣を突き込む。

　ピシッ――亀き裂れつが入る音がした。

　モン＝サン＝ミシェルの表情がひきつった。

「まさか、〈水の盾〉が……!?」

　直後、破砕音が鳴り響いた。

　きらめく破片が残ざん滓しを残し、〈水の盾〉はあっけなく砕け散る。

　彼女の水の〈陣地〉が健在ならば、その盾はあらゆる攻撃を無効化する最強の盾となるはずだった。だが、彼女の力の源となる水は、すでに消失していた。

　シャトレアの剣が、三重の盾を砕き、一気に貫通した。

　突き込んだ剣の尖せん端たんが、モン＝サン＝ミシェルの胸を貫つらぬいた。

　肋ろつ骨こつの砕ける音。肉を刺し通すいやな感触。

「ああああああああああああっ！」

　叫ぶ。蒼そう焔えんをまとう白銀の髪が、燃えさかる焔ほのおのように逆さか巻まいた。

〈水の城しろ姫ひめ〉の小柄な身体からだを串くし刺ざしにしたまま、突進し――城壁に押しつけた。素早く剣を引き抜く。激しい血華がほとばしり、シャトレアの甲かつ冑ちゆうを赤く染めあげた。

「はあっ、はあっ、はっ――」

　剣の柄つかを両手で握り、振り上げた。

　モン＝サン＝ミシェルの喉のど元もとめがけ、剣の尖端を振り下ろす――

　そのとき。



「――シャトレア！」



「……！」

　シャトレアは、剣を振り上げた姿勢のまま、固まった。

　ゆっくりと。振り返る。

　彼女の城主マイスター、リンツ＝レンハイトがそこにいた。

　全身泥どろにまみれ、ひどい顔だった。

「……リン……ツ？」

「シャトレア、もういい。もう、いいから！」

　リンツは、血ち塗まみれになった彼女の背中を抱きしめて、叫んだ。

「リンツ、なにを――なにを言っている！」

「だって、その娘はもう、戦えないじゃないか」

「……」

　シャトレアは剣を振り上げたまま、〈城姫〉に向きなおった。モン＝サン＝ミシェルは、血ち溜だまりの中にぐったりと座り込み、苦しそうに喘あえいでいる。

「まさか、見逃せというのか!?　私たちを捕らえにきた〈城しろ姫ひめ〉だぞ！」

「……けど、けど、女の子だ！」

「君は馬ば鹿かか！」

　シャトレアは、カッと激げつ昂こうした。

　リンツの手を振り切って、剣を振り下ろす――

「シャトレア！」

　リンツは、とっさにシャトレアの前に割り込んだ。

　瞬間。

「え……？」

　間抜けにも聞こえる声を上げて――リンツは目を見開いた。

　リンツの腹に、鋭い槍やりが生えていた。

　水面から突き出された水の〈ジャベリン〉が、脇わき腹ばらを貫つらぬいていた。

「……かっ……は……！」

「リンツ！」

　シャトレアが叫ぶ。血を吐きながらリンツは、彼女の胸へ倒れこんだ。

　水の〈ジャベリン〉が、すうっと溶けて消失する。

「――貴方あなたの守る城主マイスターは、ずいぶんと甘いようですね」

　漆しつ黒こくの衣をぞろりと垂らし、モン＝サン＝ミシェルが立ち上がった。

「無銘の〈城姫〉。貴方はそのような城主に仕つかえたことを、いつか後悔することになる」

〈水の城姫〉の黒衣が、水の中へすうっと溶けるように消えていった。

　だが、シャトレアはそちらに一いち瞥べつもくれず、叫び続ける。

「――リンツっ、しっかりしろ、リンツっ！」



　　　　　　　◇



　朝あさ靄もやにけぶる森の中。そびえ立つ白はく亜あの城が、透き通った湖に映り込んでいる。

　まるで、羽を広げた白鳥のような、美しい城。

　リンツの理想の建築を体現したかのような城だった。

　その湖畔に、ひどく不似合いなものが置いてあった。

　黒い棺――その中で一人の少女が、眠っている。

　蒼そう焔えんをまとう白銀の髪。白はく磁じのような肌。

　薄く桜色に色づいた唇が、かすかに開いて呼気を放っている。

　棺ひつぎは、死者を埋まい葬そうするためのものだ。

　――なぜ、少女はあんなところで眠っているのだろう？

　近づこうとした、そのとき。

　湖面に映る、白はく亜あの城が揺らいで消えた。

　まばたきした次の瞬間、棺ひつぎの中に少女の姿はない。

　かわりに、翼をひろげた一羽の白鳥が、蒼そう穹きゆうの空に羽ばたいていた。

（シャトレア――？）

　空に伸ばした腕は、もう、届かない。



　　　　　　　◇



「……！」

　ベッドから身を起こすと、寝間着が汗でぐっしょり濡ぬれていた。

「夢か……」

　胸元に手をあて、ほっと息をつく。

　心臓が激しく鼓動を打っていた。

　身体からだの芯しんが熱い。ぼんやりと、熱があるのかもしれない、と思う。

　ベッドの上で身をよじると、腹に鈍にぶい痛みが走った。指先で脇わき腹ばらをまさぐると、上半身を包帯でぐるぐる巻きにされていた。乾いた血ち糊のりがパラパラと剥はがれ落ちる。

（っていうか――）

　リンツはあたりを見回した。

（……どこだ、ここ？）

　どこかの宿の一室のようだった。

　シーツは清潔な洗いたての匂においがする。ベッドの脇には、水を張った桶おけが置いてあった。

　カーテンの隙すき間まから穏おだやかな陽ひが射さし込んでいる。どうやら朝のようだ。

（僕は、なんでベッドに寝てるんだ……？）

　まだ働かない頭に疑問符を浮かべた、そのとき――

　ギイ、と蝶ちよう番つがいを軋きしませて、部屋のドアが開いた。

　入ってきたのは、白銀の髪の少女だった。

「リンツ、目を覚ましたのか」

「シャトレア……」

　ようやく、すべてを思い出し、リンツは声を上げた。

　リンツたちを捕らえに来た二人組。

　テンプル騎士団の騎士シユヴアリエ、ノイン＝ギャラハム。

　そして、〈城しろ姫ひめ〉モン＝サン＝ミシェル。

（そうだ。僕はあの〈水の城しろ姫ひめ〉に腹を貫つらぬかれて――）

　思い返すと、ずきりと鈍にぶい痛みが腹部に走る。

　シャトレアは静かにドアを閉め、ベッドのそばへ歩いてきた。

　手には新しいタオルと水差しを抱かかえている。

　彼女が、ずっと看病してくれていたんだろうか。

「……」

　シャトレアは無言だった。……なにかに怒っているようだ。

　彼女がベッドの隣の椅い子すに腰を下ろすのを待ってから、リンツは口を開いた。

「……えっと、どのくらい寝てた？」

「たいしたことはない。ほんの半日ほどだ」

　シャトレアはそっけなく言った。

「……半日？　だって――」

　リンツはもう一度、自分の脇わき腹ばらを撫なでさすった。鈍い痛みに顔をしかめる。だが、耐えられないほどの痛みではない。傷口はもう塞ふさがりはじめていた。

　モン＝サン＝ミシェルの放った〈ジャベリン〉は、脇腹を貫通したはずだが――

「〈城〉は〈医療施設〉でもある。私にも簡単な治療の力が備そなわっている」

「そうか。シャトレアが……ありがと――」

「リンツ＝レンハイト」

　言いかけた感謝の言葉を、シャトレアがぴしゃりとさえぎった。

「――なぜ、あのようなまねをした」

　鋭い、燃えるような瞳ひとみで、そう問いかけてくる。

　森の中で、初めて出会ったときのような、厳しい声こわ音ねだった。

「あのような？」

「あのとき、私を止めたことだっ！」

（あ……）

　そうだ。あのとき、シャトレアは――

　モン＝サン＝ミシェルの喉のど元もとに、剣を突き立てるところだった。

　身にまとった〈城壁〉を返り血で染め、氷のように冷たい表情をしていた。

（僕は、あのとき……）

　思い出しながら、リンツは自分の手をじっと見つめた。

　――なにか、はっきりとした理由があって、止めたわけではなかった。

　気がつけば、身体からだが勝手に動いて、彼女にしがみついていた。

　あるいは、あの〈城姫〉、モン＝サン＝ミシェルが、エリッセと同じ年とし頃ごろの少女の外見をしていたからかもしれない。それもたしかにある。

　だが、あのとき抱いていた思いは――

（……たぶん、僕はシャトレアに、あの少女を手にかけてほしくなかったんだ）

　森の中で、要よう塞さいの追っ手からリンツを守ってくれたとき、

　――人を斬きるのは嫌いだ。と、そう言った彼女。

　夢の中で見た、白はく亜あの城が、シャトレアのイメージと重なった。

　おそらくは、戦闘用の城じよう砦さいとしての用を為なさない――ただ純粋に、崇すう高こうなる美に奉仕するために造られたであろう、壮そう麗れいな城。

　美しいあの〈城〉が、血にまみれる姿を、見たくなかったのだと思う。

「あのとき、君が止めなければ、私はあの〈城しろ姫ひめ〉を破壊できていた。それに……君もそのような怪け我がを負おうことはなかった」

　シャトレアは、静かに、責めるような口調で言ってきた。

「……」

　たしかに、リンツのせいで、モン＝サン＝ミシェルを取り逃がしてしまったことは事実だった。彼女が怒るのも無理はない。

　でも――と、リンツは思う。

　あのまま、剣を振り下ろしていたら。

　きっと、シャトレアは、ひどく傷ついていたと。

　後悔していたと、思うのだ。

「言ってたじゃないか。人を斬るのは嫌いだって……」

　リンツが言うと、シャトレアは首を横に振った。

「リンツ、私たち〈城姫〉は、見かけは人間の少女のような外見をしているが、その本質は戦いの道具だ。……あの〈水の城姫〉も、そう言っていた。それを破壊することに、私はなんのためらいも感じない」

「なに言ってるんだ、シャトレアはシャトレアだろ！」

　リンツは思わず強く言い返した。まるで、彼女自身がモノであるかのような言い方をするシャトレアに、本気で腹が立った。

　だが、シャトレアは動じない。

「あのとき、君は見ただろう。私たち〈城姫〉の戦いの爪つめ痕あとを。あれを見て、まだそんなことが言えるのか？」

「……」

　二人の〈城姫〉の戦った、市街の中心部。

　リンツが駆けつけたとき、周囲の城壁や建造物は、完かん膚ぷなきまでに破壊されていた。

　まるで、凄すさまじい暴風が過ぎ去ったあとのようだった。

「〈城姫〉を君たち人間と同じだと思うな。その甘い考えは、君を殺すぞ」

「でも……でも、僕は、シャトレアを兵器だなんて思えない！」

　リンツはきっぱりと首を振って、叫んだ。

　シャトレアの目をしっかりと見つめながら。

　その剣幕に、シャトレアは一瞬、惚ほうけた表情になった。

　かすかに顔を赤らめて――

「で、では、なんだと思うのだ。リンツは、私のことをどう思っているのだ！」

「そ、それは、ええっと……」

　突然、突きつけられたその問いに。

　リンツは逡しゆん巡じゆんして、口ごもった。

　自分はシャトレアのことを、どう思っているのか――？

　シャトレアは両りよう膝ひざに手をのせ、真剣な表情で、じっと答えを待っている。

　リンツは、ごくり、と唾つばを呑のみ込んだ。

（……どう答えればいいんだ？　っていうか、質問の意図がなんか違ってきてないか!?）

「……なんだ。やはり答えられないのかっ！」

「いや、そうじゃなくて、なんていうか……」

　リンツは頭をかきながら、どぎまぎと視線を逸そらした。

　自分はシャトレアのことをどう思っているのか。真剣に考え込んで――

　そして、心を決めた。

　シャトレアの目をまっすぐに見つめ返す。

　嘘うそやおためごかしなど、すぐに見抜いてしまいそうな、湖面のように澄すんだ瞳ひとみだった。

　だから――

「シャトレアは――」

　震ふるえる声で。リンツの思う本当のことを、正直に言った。

「気高くて、か、可愛かわいくて、とても優しい、女の子だと――思う」

「……っ！」

　途端、シャトレアの顔が硬くこわばった。

　顔を伏せ、肩をわなわなと震わせ……そして、激しく椅い子すを蹴けって立ち上がった。

　怒りのためか、顔が火を噴くように紅潮していた。

「なにを……なにを言っているのだ、君は！」

　リンツから顔を背そむけ、ドアのほうへ向かって、歩いていく。

　ぴたり、と足を止めた。

「リンツ＝レンハイト。君は本当に……甘い。甘いにもほどがある」

　怒りを押し殺したような、静かな声だった。

「そうかもしれない。でも、僕は――」



「そのような甘い心構えだから、君は大切なものを守れなかったのだ」



「――っ！」

　部屋の空気が凍りついた。

　シャトレアを追おうとして、起きあがった姿勢のまま、リンツは固まった。

　彼女の言ったその言葉は、リンツの胸をえぐるように突き刺した。

「それは、エリッセのことを……言ってるのか？」

　声が震ふるえているのが、自分でもわかった。

「……」

「シャトレア――」

「そうだ」

　シャトレアはドアのほうを向いたまま、うなずいた。

「君は、エリッセ＝イストバラドを守れなかった。それは事実だ」

「……っ！」

　ぎり、とリンツは奥歯を噛かみ締しめた。

（僕が甘かったから、エリッセがあんなことになったっていうのか……？）

　それは、あまりに――

　カッと頭が熱くなった。自分でも抑えきれない衝動だった。

「あ、ああ、そうさ。たしかに、僕はエリッセを守ることができなかった。足がすくんで、ぶざまに這はいずって――でも、あのときの僕に、なにができたっていうんだよ！　シャトレアは〈城しろ姫ひめ〉だから……力があるから、そんなことが言えるんだ！」

　気がつけば、彼女の背中に叩たたきつけるように、そんなことを口走っていた。

　言葉は止まらない。苛いら立だちをぶつけるように、叫ぶ。

「シャトレアみたいに剣が使えて、傷つかない身体からだを持っていたら、僕だってエリッセを守れていたさ！」

「……」

　シャトレアが、静かに振り返った。

　怒りの眼まな差ざしを向けてくる――そう思った。

　違った。



　――泣いていた。



　白はく磁じのような彼女の頬ほおに、涙のしずくが伝っていた。

「……リンツ、君は、私が望んで〈城しろ姫ひめ〉になったと思うのか？」

「――っ！」

　そんなことを言うつもりはなかった。

　ただ思わず、口をついて出てしまっただけだった。

　彼女は、〈城姫〉である自分の存在について悩み、苦く悶もんしていた。

　それは、リンツもわかっていた。わかっていた――はずだった。

　この世界に突然放ほうり出され、わけのわからない力を与えられ、自分が何者かもわからないという不安の中で、放浪の旅を続けてきた少女。

　それが、いったいどれほど不安で、どれほど恐ろしいことなのか。

　それはきっと――想像もつかないほどの、孤独。

「シャトレア、その、僕は――」

　明らかな失言だった。

　そのことに気づいて、謝ろうとした、その矢先――

「リンツ＝レンハイト、君とはここでお別れだ」

　シャトレアは唐突に、そう告げてきた。

「な、なにを――なに言ってるんだよ！」

　あわててベッドから立ち上がったリンツの喉のど元もとに、短剣の切っ先が突きつけられた。

「……」

　リンツは息を呑のんだ。森の中で、彼女と出会ったときの再現だった。

　だが、シャトレアの顔は、あのときのような厳しい表情ではない。

　穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

　完全な――拒絶の微笑みだった。

「……リンツ、君は少し優しすぎた。すまない。君のような少年に、私の城主マイスターになれというのは、酷だったと思う」

「そんな……」

　リンツは呆ぼう然ぜんとつぶやき、シーツをぎゅっと握り締しめた。

　見放された。そう思った。

　リンツ＝レンハイトには、シャトレアの城主たる資格がないと、彼女はそう言ったのだ。

　シャトレアは、ふっとため息をつき、踵きびすを返した。

　靴音をたてて部屋の入り口へ歩いていき、一度、足を止めた。

「――さようなら。リンツ＝レンハイト」

　それは、決定的な別れの言葉だった。

　ドアが静かに閉められた。



　　　　　　　◇



　アーレンダム市内では、街中に散らばった瓦が礫れきや材木の撤去作業が行われていた。

　石畳で舗装された街路は、水みず捌はけがよく、下水道も整備されている。自然の洪水ではなく〈城しろ姫ひめ〉の力で生み出されたものだからだろうか。市内に満ちていた水はほとんど引いており、ところどころに水たまりが残っているくらいだった。

〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の団員が、市民たちと一緒に、押し流された瓦礫を荷車で運んでいる。城壁の上では作業着姿のレティーツィアが、団員たちに指示を飛ばしていた。

　リンツが城壁の上にあがると、レティーツィアが紅ぐ蓮れんの髪をなびかせて振り向いた。

「あら、リンツ、もう怪け我がは大丈夫なの？」

「うん。シャトレアが、治療してくれたから」

　リンツは短くうなずいた。彼女の名前を口に出したとき、ずきりと胸が痛んだ。

　城壁の上を吹きわたる冷たい風に、リンツは身を震ふるわせる。

　この区域は、とくに〈城姫〉同士の戦闘の激しかった場所だった。建物は無惨に崩壊し、石造りの城壁には巨大な穴が空あいている。

　日の光の下で見るその惨状は、〈城姫〉の戦闘の凄すさまじさをいっそう感じさせた。

「僕たちが、この街に来たから、こんなことに……」

「自分を責めたってどうにもならないわ。この惨状で死傷者がでなかっただけでも、よかったと思うべきよ」

　レティーツィアが肩をすくめ、それから、真剣な表情でつぶやいた。

「シャトレアから話は聞いたわ。〈城姫〉なんて、旅の吟遊詩人ミンネジンガーの語るおとぎ話だと思ってたけど……これを見たら、信じざるをえないわね」

「……ごめん。その、レティにだまってて」

「聞かされたって、普通は信じないわよ。うちの傭よう兵へい団だんは、君たちみたいなわけありの連中も多いから、べつに気にしてないわ」

「……うん。でも、ごめん」

　リンツは、しゅん、となって謝った。

　レティーツィアを信用していなかったわけじゃない。でも、シャトレアの存在は、できるだけ知られないほうがいい――そう思って、意図的に話さなかったのは事実なのだ。

「……ま、いいわ。そのことは。それよりも、今朝、お姫様があたしのところに来たんだけど」

「シャトレアが？」

「ええ。あの娘こ、頬ほおに涙の跡があったわ」

「……っ！」

　ハッとした表情のリンツを見て、レティーツィアはちょっと意地悪な目つきになった。

「心当たりがありそうね。女の子泣かせるなんて、リンツも隅におけないんだから」

「……そんなんじゃないよ」

　リンツはうなだれて首を振った。

　泣いていた彼女の顔を、あらためて思い出し、後悔に胸がうずいた。

（……あんなこと、言うつもりじゃなかったんだ）

　シャトレアには、本当にひどいことを言ってしまった。

〈城しろ姫ひめ〉だからって、心にまで城壁をまとっているわけじゃない。彼女の内面は、とても繊細で傷つきやすい、ふつうの女の子だったのだ。

　……そんなこと、わかっていたはずなのに。

「彼女、うちの技師団を解雇してくれって言ってきたわ。いちおう、引き止めはしたけど、ま、男女のことにあれこれ言うのは野や暮ぼってものだし、ね」

「……だから、そんなんじゃないってば」

「冗談よ。君たち、なんだか素直になれない恋人どうしみたいなんだもの」

　レティーツィアは口元に手をあて、くすくす笑う。

「……僕が見放されたんだ。心構えが甘い、って」

「さて、どうかしら。それが本当に、あの娘この本心だと思う？」

「……わからないよ。そんなの」

　リンツは重いため息をついた。

（シャトレアに見放された。僕は、これからどうすればいいんだろう……）

「ほんとうに不器用ね。君も、あの娘も――」

　レティーツィアは紅あかい髪をかきあげた。

　それから、ふいに、右腕に刻きざまれた〈刻印〉をリンツに見せてくる。

　紅い楔くさびを象かたどった紋もん様よう。彼女の師、マイスター・アルベルティの〈刻印〉だ。

「……」

　なんのつもりだろう――と、リンツが見つめていると、

「いいでしょ、あたしの〈刻印〉」

「ただの自慢!?」

　リンツは思わずつっこんだ。

　レティーツィアはくすくすと笑い、それから、急に真面目まじめな顔になって、

「――リンツ、あのとき、あたしに訊きいたわよね。どうして〈土竜技師団マオルヴオルフ〉を率ひきいるようになったのか、って」

「う、うん」

　……なぜ突然、そんな話を？

　リンツはいぶかしげな顔をレティーツィアに向けた。

「あたし、子供の頃ころは、とある小国の王女様だったの――って言ったら、信じる？」

「え？」

　リンツは思わず訊きき返した。この猫のような少女が、王女様……？

「いきなり、そんなこと言われても……」

　言いかけて、リンツは口をつぐんだ。

　……いや。たしかに、レティーツィアの立ち居振る舞いには、貴族特有の洗練された優雅さがある。それも商人が金の力で成り上がったような、にわか貴族ではない。本物の貴族のまとう高貴な雰ふん囲い気きが、彼女にはたしかにあった。

「……えっと、本当に？」

「本当よ。国といっても、小さな領邦ラントみたいなものだけどね。いちおう、これでも第三王女。ちょっとは見直した？」

　エヘン、と胸を張るレティーツィア。リンツはあたふたとあわてながら、

「あ、え、えっと、こ、これまで失礼な口を利いて――」

「なにかしこまっちゃってるの。いつも通りでいいわよ。もう存在しない国なんだし」

「――え？」

　もう存在しない？　それはどういう……？

「あたしが七歳のときに、隣りん国ごくに攻め込まれたの。小規模な城と、たった数十人の騎士団しか持っていなかったあたしの国は、ほとんど抵抗らしい抵抗もできずに、あっけなく滅んだわ。父と母は殺された。あたしの二人の姉は、殺されるよりもっと非ひ道どい目に遭あわされた。あたしだけが命からがら生き残ることができた」

「……」

　淡々と語られるレティーツィアの凄せい絶ぜつな過去を、リンツは息を呑のんで聞いていた。

　家族と故郷を失い、あてもなく逃亡の旅をしていた彼女を〈石の兄弟団〉のキャラバンが拾った。彼女は才能を見込まれ、高名なマイスターの下で修行の日々がはじまった。

　そして、十四歳のとき、〈石の兄弟団〉の秘ひ奥おう――〈崩破の緋シヤルラハロート〉の秘蹟アルカナを授さずけられた彼女は、師の下を離れ、その力を利用して、技師傭よう兵へい団だんを創つくり上げた。

「いまの世の中、成り上がるには傭兵団が一番てっとり早いわ。あたしはもっと戦場で手柄をたてて、この〈土竜技師団マオルヴオルフ〉を大きくする。そして――」

　レティーツィアは強く唇を噛かみ締しめた。

「いつか必ず、奪われたあたしの故郷を取り戻してみせる」

　落ち着いた、静かな声だった。

　それだけに、彼女の決意の固さがにじみ出ていた。

「……」

　リンツがなにも言えずに口をつぐんでいると。

　レティーツィアは、ふっと肩の力を抜いて、こちらに向きなおった。

「……そんなわけで。年上のお姉さんからのアドバイス。リンツ、君が師匠から授さずかったその〈刻印〉には、あたしみたいに、壊すだけじゃない、新しいものを創り出す力がある。いろいろ悩むのもいいけど、いまはその力を使って、自分に何ができるか、何をすべきなのか、考えてみなさい」

　リンツはハッとして、自分の手に刻きざまれた〈刻印〉を見つめた。

　シャトレアみたいに〈城しろ姫ひめ〉の力があるわけじゃない。

　レティーツィアみたいに傭よう兵へい団だんを組織しているわけでもない。

　でも、この手には、偉大なマイスターから継承した〈建けん奏そう術じゆつ〉がある。

（――そうだ。エリッセを取り戻す。いまはそのことだけを考えるんだ）

「……ありがとう、レティ」

　シャトレアのことについて、心の整理がついたわけではない。

　それでも、いまは、自分のやるべきことを考えようと、思った。

「うん、ちょっとはマシな顔になったわね」

　リンツの額ひたいに指を突きつけながら、レティーツィアはにっこりと笑った。

「ひとつ教えてあげる。女の子はね、男の子の一生懸命がんばってる姿に弱いのよ」

　唇に落ちかかる紅ぐ蓮れんの髪。

　思わず、ドキッとしてしまうくらい、魅力的な笑顔だった。

　彼女が傭兵団を率ひきいていられる理由は、本当は〈刻印〉の力なんかじゃなくて、この笑顔のせいなんじゃないだろうか――と、そんなことさえ思う。

「……どうしたの？　あたしの顔なんてじっと見つめて。ひょっとして、惚ほれた？」

「ち、ちがっ――な、なに言ってんだよ！」

「ふふっ、顔が赤いわよ。あ、でも、ちょっと嬉うれしいかな」

「……だから、ちがうって！」

　リンツがあわてて首を振った、そのときだった。

「団長！」

　と、呼びかける声が聞こえた。

　階段で城壁の上にあがってきたのは、一人の若い技師だった。

「なに？」

　レティーツィアは急に真面目まじめな表情になって振り向いた。

「〈諸侯同盟〉のリール方面軍から伝令が届いたぜ」

　技師の差し出した手紙を彼女は受け取り、文面を素早く目で追った。

　やがて、口元に不敵な微笑を浮かべ、こちらに顔を向ける。

「二人とも、出立の準備よ。お偉いさんたちが、いよいよ重い腰を上げたみたい」

「え？」

「――リール要よう塞さいへの攻城戦がはじまるわ」










第五章　攻城戦



　レティーツィア＝エーデルガルトに率ひきいられ、アーレンダムを出立した〈土竜技師団マオルヴオルフ〉のキャラバンは、翌日の夕刻、リール周辺に展開する諸侯同盟軍の宿営地に到着した。

　小高い丘きゆう陵りようの上に設けられた宿営地に、破は城じよう槌ついや投石機カタパルト、攻城塔など、おびただしい数の大型攻城兵器が運び込まれ、技師たちの手によって組み立てられている。

　なだらかに広がる平原の向こうに、そびえ立つリール要塞の威容が見えた。

　要塞の周辺には長大な塹ざん壕ごうが掘られている。平衡壕と呼ばれる要塞攻略用の塹壕で、〈土竜技師団〉の本体が数週間にわたって掘り進めていたものだ。

　平原には無数の幕舎テントが設営され、傭よう兵へいたちが、夕飯の炊き出しの準備をしていた。

　諸侯同盟の兵力は約八千。五百の守備兵の駐ちゆう屯とんするリール要塞に攻城戦をしかけるには、決して十分な兵力というわけではない。城じよう砦さい攻略の基本は、長期間にわたる包囲によって補給を断つことであり、兵力にまかせた強襲などは、よほどの理由がない限り、いたずらに損害を大きくするだけの下の策だ。

　諸侯同盟が要塞の攻略を急ぐ理由のひとつには、諸侯どうしの結束が弱く、吹けば飛ぶような同盟関係でしかないということが挙げられた。包囲が長期に及べば、同盟を脱退する者や、調略によって寝返る者が出るであろうことは、容易に想像できる。

　また、統一された軍隊ではないため、物資や食料の補給路にもばらつきがあった。睨にらみ合ったまま冬になれば、撤退を余儀なくされるのは同盟軍のほうだ。実際、傭よう兵へい団だんの中には、すでに戦線から離脱しはじめているところもいくつかあった。

　そして、噂うわさされる〈城姫ベルクフリート〉の存在だ。

　数日前、要よう塞さいの中心部から激しい閃せん光こうが上がったのを見たという、兵士たちの証言が多数あった。火薬庫が事故で爆発したのだという者もいたが、かつて百年戦争に参加したことのある兵士たちは、城に〈城しろ姫ひめ〉が宿る前兆だと噂しあった。

　リンツは知っている。

　数日前――あの日だ。

　血まみれの礼拝堂で、九人の技師が贄にえとして捧ささげられた、あの日。

（エリッセが〈城姫〉の力で僕を逃がしてくれた……きっと、そのときの光だ）

　雲の垂れ込める灰色の空の下、リンツはレティーツィアのあとをついて歩きながら、ほんの数日前までは、自分が建設にたずさわっていた要塞を見つめた。

　二人がやってきたのは、宿営地の中でもひときわ大きく豪ごう奢しやな幕舎テントだった。

　中では絢けん爛らんな軍服に身を包んだ貴族諸侯が集まり、軍議の真っ最中だった。

　レティーツィアが入っていくと、諸侯の面々はうろんそうな目を彼女に向けた。

「レティーツィア＝エーデルガルト、ただいま馳はせ参じました」

「おお、これはこれは。有名な壊し屋集団を束ねる娘か。たいそうな美人だと聞いていたが、これはまた、噂以上じゃのう」

　でっぷりと太った諸侯の一人が、紅ぐ蓮れんの髪の落ちかかる彼女の胸を凝視して言った。

　レティーツィアは涼しい顔でそれを無視すると、傭兵団長の座る席に腰掛けた。

　リンツは彼女の付き添いとして背後にひかえ、直立不動の姿勢をとる。

　同盟の盟主である、ロンディニア軍のマールバラ候を中心に、諸侯たちが、テーブルの上の模型を囲み、あれこれ意見を交わし合っていた。

　専門の模型職人の作った、リール要塞の模型である。周囲には、盤上遊戯に使う木製の駒こまがいくつも並べられており、実際にそれを動かしながら、軍議を進めているようだ。

「まずは三方から総攻撃をかけて、正面の第二稜りよう堡ほを占領する」

　マールバラ候が、駒のひとつをつまんで動かしながら言った。

　リール要塞は〈稜堡〉と呼ばれる、小さな砦とりでを五方面に配置した要塞だ。一つの稜堡を占領されても、均等に配置された他の稜堡から攻撃を続けることができる。このタイプの城じよう砦さいが難攻不落と呼ばれるゆえんだった。

「稜堡を一つ一つ落としていたのでは、損害が大きすぎますな」

「ああ。だから一点突破だ。第二稜堡占領を足掛かりに、すぐさま――ここ」

　と、マールバラ候は模型の一点を指し示した。

「要よう塞さいの城門をレティーツィア殿の部隊が打ち破る」

「承知しました。みごと城門を破ってご覧に入れましょう」

　レティーツィアが自信たっぷりにうなずいた。

〈土竜技師団マオルヴオルフ〉には、戦場での土木工事や攻城兵器の組み立てを担当する工兵部隊と、前線で城壁や門の破壊を担当する、精鋭の部隊が存在した。並の傭よう兵へい団だんよりもはるかに精強と噂うわさされる部隊である。

　リンツは〈建けん奏そう術じゆつ〉の使い手であることを買われ、その部隊に組み込まれていた。

（城門まで、生きてたどり着けるだろうか……）

　想像に身がすくんだ。生まれて初めて体験する戦場だった。

（……だめだ。死ぬことなんて考えるな。生きて、エリッセを救い出すんだ）

　不安を押し殺すように、唇を強く噛かみ締しめた。

　軍議はやがて、兵士たちのあいだで噂になっている〈城しろ姫ひめ〉のことに及んだ。

「ディート候も見たであろう。数日前の、あの閃せん光こうを」

「左さ様よう、あれは〈城姫〉が生まれる前兆じゃ」

「はっ、くだらぬ。〈城姫〉など、森に妖よう魔まがいた時代の迷信ではないか」

「そんなことはない。百年戦争の際、わが祖父が〈城姫〉の宿った要塞の攻略戦に参加したことがある」

「……ほう、それで、どうなりました？」

　若い貴族が馬ば鹿かにしたように言った。

「修道院要塞モン＝サン＝ミシェルを包囲していた一万のロンディニア軍は、海に呑のまれて全滅した。軍史にも残っている」

「……」

　幕舎テントに重い沈黙がおとずれる。

　聞き覚えのあるその名前に、リンツとレティーツィアは思わず顔を見合わせた。

「〈城姫〉のことはともかく、だ――」

　マールバラ候が軍議を打ち切った。

「いずれにせよ、我が軍には長く包囲を続けるだけの補給路もない。フランキスカ軍の援軍が来る前に、絶対にあの要塞を落とさなければならん」

　立ち上がり、静かに宣言した。

「――明朝、リール要塞に総攻撃をかける」

　幕舎を出たところで、肩にぽん、と手をのせられた。

　リンツはドキッとして背筋を伸ばした。その反応に、レティーツィアはくすくすと笑った。紅ぐ蓮れんの髪に指を絡め、いたずらっぽく微笑する。

「だいぶ緊張してるわね。恐こわい？」

「……うん」

　ちょっと迷ってから、リンツは、うなずいた。

　恐くないはずがなかった。直前までは笑っていた人間が、次の瞬間には死んでいる。

　戦場とは、そういう場所だ。

「それでいいわ。戦場が恐くないなんて奴やつは、ただの死にたがりのばかだもの」

　レティーツィアは、遠く稜りよう線せんの彼方かなたを見やりながら、つぶやいた。

　瞳ひとみが揺れていた。

　まるで、他人には決して触れられない、遠い過去の想おもい出を見つめるように。

　思わず、息を呑のむくらい、綺き麗れいな横顔だった。

　これまで、戦場で、彼女はいったい何を見てきたのだろう……？

　ときどき忘れてしまいそうになるが、彼女は、まだたった十七歳の少女なのだ。

　レティーツィアはこちらに向きなおり、明日の作戦行動を確認する。

　雇い主であるマールバラ候に伝えられた作戦ではない。

　レティーツィアとリンツの打ち合わせた作戦だ。

　アーレンダムからここへ来る道中、リンツはレティーツィアに、あの要よう塞さいで起きた出来事、〈城しろ姫ひめ〉にされた幼おさな馴な染じみの少女のことを、すべて話していた。実際に〈城姫〉であるシャトレアを目にしていたこともあって、彼女はリンツの話を信じてくれた。

　城の中枢たる〈城姫〉を奪還することは、すなわち、リール要塞の陥かん落らくを意味する――エリッセを助け出したいリンツと、手柄をたてて傭よう兵へい団だんの名を上げたいレティーツィアの利害は一致した。もっとも、彼女が照れ隠しのように言った「団員の大切な人は、あたしにとっても大切な人だからね」というのが、本音なのだろうとは思う。

　要塞の門を破壊したら、〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の精鋭部隊が要塞内部へ侵入する。ほかの重要施設には一切かまわず、リンツの先導で地下礼拝堂へ向かい、要塞の〈城姫〉、エリッセ＝イストバラドを奪還する――それが、二人の立てた作戦だった。

「まずは生きて門までたどりつくこと。戦場では誰だれも背中を守ってくれないから、その覚悟はしておいてね」

「……うん」

　リンツは真剣な表情でうなずいた。

　わかっている。いまは師匠も彼の〈城〉であるシャトレアもいないのだ。

（……一人で、道を切り開かなくちゃいけない）

　わかってはいたが――訊きかずにはいられなかった。

「レティ、シャトレアは――」

　レティーツィアはゆっくりと首を振った。

「知り合いの傭よう兵へい団だんをまわってみたけど、それらしい姿を見たっていう話は聞かないわ。もしいたとしたら、すごい目立つでしょうし」

「そうか……」

　リンツはわずかに肩を落とした。

　もっとも、あの孤高の〈城〉が、傭兵団などに身を投じるとも思えなかったが。

（シャトレア……）

　拳こぶしをぎゅっと握り締しめ、リンツは胸中でつぶやいた。



　翌明朝。諸侯同盟軍の陣地から、猛たけ々だけしいラッパの音が鳴り響いた。

　リール要よう塞さいへの総攻撃がはじまったのだ。
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　丘きゆう陵りようの上に展開した傭兵団が、いっせいに突撃した。

　大地が揺れるような凄すさまじい地響きは、リンツたちのいる前線の塹ざん壕ごうをも震しん動どうさせ、壁の土がぱらぱらと剥はがれ落ちてきた。

「リンツ、頭を下げて！」

　塹壕から頭を出しかけたリンツの襟首を、レティーツィアが掴つかんで引き戻した。

　途端、鋭い風鳴りの音がして、リンツの頭上を数本の矢がかすめていった。

「……っ！」

　ゾッと背筋が凍りつく。

「ばか。危なっかしいんだから」

　レティーツィアはリンツの襟首を離してため息をついた。

「あの娘このこと、捜してた？」

「……」

「いまは忘れなさい。ここは戦場、余計なことに気を散らしてたら死ぬわよ」

　レティーツィアは、いつになく厳しい声でリンツを叱しつ咤たした。

「……うん、ごめん」

「ほら、そろそろ、あたしたちも突撃するわよ！」

「おおおおおっ！」

　狭い塹壕の中で、〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の精鋭部隊がいっせいに声を上げ、銀光りする長剣を抜き放つ。

　リンツも支給された腰の剣を抜いた。本物の剣を握るのは初めてだった。いつも握っているノミや鎚つちとは違う重さ。緊張に手がじっとりと汗ばんだ。

（……震ふるえるな。剣の使い方なら、シャトレアが教えてくれたじゃないか！）

　二度目の突撃のラッパが鳴らされた。

　おおおおおおおおおおおおっ！

　ときの声が上がり、塹ざん壕ごうから這はい出した傭よう兵へいたちが、いっせいに正面の〈稜りよう堡ほ〉めがけて突撃した。〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の団員も後に続く。恐怖心を麻ま痺ひさせるため、リンツも雄叫おたけびを上げながら、血煙たなびく戦場を駆けだした。

（いまは要よう塞さいにたどりつくこと。それだけを考えろっ！）

　大地を揺るがすような雄叫び。舞い上がる土煙の中、要塞から放たれた石弓の矢が豪雨のように降りそそぐ。血華が乱れ咲いた。剣を振り上げ突進していった傭兵たちが、血も凍るような絶叫を上げ倒れ伏す。だが、後続の傭兵たちは、恐れるどころかいっそう猛たけり、倒れた兵士の屍しかばねをためらうことなく踏み越え、要塞に向かって殺到する――

　ドォンッ！

　雄叫びをかき消すような、凄すさまじい轟ごう音おんが大気を震わせた。

　刹せつ那な。リンツたちのいる前方で、閃せん光こうがひらめいた。

　耳をつんざくような爆音。兵士の一群が、瓦が礫れきのように吹き飛んだ。

（なんだ……!?）

　リンツは立ち止まった。吹き荒れる粉ふん塵じんから目をかばう。

　前をゆくレティーツィアも、思わず足を止めていた。

（火薬の爆発……？）

　リンツは音のしたほうへ目をやった。

　正面の第二稜堡の左側面。五ご芒ぼう星せいの一角となる第三稜堡に、それが鎮座していた。

　陽光を照り返し、黒光りする巨大な鉄塊。

　移動式の車輪のついた、最新型の大口径砲キヤノン。その周囲には、全身を黒衣に包んだ不気味な集団が控え、ひと抱かかえほどもある黒い砲弾を装そう填てんしていた。

「あれは……砲術士ギルド〈原初の焔を伝えし者プロメテウス〉!?」

　レティーツィアの叫びに、周りにいた〈土竜技師団〉の団員は騒然となった。

　砲術士ギルド――中世初期に発生した焔術士パイロマンサーギルドから派生した、火薬や大砲の取り扱いを専門とする組織である。

　徹底した秘密主義で砲術の技術と知識を独占しており、彼らを雇わなければ、戦場でまともに大砲を運用することは不可能だといわれている。

　その数多あまたある砲術士ギルドの中でも、〈原初の焔を伝えし者プロメテウス〉は、とくに神秘主義的傾向の強い集団で、独自の火薬や砲弾を開発しているという噂うわさがあった。

　ドォンッ！

　戦場に、ふたたび轟音が鳴り響いた。

　後方で激しい火柱が上がり、兵士たちの牽ひいていた破は城じよう槌ついが粉々に砕け散る。

「着弾と同時に、爆発する〈炸さく裂れつ弾だん〉……まさか、実用化されていたなんてね」

　レティーツィアが額ひたいに汗を浮かべてつぶやいた。

　大砲に使われる砲弾といえば、通常は石を研けん磨まして作った石弾だ。破壊力はあるものの、城壁の破壊などに使われることがほとんどで、あのように兵士の一群に向かって発射するという運用はほとんどされることはない。だが、あの砲弾は、着弾地点で火薬を仕込んだ弾が炸裂する仕組みになっているようだ。

　閃せん光こうと爆音にひるみ、猛も者さ揃ぞろいの傭よう兵へいたちも浮き足だった。足を止めた兵士たちの頭上に、石弓の矢が容赦なくふりそそぐ。

「……っ、みんな、走るわよ、止まってたら狙ねらい撃ちにされる！」

　レティーツィアが叫んだ――そのとき。

　大砲が回転し、砲門がこちらを向いた。

　動きの鈍にぶい技師団の攻城兵器を破壊するつもりなのだ。

「……っ、レティ！」

　前を走る紅ぐ蓮れんの髪の少女に向かって、リンツは走った。

（くそっ、間に合えっ――）

「リンツ!?」

　勢いのまま、レティーツィアの身体からだを抱きすくめ、地面に伏せさせる。

　刹せつ那な。目と鼻の先で激しい閃光がひらめいた。

　凄すさまじい轟ごう音おんが鳴り響き、二人の身体は爆風で吹っ飛ばされた。

　硬い地面の上を二転三転し、あおむけになって倒れ込む。リンツはレティーツィアの身体を離さなかった。

「……くっ、う……」

　全身を襲う痛みに顔をしかめながら、リンツは薄く目を開けた。

　吐と息いきのかかる距離に、レティーツィアのやわらかそうな唇があった。

（……っ!?）

「んっ……」

　レティーツィアがうめき声を上げ、わずかに身じろぎした。

　リンツはあわてて身を起こし、彼女から離れた。

　紅蓮の髪の少女は、まるで寝起きのような惚ほうけた表情でリンツを見つめ――

「レティ、血が――」

　リンツは息を呑のんだ。

　紅蓮の髪にまぎれて気づかなかった。彼女の額から、赤い血がひと筋、流れていた。

「大丈夫。浅い傷よ。……助けてくれて、ありがと」

　服の袖そでで額ひたいの血をぬぐい、レティーツィアは素早く身を起こした。

　リンツに気丈な笑顔を向け、背後を振り返る。

　砲弾の着弾地面は広範囲にえぐれ、技師団の破は城じよう槌ついは木こっ端ぱ微み塵じんになっていた。

　石弾などとは比べものにならない、凄すさまじい破壊力だ。

　ハッとして、リンツは要よう塞さいのほうを振り返った。

　砲術士ギルドの砲手が次の弾を装そう填てんしていた。

　黒光りする大口径砲キヤノンの砲身はぴたりとこちらに狙ねらいを定めている。

「……!?」

　いまさらになって、凍えるような恐怖が襲ってきた。

　膝ひざが小こ刻きざみに震ふるえた。指が硬くこわばって開けない。

　たちこめる血の臭においに嘔おう吐としそうになる。

　逃げ出したい。こんな戦場から逃げ出して、平和な街で鎚つちを振るっていたい。

　けど――

　ちら、と背後に目をやる。レティーツィアと目が合った。

（……もう、逃げない）

　リンツはかぶりを振った。もう二度と、あんな思いはしたくない。

　エリッセを残して、一人で逃げた、あのときのような思いは。

　こわばった指をゆっくりと開いた。膝に拳こぶしを叩たたきつけ、震えを止める。

　脳のう裏りに想おもい描えがくのは、森の中で出会った彼女の姿。

　剣を手にそびえ立つ、白銀の〈城〉だ。

　彼女なら、きっと前に進む――そう思った。

　手に刻まれた、マイスター・ストランゼンの〈刻印〉が、蒼あお白じろい火花を散らした。

（……この手で、エリッセとの約束を果たしてみせる！）

「リンツ！」

　レティーツィアの制止の声を振り切って、リンツは駆け出した。

　砲弾によって、完かん膚ぷなきまでに破壊された破城槌――その残ざん骸がいの中心に立ち、〈建けん奏そう術じゆつ〉の韻律コードを紡つむぎ上げる。

　構築すべきものの構造は把握していた。

　あとは、どちらが速いか――だ。

（……大丈夫。できるはずだ。できる）

〈――汝なんじ、偉大なる建築士の王、四界の全すべてを測量し、設計した者よ――〉

〈――神殿の最さい奥おうに隠された秘技を盗みし、我ら石工の長おさたる者よ――〉

〈――汝、大いなる墳ふん墓ぼの頂いただきより、全てを見そなわす〈眼め〉也なり――〉

　頭ず蓋がいの奥で火花が散る。頭の焼き切れそうな感覚。

　だが、不思議と、これまで〈建けん奏そう術じゆつ〉を使ったときほどの負担はない。

　まるで、どこからか力の奔流が流れ込んでくるような、そんな感覚だった。

（なんだ、この感覚は……!?）

　構築された韻律コードが蒼あお白じろい雷らい火かとなってほとばしり、大気を切り裂いた。

　雷火をまとわせたまま、掌てのひらを破は城じよう槌ついの残ざん骸がいに叩たたきつけ――叫ぶ！

「リンツ＝レンハイトが銘を刻きざむっ、我はここに、破壊の獣を喚よび戻さんっ！」

　第十二の韻律コード――〈再構築リ・ストラクシヨン〉。

　降りそそいだ雷火が、破城鎚の残骸を、新たな構造物に組み替える――

「あれは……！」

　レティーツィアが驚きの声を上げた。

　あらわれたのは――一基の巨大な破城投石機トレビユシエツト。

　高く跳ね上がった平へい衡こう錘すいには大量の土砂が詰め込まれ、長大な腕木の一方――砲弾の射出装置には、すでに砲弾が装そう填てんされていた。

〈建奏術〉によって火薬から再構築された炸裂弾が。

　リンツは剣を抜き、腕木をつなぎ止めているロープを素早く切り落とした。

　破城投石機の平衡錘が一気に振り下ろされ、炸さく裂れつ弾だんが放物線を描えがいて放たれる――

　刹せつ那な。大口径砲キヤノンの砲口に閃せん光こうが生まれた。

「リンツ！」

　レティーツィアが叫ぶ。

　轟ごう音おんが鳴り響き、戦場に二本の火柱が立ち上る。

　爆風が吹き荒れ、リンツの身体からだは地面に投げ出された。

「はあっ、はあっ、はっ――ぁう！」

　骨の軋きしむような痛みに悲鳴を上げる。荒あらい息をつきながら、リンツはその場にへたりこんだ。ベストの下に鎖くさり帷子かたびらを着込んでいるため、外傷はほとんどない。だが、地面に叩きつけられたときの衝撃が内臓に深刻なダメージを与えていた。

　右手の〈刻印〉が淡く輝いている。焼けるように熱い。

「……無む茶ちやするわね」

　その手を、レティーツィアがそっと掴つかんだ。

「でも、よくやったわ。さすが、あたしが見込んだだけのことはある」

「……」

　リンツの目の前には、粉砕された破城投石機の残骸。

　だが、要よう塞さい側の大口径砲も同時に破壊されていた。

　レティーツィアが、すっと立ち上がった。

　技師団のほうを振り返り、空に向かって剣を高々と振り上げる。

「要よう塞さいの大砲は沈黙したわ――」

　彼女は大声で叫んだ。

「リール要塞、このままいっきに攻め落とすっ！」

　おおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　地を揺るがすような怒ど号ごうが、黒煙たなびく戦場に響きわたった。
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　リール要塞。地下礼拝堂。

　薄暗い地下空間に、二人の男がたたずんでいた。

　要塞の技術将校ヴォーバン。そして――鉄仮面卿きよう。

　数日前に、この場所で、酸鼻きわまる殺さつ戮りくがおこなわれたことなど、まるでなかったかのように、おびただしい量の血けつ痕こんはきれいに拭ふきとられていた。

　だが、地下の淀よどんだ空気の中に、血の匂においはわずかに残っている。あるいは、贄にえに捧ささげられた技師たちが最後に吐いた吐と息いきの粒りゆう子しすら、まだ漂っているのかもしれない。

「鉄仮面卿、いまだ目覚めないのでしょうか、〈城しろ姫ひめ〉は？」

　ヴォーバンが、焦あせりを含んだ口調で問い訊たずねた。

　耳をすませば、この地下にまで、かすかな雄叫おたけびと剣けん戟げきの音が響いてくる。

　外ではいままさに、諸侯連合軍との戦いくさがはじまっているのだ。

　礼拝堂の奥。明々と輝く魔術紋もん様ようの中心に、あの〈黒い棺ひつぎ〉が置かれていた。

　静せい謐ひつさの象徴であるかのような礼拝堂の中で、それはかすかな異音を放っている。

　異音――というよりほかない、この世ならざる、虹にじ色いろの音階。

「姫君は固く心を閉ざしておいでです。無理に覚かく醒せいさせようとすれば〈城骸ルイン〉になってしまいますが、それでもよろしいと？」

「くっ……！」

　ヴォーバンは歯は噛がみした。内心では、この鉄仮面の男に対する不信感が渦うず巻まいている。

　テンプル騎士団とモン＝サン＝ミシェルによる〈放浪の城姫〉の回収は失敗した。

　鉄仮面卿の手になる儀式によって、一度は〈城姫〉として覚醒しかけたエリッセ＝イストバラドは、いまだ棺の中で眠り続けている。

　青ざめた少女の唇から、かすかな呼気が洩もれているのが見てとれた。

「それは、だめだ――」

　ヴォーバンは苛いら立だたしげにつぶやいた。

　城と完全に同調しないまま目覚めさせられた〈城姫〉は〈城骸ルイン〉と呼ばれ、わずか数日間で消滅する――と、そう聞いていた。

　リール要よう塞さいに〈城しろ姫ひめ〉を宿すことを宿願とするヴォーバンとしては、とうてい承知できることではない。

「ええ。私としても、そのような事態はなるべく避けたいのですよ。貴重な〈城姫〉の実験体をむざむざと失うのは惜しい……ん？」

　ふいに、何かに気づいたように、鉄仮面卿きようは棺ひつぎの前に身をかがめた。

「鉄仮面卿、何を――」

　言いかけて、ヴォーバンは目を見開いた。

　はだけられたエリッセ＝イストバラドの胸元。

〈城姫〉の適性者たる証あかし――五芒星ペンタグラムの〈印〉から、赤い血が流れ出していた。

　まるで慟どう哭こくするように。

「〈印〉が共鳴している……？」

「ほう。どうやら、姫君と強い絆きずなを持つ者がこの近くにいるようですね」

　鉄仮面卿が、肩を震ふるわせて、不気味に嗤わらった。

「まさか、リンツ＝レンハイトが？」

　ヴォーバンが低い声で唸うなった。

　リンツ＝レンハイト。〈城姫〉覚かく醒せいの鍵かぎとなる少年。

　それが、リール要塞の攻略戦に参加しているというのか。

「私が連れてこよう」

　鷹たかの眼めをわずかに細め、ヴォーバンは軍刀の柄つかに手をかける。

　きびすを返し、地上へ続く階段を上っていった。
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　乱戦になった。

　城壁の低い稜りよう堡ほ式しき要塞は大砲には強いが、敵に接近を許しての防衛戦では従来の城郭よりも防衛力に劣る。塁るい壁へきに取りついた兵士がつぎつぎと攻城用梯子はしごをよじのぼれば、要塞の守備兵は石弓を捨て軍刀を手に戦った。

　フランキスカ軍の抵抗は激しかった。だが、兵力にまかせてたゆまず押し寄せる波のような諸侯同盟軍の攻撃には耐えきれなかった。半刻後には、マールバラ候率ひきいる本隊がなだれ込み、とうとう第二稜堡に白旗が揚がった。

　稜堡を占領し、ひとたび足掛かりを得れば、あとは優秀な工兵部隊の出番だった。

〈土竜技師団マオルヴオルフ〉を中心とした工兵部隊が、壕に橋を架かけ、たちまちのうちに破は城じよう槌ついを運搬するための道を造り上げた。

「すごい……あっという間に……」

「あたりまえよ。あたしたちは、大陸最強の技師傭よう兵へい団だんなんだから」

　思わず感嘆の声を上げるリンツに、レティーツィアは満足そうにうなずいた。

　濡ぬれた獣の皮を貼はった破は城じよう槌ついが一基、要よう塞さいの門の前で組み立てられた。

　技師団の屈くつ強きような男たちが、鐘しよう楼ろうを突くように、何度も、何度も――頑丈な鉄覆いのついた杭ラムを打ち込んだ。

「――さて、あたしも活躍しなくちゃ、ね」

　レティーツィアが唇を舐なめる。その手には、マイスター・アルベルティから授さずかった〈刻印〉――〈崩破の緋シヤルラハロート〉が赤々と輝いている。

〈石の兄弟団〉に伝承された秘蹟アルカナ。

　構造物の崩壊点に不可視の楔くさびを打ち込み、構造物を崩壊させる技法アート。

　紅ぐ蓮れんの髪の少女は、破城槌の屋根にひょい、と飛び乗ると――剣けん尖せんをひらめかせ、要塞の門に不可視の楔を打ち込んでいった。

　カッ、カッ、と金属を打つ音が響きわたる。それを見た他の傭兵団の男たちがいぶかしげに眉まゆをひそめた。――あの女は、いったいなにをやっているんだ？

「――これで、最後っ！」

　カァンッ――彼女の手の〈刻印〉から緋色の雷らい火かがほとばしり、五つの崩壊点を穿うがつ。

　それに呼応するように、破城槌の一撃が打ち込まれた。

　ドォォォォォォォン！

　凄すさまじい轟ごう音おんが鳴り響く。

　要塞の外側を守る鉄門がもろくも崩壊し、要塞内部への道が開かれた。

　傭兵たちがどっと歓声を上げる。

　破城槌の上で剣を振りかざし、紅蓮の髪の少女が吼ほえた。

「〈土竜技師団マオルヴオルフ〉精鋭戦闘部隊――〈土竜の爪ナーグル〉、突撃するわよ！」

　レティーツィアのあとを追い、リンツは要塞に突入した。

　要塞の守備兵は各稜りよう堡ほに配備されているため、内部にはそれほど多くない。さすがに精鋭を誇るだけあって、二十数人からなる〈土竜の爪ナーグル〉部隊は、群がるフランキスカ兵をつぎつぎと斬きり倒していく――

　そんな猛も者さ揃ぞろいの中で、最も剣の腕が立つのはレティーツィアだった。焔ほのおのような髪をひるがえし、群がる兵を斬り伏せる。思い返せば、彼女はアーレンダムで、騎士であるノイン＝ギャラハムと短剣一本で互角に渡り合っているのだった。

「レティ、こっちだ！」

　建物の中の回廊をひた走りながら、リンツは叫んだ。もとよりリンツは、剣の腕を期待されてこの部隊に組み込まれたわけではない。要塞の〈城しろ姫ひめ〉、エリッセ＝イストバラドの居場所へ案内する――それがリンツに与えられた役割だった。

　要よう塞さいの各所で、潜入した兵士と守備兵の乱戦が続いていたが、レティーツィアに率ひきいられた部隊は重要拠点には目もくれず、まっすぐに礼拝堂へ向かっていた。

「いいわね？　お姫様を救えば、あたしたちの勝ちよ」

　レティーツィアが不敵に笑う。

〈城しろ姫ひめ〉たるエリッセさえ奪還すれば、リール要塞はもはや反撃の目を失い陥かん落らくする。

　だが、いかに精強とはいえ、潜入部隊はたったの二十数人にすぎない。混乱が収まればすぐに包囲され、〈土竜の爪ナーグル〉は本隊と孤立してしまう。

　時間との勝負だった。

（エリッセ、待ってろよ……）

　通路を駆けながら、はやる心を抑えるように、リンツは剣の柄つかを握り締しめる。

　エリッセが、あの地下礼拝堂にいることは、確信があった。

　右手の〈刻印〉がうずく。赤い血がしたたり続けている。

　だが、不思議と痛みはない。〈刻印〉は彼女の鼓動をたしかに伝えていた。

（……いる。あの礼拝堂に）

　屈くつ強きような男が数人がかりで、前に立ち塞ふさがる鉄の大扉を開いた。

　赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた大広間。

　それは、あの日、鉄仮面の男を迎えた場所だった。

「この先に礼拝堂が――」

　リンツが足を踏み入れ、振り返った、その瞬間。

「……なに!?」

　レティーツィアの悲鳴が響きわたった。

「うおっ、なんだ？」「壁がっ！」「うわああああっ！」

（え……？）

　リンツは棒立ちになって、目の前のそれを見つめた。



　壁ができていた。



　たったいま、駆けてきたはずのその空間に。

　そびえ立つ巨大な石壁が。

　――しん、と静せい寂じやくがおとずれる。

　レティーツィアたちの悲鳴は遮しや断だんされ、そして、一切の物音が聞こえなくなった。

　――リンツはたった一人、残された。

「なんだっ、なんだよ、これっ……」

　あらわれた石壁を拳こぶしで殴りつける。

「レティ！　レティ！」

　大声で叫ぶが、返事はない。

　なにが起きているのか、まったく理解できなかった。

（そ、そうだ、〈建けん奏そう術じゆつ〉で壁を再構築すれば――）

　思いつき、構造式を展開しようとした、そのときだった。

　カッ、カッ、カッ――

　ひどく聞き慣れた、軍ぐん靴かの足音が聞こえてきた。

　ぞわり――と、背筋が粟あわ立だった。

　壁についた手が、じっとりと汗ばむ。

　振り返りたくない。振り返れば、彼と対たい峙じすることになる。

　呼吸が荒あらくなる。足音はどんどん近づいてくる。

「――愚おろかだな。またここに戻ってくるとは」

（あ……ああ……あ……）

「だが、君のおかげで、彼女を目覚めさせることができそうだ」

　ゆっくりと。リンツは振り返った。

　フランキスカ軍の将校服に身を包んだ、鷹たかの眼めの男。

　技術将校、セバスティアン・ル・プレストル・ド・ヴォーバンが、そこにいた。

「久しぶりだな、リンツ＝レンハイト」


















第六章　白鳥の城



「ヴォーバン……」

　リンツは奥歯を噛かみ締しめて、うめいた。

　ヴォーバンは、灰色の眼めでリンツをじっと見み据すえ――

　すらり、と音もなく軍刀を抜き放つ。

　リンツは、すくむ足を奮い立たせ、なんとか剣を握った。

（くそっ、手が、震ふるえて……）

　背後の石壁に背をあずけ、かつてマイスターと呼んだ男に、剣を突きつけた。

「エリッセ＝イストバラドを助けにきたか。健気けなげなことだ」

「……っ！」

　頭が沸騰した。そのまま斬きりかからなかったのは、冷静だったからではなく、恐怖で足が動かなかったからだ。

「……決めたんだ。もう逃げないって」

　リンツはつぶやくように言った。自分に言い聞かせるための言葉だった。

　剣の柄つかを強く握り締しめる。それでも、手の震えは止まらない。

　あのときの恐怖が、脳のう裏りにまざまざとよみがえる。

　ゴルトン親方や仲間の技師たちが、無惨に殺さつ戮りくされた。

　マイスターと呼び慕い、信頼していた、この男の手によって。

「マイスター・ヴォーバン。僕は、あなたを尊敬していました。師と同じように」

「……そうか」

　ヴォーバンは眉まゆひとつ動かさなかった。

「あなたは、最初からエリッセを〈城しろ姫ひめ〉にするつもりで僕たちを……」

「そうだ。だが、エリッセ＝イストバラドも、贄にえとして捧ささげられた技師たちも、このすばらしい要よう塞さいの礎いしずえとなれるのだ。光栄に思うべきではないかね？」

「……っ！」

　それが挑発だということはわかっていた。

　だが、さすがに抑えることはできなかった。

「――ヴォーバンッ！」

　目の前にたたずむ敵の名を叫びながら、リンツは石壁を蹴けって突進した。

　気迫はあるが、速さも技術もない、怒りにまかせただけの未熟な剣を、ヴォーバンは最低限の動作でかわした。

「……のっ……っ！」

　リンツはがむしゃらに剣を突き出すが、その剣けん尖せんはかすりもしない。

「マイスター・ストランゼンは、君に剣を教えなかったようだな」

「……っ！」

　突然、ヴォーバンの姿がかき消えた。

　ハッとして振り向いた、瞬間。

「……ふぐっ！」

　腹に、重い蹴りを叩たたき込まれた。突き抜けるような衝撃が全身に走る。

　リンツの身体からだは放物線を描えがいて宙を舞い、石壁に思いきり叩きつけられた。

「かっ――はっ――」

　カラァンッ――剣を取り落とし、激しく嘔え吐ずく。

　胃液が逆流する。内容物すべてを吐き出しそうな嘔おう吐と感かん。

（……は……やく……立ち上がらないと……）

　片目を開け、なかば混こん濁だくした意識の中で、敵の姿を睨にらみ据すえた。

　距離は――リンツの歩幅で十歩。

　ヴォーバンは感情の読めない冷徹な目で、こちらを見下ろしている。

　そこには、あざけりも、わずかな油断さえもうかがえない。

　相手が無力な少年だからと侮るようなことはない――といって、不必要におそれることもない。冷静に戦力を分析して対処する。つまるところ、彼は軍人だった。

（……ちく……しょう……）

　勝てるわけがない。格が違いすぎる。シャトレアから数日間、教わっただけの付け焼き刃の剣では、おそらく、刺し違えることすらできない。

（けど……）

　リンツは剣を捨てた右の拳こぶしを、静かに握り締しめた。

　……まだ、あきらめない。戦う力は残っている。

　偉大なる師から継承した〈石の兄弟団〉の秘技が。

「君と遊んでいる時間はない。要よう塞さいが陥かん落らくする前に〈城しろ姫ひめ〉を目覚めさせなければならないからな」

　ヴォーバンが一歩、近づいた。二歩、三歩と無造作に距離を詰めてくる。リンツは、倒れて完全に動けなくなったふりをしながら、ヴォーバンが近づいてくるのを待った。

　そして――七歩目。

（……いまだ！）

　石壁に手をつき構造式を展開。

　第十二の韻律コード――〈再構築リ・ストラクシヨン〉。

　蒼あお白じろい雷らい火かのほとばしる掌てのひらを石の床に叩たたきつける。

　ヴォーバンの顔に驚きよう愕がくが浮かんだ。床から突き上げた、無数の鋭い石いし槍やりが、獣の群れのように襲いかかり、ヴォーバンの足を縫い止める。

　――はずだった。

「なっ……!?」

「ほう、驚いたな。単純な構造物とはいえ、略式詠えい唱しようで造り上げるとは。さすがは、あの男の徒と弟ていといったところか。あるいは〈放浪の城姫〉との出会いが、君の資質を開花させたのか――」

　ピシ、ピシ――リンツの〈建けん奏そう術じゆつ〉によって生み出された石の槍が、乾いた音をたてて崩壊する。ヴォーバンの周囲に展開した石壁が槍の尖せん端たんを砕いていた。

「そんな……」

　愕がく然ぜんとした顔でうめくリンツ。

「愚おろかだな、リンツ＝レンハイト。未熟な〈建奏士マイスタージンガー〉よ。〈石の兄弟団〉の秘蹟アルカナの使い手が、君や君の師だけということもあるまい？」

　ヴォーバンは、将校の制服である白い手袋を脱ぎ捨てていた。

　その手の甲に、紫し電でんの火花を放つ〈刻印〉があった。

「……っ！」

「この〈刻印〉は私が二十歳はたちのときに、師から受け継いだものだ」

　足を止めたヴォーバンが、なにごとか、口の中でつぶやいた。

（〈建けん奏そう術じゆつ〉の韻律コード!?　でも、こんなのは聞いたことが――）

「〈建奏術〉は神々の建築にいたる究極の建築術。君はその一端を知るにすぎない。〈石の兄弟団〉はこのような外げ法ほうの秘蹟アルカナも伝承しているのだよ」

　ヴォーバンがさっと手を振り上げる。

「リンツ＝レンハイト、君の知らない韻律コードを見せてやろう」

〈刻印〉からほとばしる雷らい火かが、石の床に激しく降りそそいだ。

　閃せん光こうがひらめき、砕け散った石の欠片かけらがリンツの頬ほおをかすめる。

　そして――

　オォォォォォォォォン！

　咆哮が轟いた。

「な、なに……？　なんだ、これ……」

　リンツの口から驚きよう愕がくの声が洩もれた。

　目の前に――怪物が存在していた。

　リンツの背丈の三倍ほどもある、石の怪物が。

　ルォオォオォォン！

　鋭い牙きばの並ぶ爬は虫ちゆう類るいのような顎あご。巨大な胴体に、それぞれ三本の爪つめのある丸太のような四肢がついている。関節部位には球状の石が使われており、四本とも円滑に動かすことができるようだ。

　背中には一対の蝙蝠こうもりのような羽がある。構造からして、まさか飛べるわけではないのだろうが、尖せん端たんに鉤かぎ爪つめのついたそれは、獲物を引き裂くには十分そうだ。

「〈建奏術〉第十一の廃棄韻律デイスコード――」



　――〈怪魔の石像ガーゴイル〉。



　教会の雨どいに設けられている、魔除よけの石像の名を、ヴォーバンはつぶやいた。

　リンツは壁にもたれたまま、呆ぼう然ぜんと目を見開く。

　目の前の、あまりに非現実的な光景に、手の震ふるえが止まらない。

　ヴォーバンが、ゾッとするほど冷徹な声で、石の怪魔に命令した。

「殺さずに捕らえろ。だが手足は喰くらっても構わん」

　ルォオォオォォン！

　巨大な〈ガーゴイル〉が天井を貫つらぬくような咆ほう哮こうを上げた。

　鋭い鉤爪のついた腕を振り上げ、リンツを捕らえようとする。

（……っ！）

　剣などでは防げない――そう判断したリンツは、剣を捨て、横に跳んだ。

　ゴッ――乾いた音がして、リンツの背後の石壁がえぐられる。

　床を転がり、立ち上がったリンツの額ひたいに、じわりと汗が浮かんだ。

　怪物の動きはそれほど速くないが、あるいは、シャトレアとの訓練がなければ、足がすくんでかわせなかったかもしれない。

　ガーゴイルがこちらを向いた。向きを変え、咆ほう哮こうを上げながら突進してくる。

「……のっ！」

〈建けん奏そう術じゆつ〉の韻律コードを略式展開。掌てのひらに蒼あおい雷らい火かをまとわせ、地面に叩たたきつけた。

　石の床から突き出すようにあらわれる――三層の石壁。

　だが、ガーゴイルは止まらない。勢いのまま二層の石壁をぶち抜き――三層目の壁をその牙きばで喰くらい破砕した。

（なんてやつだ……！　同じ建材からできているはずなのに、強度がまるで違う！）

「どうした、リンツ＝レンハイト。逃げるだけか？」

　ヴォーバンが告げてくる。そちらに意識をとられた隙すきに、ガーゴイルの蝙蝠こうもりのような羽が襲いかかる。凄すさまじい力で、リンツは壁まで吹っ飛ばされる。

「……がっ……は……！」

　壁に叩きつけられ血を吐いた。全身を痺しびれるような激痛が襲う。

　だが、倒れこんでいる暇はない。ガーゴイルがのっそりとこちらへ向きを変えた。

　そのとき、リンツは気づいた。

　石の怪物は、その巨体ゆえに――方向転換のとき、一瞬、動きが止まる。

（なら――）

　地面に膝ひざをつき、〈建奏術〉を展開。蒼あお白じろい雷火をまとわせる。

「リンツ＝レンハイトが銘を刻きざむ！　我はここに螺ら旋せんの塔を築かん！」

　刹せつ那な。大広間の床から突き出された螺旋の石柱が、ガーゴイルの顎あごを穿うがった。

　衝撃にのけぞり、わずかにバランスを崩す怪魔の石像。――だが、それだけだった。ガーゴイルはダメージを受けた様子もなく石柱をあっさりと砕き割る。

「無駄だ。君の未熟な〈建奏術〉で、私の〈怪魔の石像ガーゴイル〉を破ることはできない」

「うるさいっ……」

　叫び、リンツはガーゴイルに向かって走り込んでいた。

〈刻印〉に蒼白い雷火をまとわせたまま。

　そう、螺旋の石柱はフェイク。本当の狙ねらいは――

（……あの石の化け物だって、しょせんは建材に過ぎない）

　ならば――できるはずだ。

　鈍重に振り返る石の怪魔。リンツは床を蹴けって、その懐ふところに飛び込むと、雷火を放つ右手をその脚部に叩たたきつけた。

「第八の韻律コード――〈修復レストレーシヨン〉、怪魔の石像ガーゴイルよ、原初の形に戻れ！」

　建材に直接干渉――展開していたありったけの構造式を叩き込む。

「ああああああああああああっ！」

　脳が焼けついた。臨界点を超えてショートする。

　意識が落ちぬよう、喉のどが破れんばかりに、叫び続けた。

　ふいに、右腕を振り上げたガーゴイルの動きが、止まった。

　ガ……ギ……ガガ……ギ……、

　石の扉がきしむような、奇怪な音が大広間に響きわたる。

　そして――

　ルォオォオォォォォォォン！

　天井に向かって鋭い咆ほう哮こうを上げ――怪魔の石像は一気に崩壊した。

　舞い上がる砂すな埃ぼこり。砕け散った石の塊が雪崩なだれを打って降りそそぐ。

　砂埃が晴れたとき――

　リンツの目の前には、破壊された〈ガーゴイル〉の残ざん骸がいが積み重なっていた。

「はあっ、はあっ、はあっ、はっ――」

　荒あらい息を吐きながら、リンツはその場にがくっと膝ひざをついた。

　身体からだが痺しびれて動けない。いまの〈建けん奏そう術じゆつ〉で最後の力を使い果たしてしまっていた。

　右手の〈刻印〉が弱々しく発光している。

「素晴らしい。その若さで〈石の兄弟団〉の秘ひ奥おうをそこまで使いこなすとは、な」

　ヴォーバンが、ゆっくりと、こちらへ歩み寄ってきた。

　抜き身の軍刀を手に提さげたまま、告げてくる。

「惜しい資質だが、なかなかやっかいでもある。その右腕は斬きり落とさせてもらうぞ」

「……っ！」

　リンツは、焼けただれた右手をかばうように、もう片方の手で覆おおった。

　頭の中で必死に構造式を展開する――が、回路がショートして繋つながらない。

　ほんの小さな火花ひとつ、発生しない。

（くそっ、同じなのか！　あのときと同じように、僕はなにもできず……！）

　近づいてくるヴォーバンを睨にらみ据すえながら、歯は噛がみする。

　あの日。赤い礼拝堂で。

　仲間の技師が殺さつ戮りくされていくのを、ただ恐怖におののきながら見ているしかなかった。

　棺ひつぎの中で慟どう哭こくするエリッセを、救い出すことができなかった。

　あのときと、なにも変わっていなかった。

　自分は――あの日の無力な少年のままだった。

（……っ、これじゃ、シャトレアに見限られるのも当然だ）

　君は、甘い――

　そう言って別れた、彼女の後ろ姿を思い出しながら、絶望する。

「どうして……」

「なに？」

「どうしてっ、どうしてなんだよっ！　マイスター・ヴォーバン、大陸最高峰の城じよう砦さい技師。だれもが尊敬する建築士のあんたがっ、どうしてこんなことっ――」

　目の前の男を倒すための力はすでにない。

　時間稼ぎをするためでも、むろん、説得を試みようとしたわけでもない。

　ただ、だだをこねる子供のようにわめくしかなかっただけだ。

「リンツ＝レンハイト、君にはわかるまい。たとえ生涯をかけようと、追いつけぬ者がいるという――その絶望は」

　――意外にも。ヴォーバンは、穏おだやかな声で告げてきた。

「……え？」

　てっきり、無視されると思っていたリンツは、驚いて訊きき返した。

「君の師である、マイスター・ストランゼンが建築士の〈刻印〉を受け継いだのは、わずか九歳のときだった。秀才に過ぎなかった私と違い、彼はまごうことなき、本物の天才――建築の神に愛された人間だった」

　ヴォーバンの鷹たかの眼めに、一瞬、追憶の光が灯ともった。

「私と彼は、同じ師の下で建築を学んだ同門の徒と弟ていだったのだよ」

「……！」

　知らなかった。旧知の仲だとは聞いていたが、まさか同門の徒弟だったなんて。

「私は決して彼を超えることができなかった。残酷なものだ。神は私に、一生をかけても彼に勝つことはできないと理解する程度の才能は授さずけてくださったのだ。だから。私はせめて彼の背中に追いつこうと彼の模も倣ほうを続けた。そのうちに、いつしか私自身の建築の理想を忘れ、建築士ではなく、城砦技師などと呼ばれるようになっていた」

　同じだった。リンツもまた、師の背中を追いかけて、彼の模倣ばかり続けていた。

　自分の理想とする建築物。自分の創つくりたいもののことなんて、忘れかけていた。

　――エリッセが、教えてくれるまでは。

「リンツ＝レンハイト、あるいは、私と君は似た境遇なのかもしれないな」

　そう皮肉に口元を歪ゆがめながら、ヴォーバンは言った。

「……違う」

　ぎゅっと拳こぶしを握り締しめ、リンツはつぶやいた。

「僕はあなたとは違う――僕には創りたい〈城〉がある」

「ほう？」

　興味深そうにヴォーバンは片方の眉まゆをつりあげた。

　その口調には、苛いら立だちと、そして嘲あざけりのようなものが含まれている。

「〈城しろ姫ひめ〉の宿る崇すう高こうにして完全な建築物を、君は創ることができる、と？」

「――そうだ」

　リンツはきっぱりとうなずいた。

「救いがたい愚おろか者だな、君は。なぜ、あの男が君のような者を徒と弟ていにしたのか、理解に苦しむ」

　ヴォーバンは呆あきれたように肩をすくめ、一歩、にじり寄ってきた。

　大おお仰ぎような身振りで、告げてくる。

「大陸最高峰の建築士である彼でさえ、その作品に〈城姫〉が宿ったという話は聞かぬ。だが、いまこそ私は彼を超える。マイスター・ストランゼンすらなしえなかった偉業、私の設計したこのリール要よう塞さいに〈城姫ベルクフリート〉を宿すことによって」

「……」

　哀かなしい姿だった。リンツはそう思った。建築士としての理想を忘れ、いつしか、もう戻れないところまで堕おちてしまった哀あわれな男。

　だが――あるいは自分も、この男と同じように堕ちていたかもしれないのだ。

　ヴォーバンの鷹たかの眼めには、かすかな愉悦の色が浮かんでいた。

　リンツが初めて見る彼の顔。

　軍人としての顔ではない。

　それは、〈城姫〉の妄もう執しゆうに取り憑つかれた一人の建築士の顔だった。

「――そんなことのために」

　リンツの〈刻印〉から、沸騰した血がぽたぽたとしたたり落ちた。

「あんたはっ、そんなことのために、ゴルトン親方や、みんなを殺したのかっ！」

　血が激しくたぎっていた。瓦が礫れきの中から立ち上がって、リンツは叫んだ。

「こんなっ……こんな方法で、女の子を犠牲にして、〈城姫〉を宿らせて、あんた、それでいいのかよ！　情けないと思わないのかよ！」

「ほう……まだ立ち上がるか？」

　ヴォーバンが足を止めた。否いな、止められた。もはやあの少年に余力はないはず――そうわかっていても、この歴戦の軍人を警戒させるだけのなにかがあった。

「〈城姫ベルクフリート〉は、――こんな要塞には宿らない」

　鷹の眼をまっすぐに見つめ、震ふるえる声で、リンツは言い放った。

「――〈城姫〉は、気高く崇高な城に宿るんだっ！」

　バチッ――手に小さな火花が散った。

　目を閉じる。脳のう裏りに鮮明に思い浮かんだのは――あの〈城〉の姿。

（……そうだ。想像イメージしろ）

　これまで見た中で、最も強く、最も美しい――あの〈城〉を。

　なにものにも屈くつすることなく、雄お々おしくそびえ立つ、無窮の〈城〉の姿を！

　――もう〈建けん奏そう術じゆつ〉を使う力など、どこにも残されていないはずだった。

　だが――身体からだが熱くたぎるような、この感覚はなんだ？

　まるで無尽蔵に流れ込んでくるような、この力の奔流は――

「ばかな……あれだけの〈建奏術〉を使っておきながら、まだそんな力を……？」

　ヴォーバンが驚きよう愕がくに目を見開く。

　違う。残された最後の力――ではない。

　――何かと、回路が繋がった。そんな感覚だった。

〈刻印〉から幾いく筋すじもの蒼あお白じろい雷らい火かがほとばしる！

「ヴォーバンっ、見せてやるよ――僕の理想の〈城〉をっ！」

「……っ、貴様ぁぁぁっ！」

　ヴォーバンが、凄すさまじい形ぎよう相そうで叫び、掌てのひらを地面に叩たたきつけた。

〈建奏術〉第十一の廃棄韻律デイスコード――〈怪魔の石像ガーゴイル〉。

　石の床がうねり、奇怪な音をたてて、歪いびつな生物クリーチヤーを形成する。

　ヴォォォオオオォォオン！

　あらわれたのは――獅し子しの胴体を持つ双頭のガーゴイル。

「奴やつの右腕を喰くらえっ、変奏アレンジ〇二――〈双頭の魔獣シエルベロス〉よ！」

　恐ろしい咆ほう哮こうを上げ、牙きばを剥むいて襲い来る、石の魔獣。

「リンツ＝レンハイトが銘を刻きざむ！　我はここに堅けん牢ろうな城壁を打ち立てん！」

　暴走する雷火を抑えつけるように、リンツもまた、掌を地面に叩きつけた。

　魔獣の牙がリンツの腕を貪むさぼらんとする、その刹せつ那な。

　まばゆい閃せん光こうがひらめき、眼前に堅牢な〈城壁〉があらわれた。

　ヴォルォォオォオオオ！

　双頭の魔獣は巨大な腕を振り上げ、一撃で〈城壁〉を破壊する――



　ギィンッ！



　剣けん閃せんが走った。

　ガーゴイルの二つの頭部が、突然、消失した。

　否いな、斬きり飛ばされた。

　巨大な石の頭部がゆるやかな放物線を描えがいて飛んでいき、壁に激突して砕け散る。

「……っ！」

　リンツは、目を見開いた。



　目の前に、壮そう麗れいな〈城〉がそびえ立っていた。



「――リンツ＝レンハイト」

〈城〉が喋った。

「――呼ぶのが遅い」

　凛り々りしく剣を構えた――白銀の〈城〉が。

　そこに存在した。

「……シャトレア」

　床に膝ひざをつきながら、リンツは、なにか言葉を紡つむごうとした。

　だが、喉のどが焼けついて、かすれ声しか出なかった。呼吸も激しく乱れていた。

　言いたいことがいっぱいあった。

　でも、彼女の美しい横顔を見た途端、頭にあったことは、ぜんぶ吹き飛んでしまった。

　――逢あいたかった。ただ、逢いたかったのだと、思う。

　膝立ちになったまま、口をぱくぱくさせるリンツに、彼女は、なにも言わなくていい、と首を振った。ただ――

「よくがんばったな」

　穏おだやかに微笑ほほえんで、リンツの黒髪を優しく撫なでた。

「……シャトレア……どう……して……？」

「君と私は、城主マイスターの絆きずなで繋つながっている。君が強く私を想おもったから、ここに召喚されたのだ」

「……あ」

　リンツは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　シャトレアは、ずっとリンツとの絆を切ってはいなかったのだ。

　では、あのあふれるような力の奔流は、シャトレアに繋がっていたのか。

「でも、シャトレアは、僕を見限ったんじゃ――」

「リンツには、私の〈城〉を創つくってもらう約束だからな」

　シャトレアは、こほん、と咳せき払ばらいして、

「未熟者の城主マイスターだが、放ほうってはおけん」

　ちょっと照れたように視線を逸そらした。

「おまえが〈放浪の城しろ姫ひめ〉か……」

「ああ」

　と、シャトレアがヴォーバンに向きなおった。

「まさか、そのような未熟な徒と弟ていを城主マイスターとして選ぶとはな」

　ヴォーバンはうめくように言った。声に、色濃い嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの色が混じっている。

　シャトレアは眉まゆ根ねをつりあげ、蒼そう焔えんを宿した瞳ひとみで、ヴォーバンを睨にらみつけた。

「ヴォーバンとやら、私はリンツほど優しくはない。我が城主マイスターを傷つけたこと、その身であがなってもらうぞ！」

　白銀に輝く剣の切っ先を向け――告げる。

「……っ、〈城〉を持たぬ〈城しろ姫ひめ〉などっ――！」

　刹せつ那な。ヴォーバンが動いた。闘争心ではない。純粋な恐怖にかられての行動だった。

〈刻印〉から紫し電でんの雷光を放ち、掌てのひらを石壁に叩たたきつける。

　第十一の廃棄韻律デイスコード――〈怪魔の石像ガーゴイル〉。

　変奏アレンジ〇三――〈五首の魔竜ヒユドラ〉！

　周囲の石壁が変質し、巨大な――首を伸ばせば大広間の天井すれすれまであるような、五首の竜があらわれる。

　おそらくは、ヴォーバンの使うことのできる最強の〈建けん奏そう術じゆつ〉。

　鎌かま首くびをもたげた五本の首が牙きばを剥むき、いっせいに殺到する――

「シャトレアっ――」

　それを――

「醜いな。美も崇すう高こうさも、情熱さえも欠けた建築だ」

　まずは言葉で容赦なく両断し――

　シャトレアは地を蹴けって跳躍した。

　喰くらいつかんとするあぎとは、彼女の背負う〈城壁〉に弾はじかれ、横よこ薙なぎに振るわれる首の一撃は、はためくドレススカートに翻ほん弄ろうされる。鋼のブーツで石像の胴を穿うがち、〈城姫〉は逆さか巻まく焔ほのおとなって一気に駆け上がった。

　そして、次の瞬間。

　キィン――甲かん高だかい金属音。

　弧を描えがいてひらめいた銀光が、文字通り、石の魔竜を真まっ二ぷたつに両断していた。

　ドオオオオオオオオオンッ！

　凄すさまじい轟ごう音おんをたてて崩れゆく魔竜の巨体。

　その残ざん骸がいに怜れい悧りな一いち瞥べつをくれ、シャトレアは白銀の髪をかきあげた。

「この程度の小細工で、〈城〉である私をどうにかできると思ったか？」

「なんだ……と……」

　ヴォーバンが絶望的な声でつぶやいた。シャトレアの身体からだには――いや、その身にまとう〈城壁〉にさえ、傷ひとつ、ついていなかった。

（僕があれだけ苦戦した〈ガーゴイル〉を、たった一撃で……）

　アーレンダムで、その力を目の当たりにしているリンツでさえ、戦せん慄りつを覚えた。

　あまりに圧倒的なその力。

「ぐ……」

　ヴォーバンが床に膝ひざをついた。

　一人の〈兵士〉と一基の〈城〉――彼に勝ち目など、万に一つもあるはずもなかった。

「さて、この男をどうする、城主マイスターよ？」

「どうでもいい。いまはそんなことよりもエリッセを――」

　そのとき。リンツの〈刻印〉に鋭い痛みが走った。

「……っ!?」



　ドクン――と。

　リール要よう塞さいが鼓動を打った。



　　　　　　　◇



「いったい、なにが起こっているの……!?」

　回廊を走るレティーツィアが、悲鳴じみた声を上げた。

　曲がり角から出てきた、数人の要塞の守備兵と斬きり結び、強攻突破する。

　――あのとき。リンツの先導で礼拝堂へ向かっていた〈土竜の爪ナーグル〉の部隊は、突然、目の前にあらわれた石壁に道をさえぎられ、リンツと分断されてしまった。

　行き止まりで袋の鼠ねずみにされるわけにはいかない。活路を見み出いだすため、要塞の施設内を駆け回っていたそのとき、突然、要塞が鳴めい動どうしはじめたのだ。

「団長、なんだかやばい感じがするぜ」

「ええ。まるで、要塞が生きているみたい――」

　鳴動は――より激しい震しん動どうとなって、足元を揺らしはじめる。

「まさか、リール要塞に〈城しろ姫ひめ〉が宿ったというの……!?」



　　　　　　　◇



　要塞が、心臓の鼓動のように鳴動する中。

　大広間の奥――地下礼拝堂へ続く鉄の大扉が、ゆっくりと開いた。

「まさか……！」

　最初に声を上げたのは、ヴォーバンだった。

「あれは……！」

　シャトレアが剣を構えてうめく。

　リンツは無言だった。あらわれた彼女の姿を見て、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　禍まが々まがしい、真しん紅くの甲かつ冑ちゆうに身を包んだ少女が――そこに立っていた。

　飾り尾のついた面めん兜かぶとに、角のように鋭く突き出た胸当て。

　美しい蜂はち蜜みつ色いろの髪は漆しつ黒こくに染まり、その両目は虚うつろな紅あかい輝きを灯ともしていた。

　その手に武器はない。だが、彼女の周囲を、五基の〈砦とりで〉が浮遊していた。

　――エリッセ＝イストバラド。

　かつての面おも影かげをわずかに残した、幼おさな馴な染じみの少女。

「――エリッセ！」

　立ち尽くしていたのは、ほんの数瞬。

　リンツは叫び、無表情にこちらを見つめる少女のもとへ走り出す――

　少女は、幼馴染みの少年を抱擁するかのように、紅い籠こ手てに覆おおわれた両手を広げた。

「リンツっ……待て！」

　シャトレアが鋭い声を上げ、剣を振りかぶったまま地を蹴けった。

〈城〉とは思えぬ速さで疾しつ駆くし、城主マイスターの背中に追いすがる。

〈固有兵装備――解放レリーズ〉

　エリッセの顔をした少女が感情のない声でつぶやいた。

　広げた両手から真紅の雷らい火かが生まれ、胸当ての尖せん端たん部へ収束――

（……え？）

「リンツっ、離れろ！」

　間かん一いつ髪ぱつ。シャトレアが、少女とリンツの間に割り込んだ。

　刹せつ那な。破壊の意志をともなった赤い閃せん光こうが放たれた。

「――っ、あああああああああああああっ！」

　シャトレアが耳をつんざくような悲鳴を上げた。甲冑の尖端から放たれた灼しやく熱ねつの閃光が、シャトレアの身にまとう〈城壁〉を破砕。白銀の胸当てを蒸発させる。

「――っ、あ、ぐ、ああああああっ！」

　苦く悶もんに身をよじり、髪を振り乱して絶叫するシャトレア。

　だが、耐えるしかない。彼女の背後にはリンツがいるのだ。普通の人間がこんなものを喰くらえば、一瞬で燃え尽きて灰になる。

「シャトレア！」

「リン……ツ……はや……く、逃げ――」

　だが、その言葉は途中でかき消された。凄すさまじい熱線によって、浮遊する〈城壁〉が崩壊。甲冑の剥むき出しになったシャトレアの身体からだを吹き飛ばす。

「……がっ、はっ……！」

　シャトレアは〈城壁〉ごと壁に叩たたきつけられ、激しく血を吐いた。

「固有兵装――〈破裂の閃光リール・キヤノン〉」

　エリッセの顔をした少女が、怜れい悧りな声で告げた。

　輝く真しん紅くの瞳ひとみが、床に這はいつくばるリンツを無表情に見下ろしている。

「エリッセ……」

　リンツは、その場に膝ひざをつき、かすれた声で呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「それは、もはやエリッセ＝イストバラドではない」

　と。背後から声がした。

　振り向くと、ヴォーバンが苦にが々にがしげに、紅あかい甲かつ冑ちゆうの少女を見つめていた。

「おのれ、鉄仮面卿きよう……〈城骸ルイン〉の状態で目覚めさせたか……」

「ルイ……ン……？」

　聞き慣れない言葉に、リンツは眉まゆをひそめる。

「不完全な状態で目覚めた〈城しろ姫ひめ〉は〈城骸ルイン〉と呼ばれ、〈城〉に宿ることなく数日で消滅する」

「なっ……！」

　リンツは目を見開いた。

「消滅するって――」















「そのままの意味だ。エリッセ＝イストバラドはこのリール要よう塞さいには宿らぬ……」

　口調に激しい怒りを込め、歯ぎしりするヴォーバン。

　だが、ヴォーバンのそんな繰り言など、リンツは聞いていなかった。

　――エリッセが消滅する？

（……そんな……じゃあ、僕は……）

　絶望に立ち尽くして、顔を上げる。

　真しん紅くの〈城姫ベルクフリート〉は、ゾッとするほど冷たい目で、リンツを見下ろしている。

　シャトレアや、〈水の城しろ姫ひめ〉モン＝サン＝ミシェルは、その瞳ひとみに自我の光があった。だが、目の前の少女の双そう眸ぼうには、虚うつろな紅あかい闇やみがひろがっていた。

（……僕は、間に合わなかったのか……？）

「エリッセ……僕だ、リンツ＝レンハイトだ！」

　悲痛な声を上げながら、リンツは立ち上がった。

〈真紅の城姫〉の周囲に浮遊する〈砦とりで〉が、ぴたり、と刃やいばの尖せん端たんを向けてきた。

「リンツ、彼女はもう――」

　背後でシャトレアが叫ぶ。リンツは聞こえないふりをする。

「エリッセ！」

〈真紅の城姫〉が無言で手を振り上げた。

　刹せつ那な。鋭いブレードのような五基の〈砦〉が放たれる――

「……っ！」

　ギィンッ――鋼の打ち合う音。

　シャトレアが瞬時に二人の間に割り込み、剣で〈砦〉を弾はじいていた。

〈砦〉は大きく弧を描えがくように飛行すると、ふたたび〈城姫〉のもとへ戻る。シャトレアは剣を構え、〈城姫〉となったエリッセを睨にらみ据すえながら、苦く渋じゆうに満ちた横顔で言った。

「リンツ。ひとたび〈城姫〉同士の戦いになってしまえば、それは殺し合いだ。助ける、などと甘いことは言っていられない」

「そんな……」

「わかるだろう。あれはもはや、君の知っている幼おさな馴な染じみの少女ではない。この要塞を守護するための〈城〉の化身だ。私と同類の――な」

「シャトレア……」

「リンツ、許してくれ、とは言わない。私はあの〈城姫〉を破壊する」

「待っ――」

　鋼のブーツが床を蹴けった。旋せん風ぷうが巻き起こり、飛んでくる瓦が礫れきからリンツは思わず顔をかばった。シャトレアは一直線に疾はしり〈城姫〉に肉薄すると、強く踏み込み、喉のど元もとに閃せん光こうのような斬ざん撃げきを繰り出した。

「はああっ――！」

　せめて、苦しませぬように――一撃で破壊する。

　あの〈ガーゴイル〉を一刀両断した、威力もタイミングも完かん璧ぺきな斬ざん撃げき。

　だが――

「……なっ！」

　その一撃を、眼前に展開する五基の〈砦とりで〉が、五ご芒ぼう星せいの盾となって防いでいた。

「固有兵装――〈五芒星の砦アルミユール・パンタグラム〉。五基の〈稜りよう堡ほ〉が私を自動オートで守る」

　感情のこもっていない声で〈城しろ姫ひめ〉が告げる。

「……っ、二つの固有兵装だと!?」

　シャトレアが驚きよう愕がくの声を上げた。舌打ちして、後方へ飛びのき、距離をとる。

　五基の〈砦〉が分離し、シャトレアに向かって放たれた。一基を剣で弾はじき、反対方向から襲いかかるもう一基を籠こ手てで受ける――籠手は甲かん高だかい音をたてて砕け散った。

　激痛。上がりそうになる悲鳴を噛かみ殺し、頭上から飛来する三基目の〈砦〉を前に跳んでかわす。四基目は頬ほおをかすめながらすれ違う――浅く斬きられた頬に血華が散った。

〈城姫〉を守る〈砦〉はあと一基。白銀の髪をひるがえし、シャトレアは加速する。

　おそらく、リール要よう塞さいの〈城姫〉はモン＝サン＝ミシェルと同じ遠距離攻撃特化型。

　接近戦に持ち込めば、剣による戦いを得意とするシャトレアに勝ち目があるはずだった。

〈城姫〉が両手を広げた。真しん紅くの雷らい火かが甲かつ冑ちゆうの尖せん端たん部に収束する――

「……っ！」

　シャトレアはほんの一瞬、ためらった。

　固有兵装――〈破裂の閃光リール・キヤノン〉。

〈城壁〉を失った状態でもう一度、あの威力の火砲を受ければただではすまない。

　かわすか――それとも、このまま踏み込んで先に攻撃を仕掛けるか。

　だが、刹せつ那なのその思考こそが致命的な隙すきとなった。側面に回り込んだ一基の〈砦〉が、胸当てに覆おおわれたシャトレアの腹部をえぐるように斬り裂いた。

「かはっ……！」

〈破裂の閃光リール・キヤノン〉の発動はフェイク。体勢を崩したところに、四基の〈砦〉が獲物に群がる狼おおかみのように殺到する――

「ああああああああああっ！」

　シャトレアの絶叫が上がった。

　肩、胸、脚あし、胴、足首を同時に穿うがたれ壁に磔はりつけにされる。苦痛に顔を歪ゆがめる彼女の肢し体たいから鮮血が激しく噴き上げ、白銀の甲冑を真っ赤に染めあげた。

「――シャトレア！」

　叫び、リンツは立ち上がった。

（そんな……シャトレアが……！）

　エリッセを殺させるわけにはいかない。

　だが、手加減などすれば、間違いなくシャトレアが死ぬ。

（くそっ、どうすれば……どうすればいいっ！）

　――君は、甘い。

　ふいに、あのときのシャトレアの言葉が思い出された。

　どちらかを救うには、どちらかが死ななくてはならない。

　選べるわけがなかった。

（でも、いまはシャトレアを――）

　シャトレアが磔はりつけにされている壁を〈再構築〉して彼女を救い出す――

　右手に蒼あお白じろい雷らい火かをまとわせ、駆け寄ろうとした、そのとき。

「〈城しろ姫ひめ〉同士の戦いに水を差すつもりかね、リンツ＝レンハイト」

「……っ！」

　眼前に、鷹たかの眼めの男が立ちはだかった。

「ヴォーバン……！」

　リンツは歯は噛がみして立ち止まる。

「……っ、リンツっ……！」

　シャトレアが激しくもがきながら叫ぶ。

「此こ度たびは〈城姫〉を宿らせることに失敗したが、なに、いずれまた機会はある――」

　ヴォーバンが軍服を脱ぎ捨てた。技術将校とは思えない鍛えられた肉体があらわれる。

「そんなことはさせないっ、ヴォーバンっ！」

　リンツは絶叫した。怒りに血がたぎっていた。

「そこをどけええええっ！」

　リンツは構築する――目の前の男を倒すための、構造物を。

〈建けん奏そう術じゆつ〉――第十二の韻律コード、〈再構築リ・ストラクシヨン〉！

〈建奏術〉――第十一の廃棄韻律デイスコード、〈怪魔の石像ガーゴイル〉！

「建奏士マイスタージンガー、リンツ＝レンハイトが銘を刻きざむ――」

「〈石の兄弟団〉第七階位、栄光のヴォーバンが銘を刻む――」

　二人同時に叫び――雷火のほとばしる掌てのひらを、地面に叩たたきつけた。

　閃せん光こうが目を灼やいた。石の床が海の大波のようにめくれあがり、瓦が礫れきが宙を舞った。

　互いの〈建奏術〉が干渉しあい、ねじくれた奇怪なオブジェが無数に生成される。

　尖せん塔とうが支柱が階段が祭壇が井戸が怪物の彫像が――ありとあらゆる構造物が、混じり合い、喰くらい合いながら、消滅と生成を繰り返す。

「おおおおおおおおおっ！」

「あああああああああっ！」

　二人の建築士が叫んだ。

　ヴォーバンの放つ紫し電でんの雷らい火かがいっそう激しさを増す。

　リンツの〈刻印〉――マイスター・ストランゼンから受け継いだ徒と弟ていの証あかしから血があふれ、地面にしたたった。じゅっと焦こげたような音が上がる。

「……くっ、あっ……」

　凄すさまじい激痛に意識を失いそうになる。

（だめだ。ここで負けたら、シャトレアがっ……！）

　意識を覚かく醒せいさせるように、叫ぶ。

「マイスター・ヴォーバンっ、あんたはっ、僕なんかより、才能も経験も技術もずっとあった。それが、どうしてっ、何を間違えたんだっ――！」

　自分でも、何を叫んでいるのか、わからなかった。それでも、かつては崇敬の念すら抱いていたこの建築技師に向かって、叫ばずにはいられなかった。

「あんたの創つくりたいものはなんだよっ、建築士なら、それで勝負しろよっ！　こんなやり方じゃなくて、自分の力であんたの〈城〉に〈城しろ姫ひめ〉を宿らせてみろよっ！」

「リンツ＝レンハイト、君にはわかるまい。決して追いつけぬ才能を友に持った、この私の絶望は！」

　才能の差。そんな言葉だけではあらわせない、持つ者と持たざる者の圧倒的な差。

　それが、これほどまでに、マイスター・ヴォーバンを変えてしまったのか。

「勝手に絶望したのはあんただ。あんたは、僕の師匠マイスターから逃げたんじゃないっ、自分自身から逃げ出したんだ――」

「ほざけええええっ！」

　混こん沌とんのオブジェが牙きばを剥むいて吼ほえ猛たける。ヴォーバンの〈怪魔の石像ガーゴイル〉がリンツの造り出す構造物を喰くらいながら押し返す。

（……っ、僕の〈建けん奏そう術じゆつ〉は、〈怪魔の石像ガーゴイル〉の強度に及ばなかった――）

　このままでは押し負ける。

（なら――）

「〈建奏術〉第三の韻律コード――〈強化リインフオース〉、二重奏デユエツト！」

　床についた手の〈刻印〉から純白の閃せん光こうがひらめいた。蒼あお白じろい雷光に絡みつき、消滅と生成を繰り返すオブジェ群に降りそそぎ、そして――

〈怪魔の石像ガーゴイル〉を、リンツの構造物が喰らった。

　パキン――と、乾いた音をたて、あっさりと砕け散った。

「ふたつの〈建奏術〉を同時に奏かなでるだとっ……！」

「うまくいくかどうか、わからなかったけど――」

　リンツは腰を落とし、静かに息を吐いた。

「これくらい、師匠ならやっていたさ！」

「くっ、おおおおおおおおおっ！」

　断末魔のような叫びはすぐに掻かき消される。〈怪魔の石像ガーゴイル〉を喰くらったオブジェ群が、怒ど濤とうの波となってヴォーバンを呑のみ込む。

「シャトレア！」

　勢いのまま、手に蒼あおと白の雷光をまとわせて、リンツは走った。〈真紅の城しろ姫ひめ〉が、磔はりつけになったシャトレアに〈破裂の閃光リール・キヤノン〉を放つ――

「リンツっ――来るな！」

　シャトレアが喘あえぐように叫んだ。

　白銀の髪を振り乱し、血にまみれた凄せい絶ぜつな表情は、たとえようもなく美しい。

　かまわずに、リンツは踏み込んだ。自分が壁にたどり着くのと、〈城姫〉の砲火によって骨も残さずに焼き尽くされるのと、どちらが速いか、などということは考えなかった。

　目の前の少女を救う。ただそれだけを考えて――

　リンツは壁に手を叩たたきつけた。

　ほとばしる雷らい火かが石壁を穿うがち、構造を変質させる。背後の支えを失い、シャトレアの小柄な身体からだが壁に沈み込む。四肢を縫い止めていた〈五芒星の砦アルミユール・パンタグラム〉がわずかに離れたその瞬間――

　シャトレアは渾こん身しんの力で床を蹴けって、横に跳んだ。瓦が礫れきだらけの床を弾はじかれたように横転し、ガッ――剣を地面に突き立てて止まる。

「か……ふうっ……は……あ……」

　シャトレアは、苦痛に顔を歪ゆがめ、片手で脇わき腹ばらを押さえた。

　おびただしい量の血がしたたり落ちる。

「シャトレア！」

　よろめきながら、リンツはシャトレアのもとに駆け寄った。

「……っ、リンツ、かたじけ……ない……」

　片かた膝ひざをつき、剣の柄つかをぐっと握り締しめ、ゆっくりと立ち上がる白銀の〈城姫〉。

　唇から洩もれる吐と息いきは荒あらく、その顔は蒼白になっている。

「シャトレア……血が……」

「大丈夫……だ。リンツ、君は、私が……守る……から」

　鮮血にまみれながら、なお凜りん烈れつに顔を上げ、シャトレアは剣を構えた。

　蒼そう焔えんを宿すその視線の先には――リール要よう塞さいの〈城姫〉。浮遊する〈五芒星の砦アルミユール・パンタグラム〉を周囲に従え、死神のような足取りで、ゆっくりと歩いてくる。

「エリッセ……」

　リンツは、泣き笑いのような表情で、もう何度目かになる、少女の名前を呼んだ。

〈城しろ姫ひめ〉は無言。その虚うつろな紅あかい瞳ひとみは、何も映していない。

「リンツ、君は下がっていろ――」

　と、前に出ようとするシャトレアを、リンツは手で制した。

「リンツ……？」

「エリッセ、聞いてくれ！」

　リンツは、エリッセに向かって、一歩、近づいた。

〈城姫〉は静かに手を振り上げた。周囲に展開していた〈五芒星の砦アルミユール・パンタグラム〉がその切っ先をリンツに向けた。

　彼女の意志ひとつで、リンツの四肢は引き裂かれる。

　だが、リンツは歩みを止めなかった。

　また一歩、彼女に向かって近づく。

　エリッセは、あまりに無防備に近づいてくるリンツを警戒してか、あるいは――リンツの背後に立つシャトレアのほうをより大きな脅威と考えてか、動かない。

「リンツっ……！」

　そして、動けないのはシャトレアも同じだった。彼女が指先一本でも動かしたなら、エリッセは即座にリンツに向かって〈砦とりで〉を放つだろう。

　また一歩。そこで、リンツは足を止めた。

　まっすぐに、少女――エリッセ＝イストバラドの目を見つめた。

　命を握られているにも等しいこの状況に、いっそ穏おだやかな表情だった。

　何か考えがあったわけではない。

　ただ、彼女との約束を果たさなくてはと。

　あの約束だけは、決してたがえることはするまいと。

　そう――思ったのだ。

「――エリッセ。あのとき、僕に訊きいたよな。僕の創りたいものは何かって」

　リンツは、かつての幼おさな馴な染じみにそうしたように、気さくに話しかけた。

　あの日、〈城姫〉になる前の彼女と交わした、最後の約束。

　あのときの、エリッセの真剣な表情も、口調も、息づかいも、触れた手のやわらかさも、すべて、はっきりと覚えていた。

　わずか数日前の――追想。

　だが、なにもかもが、あのときとは決定的に変わってしまった。

「あのとき、僕はこう答えた」

　静かな森の中に、壮そう麗れいにそびえ立つ、白はく亜あの城――と。

　そして、彼女はこう言ったのだ。



　約束だよ。いつか、リンツの建てたお城を私に見せてね。

　そしたら、私がお姫様になってあげるから――と。



　だから――

　リンツは〈刻印〉の刻きざまれた手を、強く握り締しめた。

「――エリッセ、約束だ。僕の〈城〉を見せてやる」

　短く息を吸った。

　頭の中にそのイメージを構築する――

　生まれて初めて、自分の意志で創つくりたいと望んだモノ。

　リンツの理想を体現した――〈城〉のイメージを。

〈刻印〉が、激しく火花を散らした。

　本物の〈城〉は、未熟な徒と弟ていである自分には、まだ創れない。

　立派な親方マイスターになって、それを創るのは、何年――いや、何十年も先になるだろう。

　だけど、そのイメージくらいなら、見せてやることができる。

「〈建けん奏そう術じゆつ〉第一の韻律コード――〈構想イメージ〉！」

　雷らい火か放つ右手を高く振り上げて、リンツは叫んだ。

　それは――〈建奏術〉の最も基礎となる韻律コード。

　蒼あお白じろい雷火が、石の床ではなく宙に飛散し、大広間全体を閃せん光こうで満たす。

　そして――

「エリッセ。これが、僕の創りたい〈城〉だ」

　広間の中央に――巨大な〈城〉があらわれた。

　森の中にひっそりとたたずむ、流麗な白はく亜あの城。

　白銀の髪の少女の、気高さ、崇すう高こうな美しさを表現した――幻想の〈城〉が。

　まるで、羽を広げた白鳥のように、そびえ立っていた。

「……リ……ン…………ツ……？」

〈城しろ姫ひめ〉の唇から、かすれた声が洩もれた。

　真しん紅くに輝く目を見開き、リンツの描えがき出した〈城〉を呆ぼう然ぜんとした表情で見つめていた。

「……エリッセ!?　いま、なんて――」

　リンツが、彼女のもとに近づこうとした、そのとき。

「……リン……ツ……ア……アアアアアアアアッ！」

〈城姫〉は突然、悶もだえ苦しむように両腕で頭を抱かかえた。喉のどをかきむしり、首をのけぞらせ、悲鳴じみた狂乱の叫びを上げ、そして――

　展開していた〈五芒星の砦アルミユール・パンタグラム〉を、全すべて解き放った。

「……っ!?」

　かわすことなど無論、不可能。目を閉じる間さえなかった。

　鋭いブレードのついた五基の〈砦とりで〉が、リンツの四肢を斬きり刻きざむ――

　刹せつ那な。

（――え？）

　銀ぎん閃せんが弧を描えがいてひらめき、五基の〈砦〉が全すべて斬り飛ばされた。

　リンツの目の前に――

　剣を構えた〈城しろ姫ひめ〉が、リンツに背を向けて立っていた。

　まばゆい白銀の輝きに包まれたシャトレアが。

（……なん……だ……!?）

　リンツは目をこすった。

　シャトレアの背中に、光の翼が生えていた。

　血にまみれていた甲かつ冑ちゆうは白銀の輝きを取り戻し、〈破裂の閃光リール・キヤノン〉によって破壊された〈城壁〉は、より壮そう麗れいな姿となってそびえていた。

「シャトレア、その姿は、いったい……？」

「リンツ――」

　シャトレアはリンツに背を向けたまま、言った。

　その声が、かすかに震ふるえていた。

「これが――私の〈城〉だ」

「え……？」

　リンツは眉まゆ根ねを寄せた。……シャトレアは、何を言っているんだ？

「どうしてかはわからない。だが、私の中に確信がある。あれは、間違いなく私の〈城〉。私の宿る〈城〉の姿だと」

　白銀の髪がひるがえる。振り返った彼女の頬ほおを、涙が伝っていた。　

「リンツの構想イメージしたあの幻想の〈城〉こそが、私の〈城〉なのだ！」

　叫んだ瞬間――光の翼が大きく広がった。

　そのまばゆさに、リンツは思わず目を細める。

　脳のう裏りに、〈城〉の名が唐突に思い浮かんだ。



　其その名は――新しい石の白鳥ノイシユヴアンシユタイン。



「シャトレア＝ノイシュヴァンシュタイン、それこそが私の真の名だ！」

　剣を掲かかげ、高らかに告げるその姿は、凄せい絶ぜつなまでに美しい。

（記憶が、戻ったのか？　でも、どうして僕の想像した〈城〉で――）

「――アアアアアアアアアッ！」

　狂乱状態に陥おちいったエリッセが、背筋も凍るような咆ほう哮こうを上げた。

　甲かつ冑ちゆうの尖せん端たん部に〈破裂の閃光リール・キヤノン〉の光が収束する――

「シャトレアっ！」

　リンツが叫ぶ。シャトレアはゆっくりとエリッセのほうへ向きなおった。

　そして――静かに、告げた。

「固有兵装、解放レリーズ――〈戦姫の光剣ヴアルキリー・シユヴエーアト〉」

　瞬間。彼女の手にした剣が、ひときわ強い輝きを放った。

　あらゆる闇やみを斬きり払う――清浄な光。

　その光を、掲かかげるようにして、シャトレアは剣を振りかぶる。

「これが私に与えられた力……まさか、私はそのために？」

「シャトレア……？」

「リンツ、私を信じてくれ」

　シャトレアは、蒼そう焔えんを宿した瞳ひとみを燃え上がらせ、眼前の〈城しろ姫ひめ〉を睨にらみ据すえた。

〈破裂の閃光リール・キヤノン〉の光球が膨れあがってゆく――

「この剣は、あの少女――エリッセ＝イストバラドを救うための剣だ」

「……」















　リンツは、静かにうなずいた。

　あの固有兵装――〈戦姫の光剣ヴアルキリー・シユヴエーアト〉の輝きは、破滅の光ではない。

　あんな美しい輝きが、そんなものであるはずがなかった。

　リンツは、シャトレアを――リンツの〈城〉を信頼した。

「シャトレア、頼む――エリッセを救ってくれ！」

「承知したっ、城主マイスター！」

　刹せつ那な。シャトレアが地を蹴けった。

　風圧で瓦が礫れきを巻き上げながら、逆さか巻まく蒼そう銀ぎんの焔ほのおとなって疾しつ駆くする。

「リール要よう塞さいの〈城しろ姫ひめ〉、エリッセ＝イストバラドよ！」

　同時。エリッセの固有兵装――〈破裂の閃光リール・キヤノン〉が発動。最大威力で放たれた紅あかい閃せん光こうは、石造りの床を一瞬で蒸発させながら、シャトレアめがけて一直線に飛んでくる。

　閃光を切り裂くように――

「シャトレア＝ノイシュヴァンシュタインが、君を解放するっ！」

　シャトレアはかわさない。勢いのまま、光輝の剣を突き込んだ。

　白銀の輝きはいっそう増し、光の翼が彼女の全身を包み込む。

　シャトレア自身が一条の剣けん閃せんとなって、紅い閃光を斬きり裂いて――

　その剣けん尖せんが、〈城姫〉となったエリッセ＝イストバラドの胸を深々と貫つらぬいた。
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　まばゆい閃光が消え去ったとき――

　瓦礫の上で、シャトレアがエリッセを抱き上げて立っていた。

「……っ、エリッセ！」

　叫び、リンツは駆け寄った。

　エリッセは、シャトレアに抱き上げられたまま、身体からだをぐったりとさせていた。

　顔に血の気がなく、目も開いていない。

「眠っているだけだ。安心するがいい」

　だが、シャトレアは、リンツを安心させるように首を振った。

「……」

　たしかに――シャトレアの剣によって胸を貫かれたというのに、エリッセの身体に外傷らしきものは一切ない。

　彼女の唇から、かすかな吐と息いきが洩もれていた。リンツは、ほっと安あん堵どの息をついて、彼女の手をそっと握り締しめる。ひんやりと冷たいが、たしかに血は通っていた。

「もっとも、しばらくは、このまま昏こん睡すい状態が続くだろう」

「……っ！」

「〈城しろ姫ひめ〉として覚かく醒せいしていたものを、無理矢理〈解かい呪じゆ〉したのだ。すまないが――それは、しかたがないものと思ってくれ」

　シャトレアはすまなそうにうつむいた。

「……そうか。いや、エリッセが人間に戻ったってことが、本当に、奇跡みたいなものなんだ。シャトレア、ありがとう……本当に」

　気がつけば、要よう塞さいの鳴めい動どうがぴたりと止やんでいた。

〈城姫〉が、リール要塞から消滅したことの証拠だった。

〈城姫〉にされた少女を、人間に戻す――

　それが、シャトレアの固有兵装――〈戦姫の光剣ヴアルキリー・シユヴエーアト〉の力だった。

「私のほうこそ、リンツに感謝しなくてはならない。リンツのおかげで、私の真の名を知ることができたのだからな」

「……ひょっとして、記憶が完全に戻ったのか？」

　シャトレアは静かに首を横に振った。

「いや、残念ながら、そういうわけではない。だが、リンツが理想に描えがいたというあの〈城〉を見たとき、あれが私の〈城〉であることだけがわかったのだ」

「でも、あの〈城〉は――」

　リンツが、シャトレアにイメージを喚かん起きされて創つくり上げた、夢想にすぎない。

　いまだ存在しない城に〈城姫〉が宿る――などということが、あり得るのだろうか？

〈放浪の城姫〉――シャトレアの謎なぞは、むしろ、ますます深まったように思えるが――

　そのとき。パチ、パチ、パチ、と――ホールに場違いな拍手の音が響いた。

「……っ!?」

　リンツとシャトレアは同時に振り返った。

　そこに――

「ハ、ハハ、ハ、なるほど、なるほど。〈城姫〉となった適性者を〈解呪〉する能力――そういうことですか。かのマイスター・ストランゼンが〈放浪の城姫〉などというものを創り出した理由は」

　紅あかいマントに、サーコートを身にまとった長身の男。ヴォーバンと共に、あの殺さつ戮りくの宴うたげを開いた鉄仮面卿きようが――愉快そうに嗤わらいながら、奥の礼拝堂から歩いてきた。

「鉄仮面……」

　リンツは、ぎり、と奥歯を噛かみ締しめる。

　シャトレアはエリッセをそっと床に降ろすと、剣を抜いて構える。

「ふむ。貴重な適性者は〈城姫〉として宿らせたかったのですが……ま、こんな要塞など私にとってはどうでもいい。なかなか面白いものも観みれたことですし、今回はこのあたりで失礼させていただきましょう」

「待てっ、貴様、私の何を知っている。マイスター・ストランゼンが私を造ったとはどういうことだ！」

「ここでやり合うつもりはありません、姫君。貴女あなたとは、またいずれどこかで――」

「貴様の事情など知ったことではないっ！」

　シャトレアが剣を振り上げ、地を蹴けった。

　だが――

「やれやれ、しかたありませんね」

　鉄仮面卿きようが嗤わらった。

「固有兵装、解放レリーズ――〈無限監獄バステイーユ・ジエイル〉」

　告げると同時――シャトレアの周囲に、輝く光の檻おりが出現する。

「なっ……!?」

　シャトレアの剣は檻に阻はばまれ、激しい火花を散らした。

「ばかなっ……これは、〈城しろ姫ひめ〉の固有兵装――なぜ貴様がっ！」

「ハ、ハハ、私の名を覚えておきなさい〈放浪の城姫〉。私は復ふく讐しゆう者しや、〈巌がん窟くつ王おう〉――エドモン＝ダンテス！　ハ、ハハハ、ハ――」

　鉄仮面卿は赤いマントをひるがえし、哄こう笑しようを上げながら去っていく。

「……っ、待て！」

「シャトレアっ、天井が、崩れる！」

　リンツが叫んだ。

〈建けん奏そう術じゆつ〉の激しい応酬や〈城姫〉同士の戦いによって破壊されていた大広間が、エリッセを失ったことによって崩壊をはじめたのだ。

　リンツが頭上を見上げた瞬間――

　大広間の天井が崩ほう落らくした。










終章　旅立ち



「――ンツッ、リンツってば！」

「うう……ん……」

　だれかに肩を激しく揺さぶられ、リンツはうめきながら、目を覚ました。

　後頭部になぜか感じるやわらかい感触。身体からだ中じゆうの痛みに顔をしかめ、顔を上げようと身じろぎすると、細かい髪先が頬ほおをくすぐった。

　落ちかかる紅ぐ蓮れんの髪。

　レティーツィア＝エーデルガルトの顔が、目の前にあった。

「……ちょ……わ！」

　リンツはあわててはね起きた。

　バッととびのいて、数歩、離れたところにしゃがみ込む。

　息を切らし、顔が真っ赤になっていた。

「あら、ようやく、起きたわね」

　レティーツィアは口元に手をあて、ふふー、といたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「レ、レ、レティ!?　な、なんで……」

　口をぱくぱくさせながら喘あえぐリンツ。「なんで膝ひざ枕まくらなんだよ！」と言おうとしているのだが、うまく喋しやべれないのだ。

「担たん架かが足りないからよ。ひょっとして、シャトレアの膝のほうがよかった？」

「……っ、ち、ちが……！」

　突然、肩に鋭い痛みが走り、リンツは小さな悲鳴を上げた。

　レティーツィアはやれやれ、と肩をすくめ、リンツの手をとった。

「ほら、急に動くからよ。しばらくはじっとしてなさい。リンツってば、瓦が礫れきに埋もれて気絶してたんだから」

「……え？」

　リンツは、あたりをきょろきょろと見回した。

　リール要よう塞さいの内部である。建物には諸侯同盟の旗がひるがえっていた。

　あちこちから、怪け我が人にんのうめき声が聞こえてくる。見れば〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の団員たちが、崩れた瓦礫の下敷きになった兵士を救出していた。

「リール要塞は降伏したわ。あたしたちの勝利」

「うん……」

　と、リンツは生返事をして――

　そして、ハッと顔を上げた。

「そうだ。エリッセ……エリッセは!?」

「ああ、君の幼おさな馴な染じみの娘こ？　そこに寝てるわよ」

　レティーツィアが指差した先、エリッセは担たん架かに寝かせられていた。

　目を閉じて、すーすーと安らかな寝息をたてている。

「エリッセ……よかった……」

　リンツは、目に涙を浮かべてつぶやいた。

　シャトレアは、しばらくは昏こん睡すい状態にあるだろう、と言っていた。

　それが、どのくらいの期間になるのかは、わからないが。

　黒いドレスの胸元に覗のぞく、五ご芒ぼう星せいの〈印〉は消えていた。

　彼女が〈城しろ姫ひめ〉でなくなったからだろうか？

　そっと彼女の手を握ると、その体温は、信じられないほど冷たかった。

「だいたいの事情は、シャトレアから聞いたわ。エレンブルクに、腕の良い知り合いの医者がいるの。彼女はそこで療養させるわ」

「……レティ？」

　リンツは驚いて振り返る。

　レティーツィアはにっこりと微笑ほほえんで、

「団員の家族はあたしの家族でもあるわ。この娘この面倒は、彼女が目を覚ますまで、あたしたちが責任を持って見てあげる。ああ、費用のことは心配しないで。貴方あなたの報酬から引いておくから」

「レティ、ありがとう。でも僕は――」

　エリッセを救う――ただ、その目的のために、〈土竜技師団マオルヴオルフ〉と契約したのだ。

　もう、ここに身を置いている理由はなかった。

　それに、リンツには、失しつ踪そうしたマイスター・ストランゼンを捜し出すという大きな目的があった。ただ、義父に会いたい、というだけではない。

　彼にはいろいろと訊きかねばならないことがあった。

　たとえば、彼を捜し回っていた、〈放浪の城姫〉のこと――

「……そういえば、シャトレアは？」

「出ていったわ」

「……は？　出ていった？」

「ええ。リンツが起きたら、ありがとう、って伝えておいてくれ、って。ついさっき」

「……っ！」

　リンツはバッと立ち上がった。痛めた肩が悲鳴を上げるが気にしない。

　ちょっと待て。なんだそれは。なんだよそれ。ふざけるな！

「どっちだ？」

「西側の門。あ、ちょっと待ちなさい」

　レティーツィアは、懐ふところから何かを取り出した。ピンで留められた巻物。

「……？」

　リンツがいぶかしげに思いながら受け取ると、

「〈土竜技師団マオルヴオルフ〉の命令書よ。あなたたち二人の、ね」

　レティーツィアはいたずらっぽく笑うのだった。



　　　　　　　◇



「――シャトレア！」

　埃ほこりっぽい街道を歩く彼女の後ろ姿は、すぐに発見できた。

　背中に巨大な〈城〉を背負ったその姿は、あまりに目立つ。

　白銀の髪が振り返った。その蒼そう焔えんの瞳ひとみが驚きに見開かれる。

「リ、リンツ……？」

「はあっ、はあっ……待てよ、一人で、どこ行くつもりなんだよ！」

　ひた、と立ち止まった彼女のもとへ駆け寄ると、リンツはめったに出さない怒鳴り声を上げた。シャトレアは、気まずそうにふいっと目を逸そらすと、

「私は、マイスター・ストランゼンを捜し出す。あの鉄仮面の男の言葉も気になるしな。あの男は――私を造ったのが君の師匠だと言っていた」

「だったら、僕も一緒に捜す。そういう約束だったじゃないか！」

「私は君との約束を果たしたし、リンツも約束を果たしてくれた。私の〈城〉を見せてくれた。私に道を示してくれたのだからな」

「僕はまだ、君になにもしていない。君の〈城〉を創つくってもいないんだ！」

「君は私を守ってくれた。アーレンダムでも、要よう塞さいでも……身を挺ていして〈城〉を守る城主マイスターなど、聞いたことがない」

「……女の子が傷ついてるのを、だまって見過ごすことなんてできないだろ」

「……なっ!?」

　シャトレアがカアッと顔を真っ赤にした。

「わ、私は〈城〉だっ、お、女の子などではないっ！」

　ぷしゅーっと湯気を立てて叫ぶシャトレアの頭に、リンツはぽん、と手をのせる。

「……ふあっ！」

「ほら、レティからの命令書。シャトレアだって技師団の団員なんだからな」

　シャトレアが目を白黒させている隙すきに、リンツは目の前に一枚の紙を広げてみせた。

　――はたして、そこには、こう書いてあった。



　リンツ、シャトレア、両名を〈土竜技師団マオルヴオルフ〉のスカウトに任じます。

　大陸の各都市を回って、優秀な技師を勧誘するのがあなたたちの仕事よ。

　もちろん、最優先なのは、伝説の建築士、マイスター・ストランゼン。

　彼になら契約金はいくらでも払うから、とっつかまえてきなさい。

土竜技師団団長――レティーツィア＝エーデルガルト



「……ってわけだから、さ。ええっと、その、よろしく頼むよ」

「いや、し、しかし、私と旅をするということは、また、テンプル騎士団の刺客やモン＝サン＝ミシェルのような〈城しろ姫ひめ〉に狙ねらわれることもあるかもしれないのだぞ」

　一人で出ていこうとした理由は、やっぱりそれか。

（……ほんとに、生き真面目まじめというか）

　リンツは胸中でため息をついた。

「――大丈夫。僕が守るから」

　リンツはきっぱりと言った。

「……は？　な、君は、何を言って――」

　ますます顔を赤くして、あたふたとする〈城姫〉。

「エリッセが目覚めたとき、師匠に会わせてやりたいんだ」

「……」

　それに――と、リンツはシャトレアの目を見つめて言った。

　もう独ひとりは寂さびしいだろ、と。

「リンツ……」

「まだまだ未熟な城主マイスターだけど、よろしく頼む」

「……」

　差し出したその手を――

　シャトレアはそっと握り返した。

「わ、私こそ、よろしく頼む。リンツ＝レンハイト」

　顔を真っ赤にしたシャトレアは、ほんのわずかに、口元をほころばせた。



〈了〉








あとがき



　どうも志し瑞みず祐ゆうです。ほとんどの読者様には初めまして。前作からおつきあいいただいている皆様には大変お待たせいたしました。いよいよ新シリーズ開幕です！

　デビュー作はケルト文明の神秘的な世界観をベースにしたファンタジーでしたが、今回もまたファンタジーに挑戦してみました。

　今回のテーマは〈城〉です。ＲＰＧなどでは最初に立ち寄る〈城〉ですが、そこに住む王様というものは往々にして布の服とひのきの棒しかくれないケチんぼです。

　いっそこの〈城〉がまるごと仲間になってくれたら心強いのに。武器屋も防具屋も道具屋も宿屋も教会もカジノもふくびき券交換所もぜんぶ背負って冒険に出られたらいいのに。しかもその〈城〉がとびきり強くて可愛かわいい女の子だったら最高なのにという幼い頃ころの妄想から生まれたのが、この「白はく銀ぎんの城姫ベルクフリート」です。

　作品の舞台モチーフは十五世紀～十七世紀頃（大雑把）の欧州大陸。傭よう兵へいや騎士団や秘密結社がひしめく混こん沌とんの時代。建築士の徒と弟ていと〈城〉の出会いから始まる、戦いと冒険と恋の物語を、ぜひぜひ応援してやってください！



　謝辞です。まずは挿絵を描いてくださった上うえ田だ夢ゆめ人ひと先生。目の覚めるような素晴らしいイラストをどうもありがとうございました。「城＋女の子」というコンセプトを、想像をはるかに超えるクオリティでデザインしていただきました。凛り々りしくて、可愛くて、とにかくカッコイイ三拍子揃そろったイラストを読者の皆様もぜひご堪たん能のうください。

　担当編集の笹ささ尾お様、三み坂さか編集長、今回もたくさんご迷惑をおかけしました。ライトノベルはチーム戦だということをあらためて認識した半年間でした。いつも本当に感謝しております。本書を素晴らしい本に仕上げてくださった装丁様、つたない文章を直してくださった校正様、営業の皆様、本当にありがとうございます。そして、本書を手にとってくださった読者の皆様には最大級の感謝を！

　……と、いつもならここでお別れするところなのですが。なんと今回はあとがきのページがいつもの倍あるそうです。困った。なんとかページを埋めなくてはなりません。番外編で「やってきたよ、シャト子さん！」を書こうかとも思いましたがたぶん怒られるので、かわりに実在した〈城〉の簡単な資料を載せることにしました。

　本書は西洋の城の知識がなくても楽しめるようになっていますが、〈城しろ姫ひめ〉のモデルとなった城を知っているとさらに楽しいかも……ということで。べ、べつに、あとがきのネタに困ったわけじゃないんだからねっ！

　※以降は作品の重要なネタバレになりますのでご注意ください。



【リール要よう塞さい】

　十七世紀。フランスの天才建築技師ヴォーバンの考案した稜りよう堡ほ式しき要塞。〈稜堡〉とは要塞から突き出した小さな〈砦とりで〉のようなもの。稜堡の外側には独立した〈半月堡〉という防御拠点が置かれ鉄壁の防御を誇っていた。稜堡は五ご芒ぼう星せいを描えがくように整然と配置され、そのデザインの美しさから「城塞の女王」と呼ばれる。

　このタイプの要塞はヴォーバン式城塞と呼ばれ世界中で建設された。戊ぼ辰しん戦争で使われた函はこ館だての「五ご稜りよう郭かく」もこのタイプの要塞である。なおリール要塞の総督には小説「三銃士」の主人公のモデルとして有名なダルタニャンが任命されたこともある。



【モン＝サン＝ミシェル修道院】

　ノルマンディー海岸沖の島に建てられた城。修道院の建設は八世紀初頭。後の時代に要塞化され、英仏のあいだで起こった百年戦争では海峡を守る要塞として機能した。フランス革命のときは政治犯の収容に使われ「海のバスティーユ」の異名で呼ばれる（※バスティーユ監獄はフランスの有名な監獄）。引き潮しおのときは陸地と地続きだが、潮が満ちると道が海に沈んでしまう。かつては巡礼も命がけだったらしく、「モン＝サン＝ミシェルに巡礼するなら遺書を書いていけ」という言葉があるほど。



【ノイシュヴァンシュタイン城】

　ドイツ語で〈新しい石の白鳥〉の意味。最も美しく有名な城のひとつ。ディズニーランドのシンデレラ城のモデルといわれている。いわゆる「中世のお城」そのままのイメージだが、じつは中世の城に憧あこがれた城主が建てた近世の城。建設は十九世紀。あらゆる建築様式の混じり合ったネオ・ロマネスク様式。その外観の美しさとは裏腹に、不気味な幽ゆう霊れい譚たんや血ち塗ぬられた逸話にはことかかない。



　と、こんなところです。いずれの城も有名な観光名所なので、欧州へ旅行にいかれたときはぜひ（シャト子たちのことを思い出しつつ）観光してみてください。

　あと「ベルフリ」にこんな城や建物や遺跡の〈城しろ姫ひめ〉を出してほしい、などのご要望がありましたら、モバイルアンケートにどしどしお寄せくださいませ。

　では。また次の巻でお会いしましょう！

　次回、なんと海を渡って岐ぎ阜ふ城じようの〈城姫〉が襲来……か!?
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